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今週のキーワード

宇宙AIと再利用
軌道上計算能力と輸送コスト革命が加速

52
件

総記事数

8
カ国

対象国数

300
Wh/kg

Li-S電池密度

10
GW

軌道AI計算力

今週の全52記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 衛星向けLi-S電池 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

ベルリン工科大学が衛星向けリチウム硫黄バッテリー
「SpaceBox」を開発。エネルギー密度300Wh/kg以
上で衛星軽量化とコスト削減に貢献。

#02 KaバンドADC耐性 製品検証
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Teledyne e2vのKaバンド対応ADC「EV10AS940」
が宇宙グレード放射線耐性試験に合格。高信頼性宇宙
エレクトロニクス市場を強化。

#03 耐放射線コーティング 材料開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

VCUがアルテミス計画向け軽量・柔軟な窒化ホウ素ベ
ース耐放射線コーティングを開発。ISSで試験中、月
面飛行士保護に期待。

#04 耐放射線SerDes市場 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

LEO衛星用耐放射線SerDesチップ市場がMicrochip T
echnology等により加速。高スループット衛星間リン
ク向けソリューション需要増。

#05
ナノポリマー耐ガンマ
線

材料開発
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

ナノコンポジットポリマーがガンマ線耐性を向上させ
、宇宙探査の極限環境に対応。軽量化と耐久性向上に
貢献。

#06
商用核バッテリー軌道
投入

新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

City Labsが初の商用トリチウム核バッテリー「BOHR
衛星」を軌道投入。太陽光不足環境での長期電力供給
に貢献。

#07 Starship熱防御タイル 技術開発
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
SpaceX Starshipの熱防御システムに18,000枚の六角
形タイル採用。熱応力分散と再利用性向上に貢献。

#08 SpaceX AI衛星設計 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

SpaceXのAI1衛星はStarlink V3部品を流用し、ソフ
トウェアで放射線耐性を担保。軌道上AIコンピューテ
ィングのコスト効率向上へ。

#09 NASA月面電力・PC 技術開発
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

NASAが月面ミッション向けに垂直ソーラーアレイ技
術（VSAT）と耐放射線フライトコンピュータを開発
。月面での持続的活動を支援。

#10
COTSチップ耐放射線
検証

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

GoogleがCOTSチップの放射線耐性を検証。SpaceX
は低軌道AIコンピューティングに商用部品活用を推進
し、コスト削減へ。

#11 BAE耐放射線生産拡大 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

BAE Systemsが国防生産法基金1,600万ドルを獲得し
、耐放射線マイクロエレクトロニクス国内生産を拡大
。

#12 先進ポリイミド材料 材料開発
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

先進ポリイミド材料（Imiditex, Tormed）が軽量・
耐放射線・UV耐性を持ち、宇宙システムの熱制御や構
造材に新応用。



宇宙産業 Weekly Intelligence Report | 2026-07-11 | Page 2

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13 ST耐放射線ロジック 新製品
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

STMicroelectronicsがLEO衛星向け耐放射線ロジック
チップ「LEOAC00PT-D」を発表。TID
50krad(Si)耐性、SEL-freeを実現。

#14
火星ヘリ熱シールド契
約

製品調達
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

NASAがFirefly Aerospaceと1,300万ドルで火星ヘリ
コプターミッション向け熱シールド製造契約。2028
年ミッションの安全性確保へ。

#15
BAE耐放射線チップ合
格

製品検証
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

BAE Systemsの耐放射線チップ「Endura」が機密衛
星・ミサイル防衛衛星向け試験に合格。高軌道での信
頼性高いオンボードコンピューティング強化。

#16 多機能遮蔽複合材料 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

KISTが電磁波と中性子放射線を同時遮蔽する超薄型・
柔軟な3Dプリント可能複合材料を開発。宇宙船の軽量
化に貢献。

#17 高解像度宇宙カメラ 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

Teledyne Digital Imaging
USがSDLと提携し、Emerald 67M CMOSセンサー搭
載の高解像度宇宙カメラを発表。宇宙状況認識を強化
。

#18 Teledyne投資家注目 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

Teledyne TechnologiesがAIソフトウェア、耐放射線
宇宙チップ、MEMS製造拡大で投資家の注目を集める
。防衛・航空宇宙需要に対応。

#19 DARPA核電池開発 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

DARPAが深海・宇宙向けラジオボルタイックセル開発
プログラム「Rads to Watts」に7プロジェクトを選
定。長期電力供給に革命。

#20 ローマン望遠鏡準備 プロジェ
クト進捗

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

NASAのナンシー・グレース・ローマン宇宙望遠鏡が8
月30日以降にSpaceX Falcon Heavyで打ち上げ準備
進行。ダークエネルギー解明へ。

#21 Microchip耐放射線CG 新製品
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Microchip Technologyが航空宇宙向け耐放射線6出力
プログラマブルクロックジェネレータ「DSA504RT」
を発表。高信頼性タイミングソリューションを提供。

#22
インド宇宙ソーラー輸
出

企業実績
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

インドBHELがISRO初の衛星輸出プロジェクト向けに
宇宙グレードソーラーパネルを供給。高効率Advance
d Triple Junction Solar Cells搭載。

#23 NASA/SBA投資誘致 政策発表
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○

NASAと米国中小企業庁が宇宙産業基盤強化に向け、
数億ドルの民間投資を誘致する新イニシアチブを発表
。

#24 微小重力製薬研究 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

韓国Space LiinTechがStarlab商業宇宙ステーション
でAI駆動型微小重力製薬研究を推進。医薬品開発加速
へ。

#25
SLSグラファイトDB開
発

材料開発
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

NASA/MSFCがSouthern Research Institutionと提
携し、SLS推進システム用グラファイトスロート材料
の物性データベースを開発。

#26
JAXA再利用ロケットR
V-X

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●

JAXAが2030年代実用化を目指し、再利用型ロケット
「RV-X」打ち上げ試験で機体誘導・着陸制御と耐熱
金属材料適合性を検証。

#27
中国再利用ロケット回
収

技術実証
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

中国が再利用型ロケット「Long March-10B」第1段
の回収に成功。打ち上げコスト最大90%削減を目指し
、宇宙競争力を強化。

#28
CubeSat電子システム
設計

学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

●
●○○○

○

arXivに二重衛星協調軟X線偏光観測用CubeSat電子シ
ステム設計のプレプリント公開。高集積・低ノイズペ
イロード実現へ。

#29
SpaceX
AI衛星Starmind

企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

SpaceXがAI特化型衛星「Starmind
AI1」の詳細を公開。Starlink V3技術流用で軌道上コ
ンピューティングを推進、コスト効率と柔軟性向上。

#30 5G CubeSatアンテナ 学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

MDPIが5G CubeSat通信向け波形ビバルディアンテナ
アーキテクチャを発表。サブ6GHz帯で広帯域性と偏
波純度向上を実証。
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#31
宇宙データセンター構
想

企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○

Google CloudとNvidiaが宇宙データセンター構想を
推進。AI計算需要の地球外解決策を提示し、宇宙産業
に巨大市場創出へ。

#32
中国再利用エンジン試
験

技術実証
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

中国CAS Spaceが110トン級再利用可能ロケットエン
ジン「Kinecore-2」の燃焼試験に成功。商業宇宙打ち
上げ市場での競争力強化へ。

#33 Starshipエンジン試験 技術実証
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

SpaceXがスターシップ「Ship 40」の全6基ラプター
エンジン静的燃焼試験に成功。13回目の試験飛行へ準
備完了。

#34 微小重力人工網膜製造 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

LambdaVisionがISSで人工網膜の微小重力製造に成
功。地上製造品を上回る均一性と光学性能を実現し、
再生医療を加速。

#35 微小重力電子機器印刷 技術実証
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

オバーン大学とNASAが微小重力下で液体インク不要
の「Dry ANM」電子機器印刷技術を実証。宇宙でのオ
ンデマンド製造を向上。

#36 中国長征10B洋上回収 技術実証
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

中国「長征10B」ロケットが軌道上打ち上げで第1段
ブースター洋上着陸・回収に成功。再利用ロケット技
術で歴史的ブレークスルー。

#37
ISSバイオプリンティ
ング

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Auxilium BiotechnologiesがISSで腎臓・肝臓組織、
神経インプラントのバイオプリンティングに成功。再
生医療の宇宙展開を加速。

#38 NASA月面輸送契約 政策発表
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

NASAがAstrobotic等と月面輸送契約を締結。原子力
ローバー「PROMISE」で月面基地実現へ向け、月面
電力・通信技術も募集。

#39
微小重力脳オルガノイ
ド

学術研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Axiom Spaceが微小重力下での脳オルガノイド研究で
加齢性神経疾患モデル化に成果。創薬・再生医療パイ
プライン構築に貢献。

#40 月着陸船開発遅延懸念 市場危機
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

元NASA長官がアルテミス月着陸船計画の開発遅延に
懸念。SpaceX/Blue
Originの遅れが月面着陸目標に影響か。

#41 スターシップ事故調査 市場危機
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

FAAがSpaceXスターシップ「フライト12」の軟着陸
失敗を受け事故調査を要求。打ち上げ再開前に安全確
認を徹底。

#42 宇宙AIデータセンター 技術開発
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○

StarCloud OneがNVIDIA H100 GPUを軌道上に投入
。中国・インドも宇宙AIデータセンター開発を加速し
、国際競争が激化。

#43 微小重力軟骨再生足場 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Eascra Biotechが微小重力下で軟骨再生足場を改良。
幹細胞結合10倍、グリコサミノグリカン産生3倍を実
現し、再生医療を革新。

#44
CAPSTONEミッション
完了

技術実証
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

NASAのCAPSTONEが月周回軌道で拡張ミッションを
完了。費用対効果の高い技術実証プラットフォームと
して確立。

#45 Teledyne宇宙カメラ 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Teledyne Digital Imaging
USがSDLと提携し、Emerald™ 67M CMOSセンサー
搭載の宇宙対応高解像度カメラを発表。

#46
NASA月面産業ハブ構
想

政策発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○

NASAが2032年までに月面での持続的滞在を目指し、
月面資源活用と宇宙太陽光発電で月を産業ハブにする
構想を発表。

#47 Orbital AI衛星計画 企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○

スタートアップOrbitalが最大10万基のAIデータセン
ター衛星を宇宙に配備する計画を発表。SpaceX Gen
3衛星も同時申請。

#48 NASA月面ISRU掘削機 技術実証
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

NASAの月面基地計画が進行中。その場資源利用（IS
RU）掘削機「IPEx」の模擬月面土壌掘削試験に成功
。

#49 アルテミスIII計画変更 プロジェ
クト進捗

●○○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

NASAアルテミスIIが月周回飛行記録を樹立。月着陸
船開発遅延により、アルテミスIIIは地球低軌道でのド
ッキング試験に変更。
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#50
中国長征10Bネット回
収

技術実証
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

中国「長征10B」ロケットがネット捕獲システムで第
1段ブースターの海上制御回収に世界初成功。再利用
ロケット時代へ突入。

#51 商用核動力衛星BOHR 新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

City LabsがFAA承認済み初の商用核動力衛星BOHR C
ubeSatを軌道投入。トリチウム電池で深宇宙・月夜間
探査を革新。

#52 月面レゴリス3D印刷 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Standard Technologyが月面レゴリス3Dプリンティ
ングとISRUを統合し、地球からの輸送コストを削減
する月面基地技術を開発。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 宇宙AIデータセンターの台頭は、自社のIT戦略を変えるか？
Google、Nvidia、SpaceX、そして新興企業Orbitalが宇宙AIデータセンター構想を加速。NVIDIA H100
GPUの軌道上投入 (#42) や最大10万基の衛星計画 (#47) は、地球上の計算資源の限界を宇宙で解決しようとしています
。無制限の太陽エネルギーと自然冷却は魅力的ですが、耐放射線チップやレーザー通信など、宇宙特有の技術課題も山積
しています。自社のデータ処理、AI開発、セキュリティ戦略において、この宇宙シフトをどう捉え、いつまでに検討すべ
きでしょうか？

❷ 再利用ロケット技術の国際競争激化は、日本の宇宙産業に何を迫るか？
中国が長征10Bロケットの第1段ブースター洋上回収に世界初成功
(#50)、JAXAも2030年代実用化を目指し再利用型ロケット「RV-X」の試験を推進 (#26)。SpaceXに続き、各国が打ち
上げコストを最大90%削減する可能性を秘めたこの技術で先行しています。日本の宇宙輸送サービス、衛星製造、部品サ
プライヤーは、このコスト競争と技術革新の波にどう対応し、国際的な競争力を維持・強化していくべきでしょうか？

❸ 微小重力での先端材料・バイオ製造は、新たなビジネス機会となるか？
ISSでは人工網膜 (#34)、腎臓・肝臓組織 (#37)、軟骨再生足場 (#43)
の製造に成功し、地上品を上回る品質を実現。また、液体インク不要の電子機器印刷 (#35) や多機能遮蔽複合材料
(#16) の開発も進んでいます。微小重力環境が提供するユニークな製造条件は、高品質な医薬品、医療機器、高性能材料
の新たなサプライチェーンを創出する可能性を秘めています。日本の材料メーカーや製薬企業は、この「宇宙工場」の可
能性をいつまでに、どのように評価し、参入戦略を検討すべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

中国再利用

宇宙AI DC

核電池 多機能遮蔽材

宇宙バイオ製造 月面ISRU

JAXA再利用

月着陸船遅延

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 中国再利用 注意 輸送コスト激減 日本の競争力低下

● 宇宙AI DC 注意 新市場創出/データ活用 日本の技術遅れ

● 核電池 機会大 長寿命電源/月探査 規制対応/技術格差
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● 多機能遮蔽材 機会大 軽量高機能材料 材料開発競争激化

● 宇宙バイオ製造 機会大 高品質医薬品生産 参入障壁/設備投資

● 月面ISRU 注意 月面経済への参画 技術・投資競争激化

● JAXA再利用 注意 国際競争力向上 開発遅延/技術格差

● 月着陸船遅延 脅威大 — 計画全体に影響
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深掘り ① ― 中国、再利用ロケット「ネット捕獲」成功
#50 | 2026/07/10 | Global Times | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●○○○ 日本関連度●●●●○

中国が新型「長征10B」ロケットの初飛行で、第1段ブースターの海上プラットフォームへのネット捕獲システムによ
る制御回収に世界で初めて成功しました。これは、軌道級ブースターの制御回収という点で画期的な成果であり、中国
の再利用ロケット技術がSpaceXに次ぐレベルに到達したことを示します。

このネット捕獲システムは、従来の着陸脚による垂直着陸に比べ、着陸精度要件を緩和し、ブースターの軽量化に貢献
する可能性があります。打ち上げコストを大幅に削減し、打ち上げ頻度を向上させることで、中国の宇宙アクセス能力
と商業宇宙産業の国際競争力を飛躍的に高めることが期待されます。

▶ 技術者の視点

中国の再利用ロケット技術は、SpaceXのVTVL方式とは異なる「ネット捕獲」というアプローチで成功
を収め、その技術新規性は非常に高いと言えます。ただし、公開されている情報は定性的であり、ネッ
ト捕獲時の衝撃吸収性や再利用に向けた機体検査・整備の容易性など、具体的な運用データやコスト削
減効果の妥当性については、今後の詳細な技術報告を注視する必要があります。日本にとっては、宇宙
輸送コスト削減競争が激化する【脅威】である一方、中国の技術動向を分析し、JAXAのRV-X開発や民
間企業の再利用技術開発に活かす【機会】でもあります。特に、耐熱金属材料や複合材料、精密誘導制
御技術を持つ日本の素材・部品メーカーは、この分野での技術協力や新たなサプライチェーンへの参入
を検討すべきです。即時で中国の技術詳細を分析し、自社の技術ロードマップとの比較を行うことが重
要です。

深掘り ② ― 電磁波・中性子遮蔽3Dプリント材料
#16 | 2026/07/06 | AllMind AI News | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●○○○ 日本関連度●●●●○

韓国科学技術院（KIST）が、電磁波と中性子放射線の両方を同時に遮蔽できる、超薄型で柔軟な3Dプリント可能な複
合材料を開発しました。カーボンナノチューブ（SWCNT）と窒化ホウ素ナノチューブ（BNNT）のブレンドを特徴と
し、優れたEMI遮蔽と高い中性子減衰係数を両立します。

この材料は、宇宙船、原子力施設、医療機器、防衛アプリケーションにおいて、軽量かつ多機能な保護を提供し、シス
テムのかさばりや複雑さを大幅に軽減する可能性を秘めています。超薄型でありながら機械的強度と柔軟性を持ち、3D
プリントによる複雑な形状への適用も可能です。

▶ 技術者の視点

電磁波と中性子放射線を同時に遮蔽できる超薄型・柔軟な3Dプリント可能複合材料は、材料工学におけ
る学術的ブレークスルーと言えるでしょう。特に、SWCNTとBNNTのブレンドというアプローチは、そ
れぞれの特性を相乗的に活かす点で非常に興味深いです。ただし、現状は基礎研究段階であり、具体的
な遮蔽性能の定量データや長期的な耐久性、宇宙環境での実証データはまだ不足しています。実用化に
は、量産性、コスト、そして宇宙グレードとしての認定プロセスが大きな課題となります。日本にとっ
ては、高機能材料開発における【機会】であり、特に日本の素材メーカーは、この技術の動向を注視し
、類似技術の開発や共同研究の可能性を探るべきです。また、宇宙船や原子力施設、医療機器の設計者
にとっては、将来の軽量化・多機能化に繋がる【機会】ですが、韓国が先行していることへの【脅威】
も認識し、R&D;部門は材料技術ロードマップを見直す必要があります。
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深掘り ③ ― NVIDIA H100 GPU軌道投入と宇宙AIデータセンター競争
#42 | 2026/07/06 | Business Standard | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●○○○ 日本関連度●●●○○

StarCloud OneがNVIDIA H100 GPUを軌道上に投入し、AIチップの宇宙環境での運用実証に成功しました。これは、
AI計算能力、電力、土地に対する地球上の需要増に対応するため、宇宙ベースのデータセンターへの関心が世界的に高
まっていることを示します。

中国は20万基規模の衛星ネットワークを計画し、インドのSarvam AIとPixxelは共同で軌道上データセンター衛星「Pa
thfinder」を開発するなど、各国が宇宙AIインフラ開発を加速させています。宇宙の真空冷却と無制限の太陽エネルギ
ーは、AI計算の新たなフロンティアを開拓します。

▶ 技術者の視点

NVIDIA H100 GPUの軌道上投入は、宇宙AIコンピューティングの実現に向けた重要なマイルストーン
です。地球上のデータセンターが直面する電力・冷却問題に対し、宇宙空間の優位性は明らかですが、
放射線耐性やデータ転送の低遅延化（レーザー通信など）といった技術課題は依然として大きいです。
SpaceXがCOTS部品をソフトウェアで耐放射線化する (#08, #10) などのアプローチも進んでおり、
高価な宇宙グレードチップに依存しない動きはコスト削減の【機会】です。日本企業にとっては、この
宇宙AIデータセンター市場は巨大な【機会】ですが、米国、中国、インドが先行する現状は【脅威】で
もあります。特に、半導体メーカーは耐放射線技術と高性能化の両立、通信インフラ企業は光通信技術
、そしてAI開発企業は軌道上でのAIモデル開発・運用に、R&D;部門と経営企画部門が連携して即時で
戦略を策定すべきです。

その他の注目記事
#01 ベルリン工科大学、衛星向けリチウム硫黄バッテリー「SpaceBox」でエネルギー密度を従来比2倍の300Wh/kg以上に向上
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

衛星の軽量化と打ち上げコスト削減に直結する高エネルギー密度バッテリー。実用化には宇宙環境での長期信頼性検証
が鍵。

#03 バージニアコモンウェルス大学、アルテミス計画向け軽量・柔軟な窒化ホウ素ベース耐放射線コーティングを開発
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

月面飛行士保護に不可欠な軽量・柔軟な耐放射線材料。ISSでの実証結果が待たれるが、宇宙服や居住モジュールへの
応用が期待される。

#07 SpaceX Starship熱防御システムに18,000枚の六角形タイル採用、熱応力分散と再利用性向上に貢献
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

再利用ロケットの鍵となる熱防御システム。六角形タイルによる応力分散と交換容易性は、日本の再利用ロケット開発
にも示唆を与える。

#17 Teledyne Digital Imaging US、Space Dynamics Laboratoryと提携しEmerald 67M CMOSセンサー搭載の高解像度宇宙カメラを発表
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●○○

高解像度CMOSセンサーと宇宙グレード技術の融合は、宇宙状況認識や地球観測の能力を飛躍的に向上させる。日本の
光学・センサー企業は要注目。

#35 オバーン大学とNASA、微小重力下で液体インク不要の「Dry ANM」電子機器印刷技術を実証
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

宇宙でのオンデマンド電子機器製造は、長期ミッションの自律性を高める画期的な技術。日本の3Dプリンティング技術
との連携も視野に入れるべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;/経営企画】中国の再利用ロケット「ネット捕獲システム」の技術詳細を調査し、JAXAのRV-X開発との
比較分析を開始。日本の宇宙輸送技術の競争力評価を実施。

• 【R&D;/半導体PKG】SpaceX/GoogleのCOTSチップ耐放射線化アプローチ（ソフトウェア耐故障性）に関す
る最新情報を収集し、自社半導体製品への適用可能性を検討。

• 【調達/R&D;】City Labsの商用トリチウム核バッテリーの技術仕様と安全性評価レポートを入手し、月面探査
機や長期ミッション向け電源としての適合性を評価。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/材料】KISTの電磁波・中性子同時遮蔽複合材料 (#16) の研究進捗を追跡し、日本の高機能材料メーカ
ーとの共同研究の可能性を検討。特に宇宙船や原子力施設への応用を視野に入れる。

• 【経営企画/R&D;】微小重力下でのバイオ製造（人工網膜、組織バイオプリンティングなど）の市場動向と技術
課題を詳細に分析し、日本の製薬・医療機器メーカーの参入戦略に関するレポートを作成。

• 【EV設計/R&D;】ベルリン工科大学のLi-Sバッテリー「SpaceBox」の技術詳細を深掘りし、EVバッテリーへ
の応用可能性（特に軽量化とエネルギー密度向上）について予備評価を実施。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画/R&D;】Google/Nvidia/Orbitalが推進する宇宙AIデータセンター構想に対し、日本の宇宙産業がど
のように貢献できるか（耐放射線チップ、光通信、熱管理など）の戦略的ロードマップを策定。

• 【経営企画/R&D;】NASAの月面産業ハブ構想（ISRU、宇宙太陽光発電） (#46)
に向けた日本の参画戦略を検討。月面レゴリス3Dプリンティング (#52) やISRU掘削機 (#48)
などの技術開発投資を評価。

• 【R&D;/半導体PKG】耐放射線半導体市場のグローバルサプライチェーンを定期的に監視し、BAE Systems
(#11, #15) やSTMicroelectronics (#13)
などの主要企業の動向から、日本の部品メーカーの競争優位性を確立する戦略を立案。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-11
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収録記事一覧

#01 ベルリン工科大学、衛星向けリチウム硫黄バッテリー「SpaceBox」でエネルギー密度を従来比2
倍の300Wh/kg以上に向上

#02 Teledyne e2v Semiconductors、Kaバンド対応ADC「EV10AS940」が宇宙グレードの放射線

耐性を検証

#03 バージニアコモンウェルス大学、アルテミス計画向け軽量・柔軟な窒化ホウ素ベース耐放射線コ
ーティングを開発

#04 低軌道衛星用耐放射線SerDesチップ市場、Microchip Technologyなどが牽引し需要加速

#05 ナノコンポジットポリマーがガンマ線耐性向上、高分子材料が宇宙探査の極限環境に対応

#06 City Labs、初の商用トリチウム核バッテリー「BOHR衛星」を軌道投入し、太陽光不足環境での

電力供給に道を拓く

#07 SpaceX Starship熱防御システムに18,000枚の六角形タイル採用、熱応力分散と再利用性向上に
貢献

#08 SpaceXのAI1衛星設計、Starlink V3部品活用で軌道上コンピューティングの放射線耐性をソフ
トウェアで担保

#09 NASA、月面ミッション向け垂直ソーラーアレイ技術（VSAT）と耐放射線フライトコンピュータ
の開発を推進

#10 Googleの研究でCOTSチップの放射線耐性を検証、SpaceXが低軌道AIコンピューティングに商
用部品活用を推進

#11 BAE Systems、国防生産法基金1,600万ドルを獲得し耐放射線マイクロエレクトロニクス国内生

産を拡大

#12 先進ポリイミド材料、軽量・耐放射線・UV耐性でImiditexやTormedが宇宙システムの新アプリ
ケーションを拓く

#13 STMicroelectronics、低軌道衛星向け総電離線量50krad(Si)耐性、SEL-freeの耐放射線ロジック
チップ「LEOAC00PT-D」発表

#14 NASA、2028年火星ヘリコプターミッション向け熱シールド製造でFirefly Aerospaceと1,300万

ドルのサブ契約を締結

#15 BAE Systemsの耐放射線チップ「Endura」、機密衛星およびミサイル防衛衛星向け試験に合格

#16 韓国科学技術院、電磁波と中性子放射線を同時に遮蔽する超薄型・柔軟な3Dプリント可能複合材
料を開発

#17 Teledyne Digital Imaging US、Space Dynamics Laboratoryと提携しEmerald 67M CMOSセ

ンサー搭載の高解像度宇宙カメラを発表



#18 Teledyne Technologies、AI駆動型ソフトウェア、耐放射線宇宙チップ、MEMS製造拡大で投資
家の注目集める

#19 DARPA、深海・宇宙向けラジオボルタイックセル開発プログラム「Rads to Watts」に7プロジ

ェクトを選定

#20 NASA、ナンシー・グレース・ローマン宇宙望遠鏡の打ち上げ準備が進行、8月30日以降に
SpaceX Falcon Heavyで

#21 Microchip Technology、航空宇宙向け耐放射線6出力プログラマブルクロックジェネレータ
「DSA504RT」を発表

#22 インドBHEL、ISRO初の衛星輸出プロジェクト向けに宇宙グレードソーラーパネルを供給

#23 NASAと米国中小企業庁、宇宙産業基盤強化に向け数億ドルの民間投資を誘致する新イニシアチ
ブを発表

#24 韓国Space LiinTech、Starlab商業宇宙ステーションのペイロード確保、AI駆動型微小重力製薬
研究を推進

#25 NASA/MSFC、Southern Research Institutionと提携しSLS推進システム用グラファイトスロー

ト材料の物性データベースを開発

#26 JAXA、2030年代実用化目指し再利用型ロケット「RV-X」打ち上げ試験で機体誘導・着陸制御技
術と耐熱金属材料適合性を検証

#27 中国、再利用型ロケット「Long March-10B」第1段の回収に成功し打ち上げコスト大幅削減へ

#28 arXivに二重衛星協調軟X線偏光観測用CubeSat電子システム設計のプレプリントが公開

#29 SpaceX、Starlink V3技術流用でAI特化型衛星「Starmind AI1」の詳細公開、軌道上コンピュ
ーティング推進

#30 MDPIが5G CubeSat通信向け波形ビバルディアンテナアーキテクチャを発表、サブ6GHz帯で広
帯域性と偏波純度向上を検証

#31 Google CloudとNvidiaが宇宙データセンター構想を推進：AI計算需要の地球外解決策を提示

#32 中国CAS Space、110トン級再利用可能ロケットエンジン「Kinecore-2」の燃焼試験に成功

#33 SpaceX、スターシップ「Ship 40」の全6基ラプターエンジン静的燃焼試験に成功 — 13回目の
試験飛行へ準備完了

#34 LambdaVision、ISSで人工網膜の微小重力製造に成功 — 地上製造品を上回る均一性と光学性能
を実現

#35 オバーン大学とNASA、微小重力下で液体インク不要の「Dry ANM」電子機器印刷技術を実証

#36 中国「長征10B」ロケット、史上初の軌道上打ち上げで第1段ブースター洋上着陸・回収に成功

#37 Auxilium Biotechnologies、ISSで腎臓・肝臓組織および神経インプラントのバイオプリンティ
ングに成功 — 再生医療の宇宙展開が加速



#38 NASA、Astrobotic、Intuitive Machines、Fireflyと月面輸送契約を締結 — 原子力ローバー
「PROMISE」で月面基地実現へ

#39 Axiom Space、微小重力下での脳オルガノイド研究を推進 — 加齢性神経疾患モデル化で成果

#40 元NASA長官がアルテミス月着陸船計画に懸念を表明 — SpaceX/Blue Originの開発遅延が課題
に

#41 FAA、SpaceXスターシップ「フライト12」軟着陸失敗を受け事故調査を要求 — 打ち上げ再開前
に安全確認へ

#42 StarCloud OneがNVIDIA H100 GPUを軌道上に投入 — 中国とインドも宇宙AIデータセンター

開発を加速

#43 Eascra Biotech、微小重力下で軟骨再生足場を改良 — 幹細胞結合10倍、グリコサミノグリカン
産生3倍を実現

#44 NASAのCAPSTONE、月周回軌道で拡張ミッションを完了 — 費用対効果の高い技術実証プラッ
トフォームとして確立

#45 Teledyne Digital Imaging US、SDLと提携し宇宙対応高解像度カメラを発表 — Emerald™

67M CMOS搭載

#46 NASA、2032年までに月面での持続的滞在を目指す — 月面資源活用と宇宙太陽光発電で月を産
業ハブに

#47 スタートアップOrbital、最大10万基のAIデータセンター衛星を宇宙に配備する壮大な計画を発
表 — SpaceX Gen 3衛星も同時申請

#48 NASAの月面基地計画が進行中 — その場資源利用（ISRU）掘削機「IPEx」の試験に成功

#49 NASAアルテミスIIが月周回飛行記録を樹立、次世代月着陸船開発の遅延がアルテミスIIIの軌道
上試験に変更を迫る

#50 中国、長征10Bロケットの「ネット捕獲システム」で第1段ブースターの海上制御回収に世界初
成功、再利用ロケット時代へ突入

#51 City Labs、FAA承認済み初の商用核動力衛星BOHR CubeSatを軌道へ投入、トリチウム電池で
深宇宙・月夜間探査を革新

#52 Standard Technology、月面レゴリス3DプリンティングとISRUを統合し、地球からの輸送コス
トを削減する月面基地技術を開発



#01 ベルリン工科大学、衛星向けリチウム硫黄バッテリー
「SpaceBox」でエネルギー密度を従来比2倍の300Wh/kg
以上に向上

概要

ベルリン工科大学（TU Berlin）とそのパートナーが、衛星のエネルギー貯蔵能力を大

幅に向上させる新しいリチウム硫黄バッテリーシステム「SpaceBox」を開発中です。
この革新的なバッテリーは、従来のリチウムイオンバッテリーの約2倍にあたる300

Wh/kg以上のエネルギー密度を実現します。これにより、衛星の軽量化と打ち上げコ

ストの大幅な削減が見込まれ、宇宙ミッションの設計自由度を広げる可能性を秘めて
います。プロジェクトは、宇宙環境で求められる厳格な安全性と信頼性基準を満たす
ことを目指しています。

公開日 2026年07月02日  Modern Mechanics 24  ドイツ



詳細

主要成果

ベルリン工科大学（TU Berlin）とその協力機関は、衛星のエネルギー貯蔵能力を飛躍的
に向上させることを目指し、リチウム硫黄バッテリーシステム「SpaceBox」の開発を進
めています。この次世代バッテリーは、現在のリチウムイオンバッテリーと比較して約
2倍のエネルギー密度である300 Wh/kg以上を達成する見込みです。この技術的進歩
は、衛星の質量を大幅に削減し、打ち上げコストを低減する上で極めて重要な意味を持
ちます。

技術・臨床詳細

リチウム硫黄（Li-S）バッテリーは、高エネルギー密度が期待される次世代バッテリー
技術の一つであり、SpaceBoxプロジェクトではこの技術を宇宙環境向けに応用していま
す。硫黄は安価で豊富に存在し、理論上のエネルギー密度はリチウムイオンバッテリー
を大きく上回ります。しかし、宇宙での利用には、長期的なサイクル寿命、過酷な温度
変化への耐性、そして放射線耐性といった厳格な要件を満たす必要があります。
SpaceBoxはこれらの課題を克服するため、革新的な電解質、電極材料、およびパッケー
ジング技術を統合し、宇宙ミッションに必要な高い安全性と信頼性を確保しつつ、軽量
かつ効率的なシステムを提供することを目指しています。

背景・業界文脈

現在の衛星は、電力供給と貯蔵のために主にリチウムイオンバッテリーを使用していま
すが、そのエネルギー密度には限界があります。衛星の打ち上げ費用は質量に大きく依
存するため、バッテリーの軽量化は常に重要な課題でした。SpaceBoxのような高エネル
ギー密度バッテリーは、地球観測衛星、通信衛星、さらには深宇宙探査機など、あらゆ
る種類の宇宙機において搭載可能なペイロード質量を増やし、ミッションの期間や能力
を拡張することを可能にします。これにより、衛星開発と運用における経済性と技術的
柔軟性が大きく向上することが期待されます。



今後の展望

SpaceBoxプロジェクトは現在開発段階にあり、プロトタイプの試験が進行中です。今後
の主要なマイルストーンは、宇宙空間での実証試験であり、その結果が技術の実用化を
決定づけることになります。このリチウム硫黄バッテリー技術が確立されれば、宇宙産
業全体に革新をもたらし、より高性能でコスト効率の高い宇宙ミッションの実現に貢献
するでしょう。特に、小型衛星の需要が急速に高まる中で、エネルギー貯蔵のブレーク
スルーは市場競争力強化の鍵となります。

元記事: https://modernmechanics24.com/post/tu-berlin-spacebox-satellite-batteries/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://modernmechanics24.com/post/tu-berlin-spacebox-satellite-batteries/


#02 Teledyne e2v Semiconductors、Kaバンド対応ADC
「EV10AS940」が宇宙グレードの放射線耐性を検証

概要

Teledyne e2v Semiconductorsは、10ビット、12.8 GSpsのKaバンド対応アナログ・デジ
タル・コンバータ（ADC）であるEV10AS940が新たな放射線試験に合格したと発表し
ました。この試験結果は、衛星および防衛アプリケーション向け宇宙グレードADCと

してのEV10AS940の極めて高い放射線耐性を明確に検証するものです。これにより、
Teledyne e2vは高信頼性宇宙エレクトロニクス市場におけるリーディングプロバイダ
ーとしての地位をさらに強固なものとします。同社の製品ポートフォリオは、過酷な

宇宙環境でのデータ整合性と長期運用を保証する上で不可欠な存在となります。

公開日 2026年07月02日  everything RF  アメリカ



詳細

主要成果

Teledyne e2v Semiconductorsは、同社の高性能アナログ・デジタル・コンバータ
（ADC）「EV10AS940」が、宇宙アプリケーションに不可欠な厳格な放射線耐性試験に
合格したことを発表しました。この10ビット、12.8ギガサンプル/秒（GSps）のKaバン
ド対応ADCは、特に衛星通信および防衛システム向けに設計されており、この検証によ
り、その高信頼性が宇宙グレードとして公式に確立されました。

技術・臨床詳細

EV10AS940は、Kaバンド（26.5～40 GHz）の広帯域信号をデジタルデータに変換する能
力を持ち、高スループットのデータ処理が要求される次世代衛星通信システムに最適で
す。放射線耐性試験は、宇宙空間の荷電粒子や電磁波による影響をシミュレートするも
ので、シングルイベント効果（SEE）や総電離線量（TID）に対する耐性が評価されま
す。EV10AS940の合格は、これらの過酷な環境下でもデータの整合性が維持され、デバ
イスが長期にわたって安定稼働することを保証します。このレベルの性能は、機密性の
高い防衛アプリケーションや長寿命が求められる科学ミッションにおいて、極めて重要
です。

背景・業界文脈

宇宙産業の成長に伴い、衛星に搭載される電子機器には、より高い性能と信頼性が求め
られています。特に、低軌道（LEO）コンステレーションの拡大や深宇宙探査の活発化
は、放射線環境への耐性が極めて高い半導体コンポーネントの需要を加速させていま
す。従来の商用オフザシェルフ（COTS）部品では対応できない厳しい要件に対し、
Teledyne e2vのような専門企業が提供する宇宙グレードのソリューションは不可欠で
す。EV10AS940の放射線耐性検証は、衛星の設計寿命を延ばし、ミッションの成功率を
高める上で直接的な貢献を果たします。



今後の展望

EV10AS940の放射線耐性検証は、Teledyne e2vの製品が高信頼性宇宙エレクトロニクス
市場における競争力をさらに高めることを意味します。これにより、次世代の通信衛
星、地球観測衛星、およびミサイル防衛システムなど、Kaバンド帯域を利用する高帯域
幅アプリケーションへの採用が加速するでしょう。今後、同社はさらなる高性能化と小
型化、そしてより複雑なシステムへの統合を視野に入れた製品開発を進め、宇宙産業の
進化に貢献していくと見られます。

元記事: https://www.everythingrf.com/browse/space-qualified-components

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.everythingrf.com/browse/space-qualified-components


#03 バージニアコモンウェルス大学、アルテミス計画向け
軽量・柔軟な窒化ホウ素ベース耐放射線コーティングを開
発

概要

バージニアコモンウェルス大学（VCU）のArvind Agarwal教授が、NASAのアルテミス

計画で月面活動を行う宇宙飛行士を保護する、軽量で柔軟な窒化ホウ素ベースの耐放
射線コーティングを開発しました。この新材料は、有害な中性子放射線を効果的に吸
収するだけでなく、宇宙空間の微小な岩石やデブリによる衝撃に対する耐摩耗性も提

供します。現在、国際宇宙ステーション（ISS）でテストサンプルが宇宙環境に曝露さ
れており、8月に地球に帰還後、その性能が詳細に分析される予定です。

公開日 2026年07月08日  GRPVA.com - Greater Richmond Partnership  アメリカ



詳細

主要成果

バージニアコモンウェルス大学（VCU）のArvind Agarwal教授率いる研究チームは、将
来のアルテミス計画における月面ミッションで宇宙飛行士を保護するための革新的な耐
放射線コーティングを開発しました。このコーティングは、軽量かつ柔軟な窒化ホウ素
（BN）をベースとしており、中性子放射線を効果的に吸収し、さらに微小な宇宙デブ
リからの衝撃に対する耐摩耗性も兼ね備えています。

技術・臨床詳細

開発された窒化ホウ素ベースのコーティングは、その組成と構造により、特に中性子放
射線に対する高い遮蔽能力を発揮します。中性子放射線は、月面や深宇宙環境で宇宙飛
行士が直面する主要な健康リスクの一つであり、DNA損傷やがんのリスクを高める可能
性があります。従来の放射線遮蔽材料は重く、柔軟性に欠けることが課題でしたが、こ
の新しいコーティングは軽量性と柔軟性を両立させることで、宇宙船の構造材や宇宙服
の表層に容易に適用できる可能性を秘めています。さらに、微小隕石や宇宙デブリが高
速で衝突する際にも、その耐摩耗性が飛行士の安全性を向上させます。現在、この材料
のテストサンプルは国際宇宙ステーション（ISS）に設置され、実際の宇宙環境下での
性能評価が行われています。サンプルは2026年8月に地球に帰還後、詳細な分析を通じ
てその有効性が確認される予定です。

背景・業界文脈

NASAのアルテミス計画は、2020年代後半に人類を再び月面に送り込み、持続的な月面
探査基地を確立することを目標としています。しかし、月面は地球のような厚い大気や
強力な磁気圏による保護がないため、宇宙放射線（特に銀河宇宙線や太陽粒子イベン
ト）と微小隕石の脅威に常に晒されています。これらの過酷な環境から宇宙飛行士を保
護することは、長期ミッションの実現にとって最も重要な課題の一つです。Agarwal教
授の研究は、この課題に対する費用対効果が高く、実践的な解決策を提供するものであ
り、将来の有人深宇宙探査の安全性を向上させる上で不可欠な技術となります。



今後の展望

ISSでの実証試験の結果は、この耐放射線コーティングの実用化に向けた重要なステッ
プとなります。もし良好な結果が得られれば、アルテミス計画の月面着陸機、月面住居
モジュール、そして宇宙飛行士の次世代宇宙服への採用が検討されるでしょう。さら
に、この技術は火星有人ミッションや、地球周回軌道上の衛星の耐久性向上など、幅広
い宇宙アプリケーションへの応用が期待されます。軽量で多機能な保護材料の開発は、
有人宇宙探査のフロンティアを拡大するために不可欠な要素であり、Agarwal教授の研
究はその実現に大きく貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://www.grpva.com/news/radiation-resistant-coating-developed-by-vcu-engineer-will-

protect-future-artemis-astronauts/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.grpva.com/news/radiation-resistant-coating-developed-by-vcu-engineer-will-protect-future-artemis-astronauts/
https://www.grpva.com/news/radiation-resistant-coating-developed-by-vcu-engineer-will-protect-future-artemis-astronauts/


#04 低軌道衛星用耐放射線SerDesチップ市場、Microchip
Technologyなどが牽引し需要加速

概要

本記事はSemiconductor Insightが発行した市場調査レポートの概要紹介です。低軌道
（LEO）衛星コンステレーション市場では、過酷な放射線環境下でデータの整合性と
運用寿命を確保するため、耐放射線SerDesチップの需要が加速しています。この市場

は、Microchip Technology、Infineon Technologies、STMicroelectronics、Texas

Instruments、Analog Devices、Broadcomといった主要企業によって牽引されていま
す。これらの企業は、高スループットの衛星間リンク向けに革新的なソリューション

を提供し、LEO衛星通信の信頼性向上に貢献しています。

公開日 2026年07月02日  Semiconductor Insight  グローバル



詳細

本記事はSemiconductor Insightが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

この市場調査レポートは、低軌道（LEO）衛星コンステレーション向け耐放射線SerDes
チップ市場に焦点を当てています。レポートでは、この市場の主要な成長要因、技術的
課題、および主要な市場参加企業の戦略的動向が分析されています。調査対象期間は未
詳ですが、2026年時点の市場状況と将来の展望について記述されています。

主要な調査結果

低軌道（LEO）衛星コンステレーションの急速な展開が、耐放射線SerDesチップに対
する需要を劇的に高めています。

これらのチップは、LEOの過酷な放射線環境下でデータの整合性とシステムの運用寿
命を確保するために不可欠なコンポーネントです。

市場を牽引する主要企業には、Microchip Technology、Infineon Technologies、
STMicroelectronics、Texas Instruments、Analog Devices、およびBroadcomなどが挙
げられます。

これらの企業は、高スループットの衛星間リンク向けに特化した革新的なSerDes
（Serializer/Deserializer）ソリューションを提供しており、次世代の宇宙通信インフ
ラの構築に貢献しています。

技術革新は、低消費電力、小型化、およびより高いデータ転送速度の達成に注力して
おり、これにより衛星の性能向上とコスト効率化が図られています。

発行会社について

Semiconductor Insightは、半導体業界に特化した市場調査と分析を提供する企業です。
同社は、技術トレンド、市場規模、競争環境、および主要企業の戦略に関する深い洞察
を提供し、半導体関連企業の意思決定を支援しています。

元記事: https://semiconinsights.wordpress.com/2026/07/02/what-is-driving-the-radiation-tolerant-

https://semiconinsights.wordpress.com/2026/07/02/what-is-driving-the-radiation-tolerant-serdes-chip-for-leo-satellite-constellations-market/


serdes-chip-for-leo-satellite-constellations-market/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://semiconinsights.wordpress.com/2026/07/02/what-is-driving-the-radiation-tolerant-serdes-chip-for-leo-satellite-constellations-market/


#05 ナノコンポジットポリマーがガンマ線耐性向上、高分
子材料が宇宙探査の極限環境に対応

概要

原子力環境における高エネルギーガンマ放射線に耐えうる高分子材料の開発が進展し
ており、これは宇宙探査を含む新興分野にとって戦略的に重要です。研究は、放射線
誘起劣化の分子メカニズムを解明し、固有の放射線安定性を持つポリマーアーキテク

チャの設計に注力しています。ナノフィラーやナノ粒子をポリマーマトリックスに組
み込むことで、放射線遮蔽能力と機械的特性を向上させたナノコンポジットポリマー
システムの開発が進められています。これにより、宇宙空間のような極限環境での材

料の信頼性と寿命が大幅に向上する見込みです。

公開日 2026年07月02日  AllMind AI News  グローバル



詳細

主要成果

原子力環境における高エネルギーガンマ放射線に耐えうる高分子材料の開発が急速に進
展しており、これは宇宙探査をはじめとする極限環境アプリケーションにとって戦略的
に重要な意味を持っています。研究者たちは、ポリマーの分子レベルでの放射線誘起劣
化メカニズムを深く理解し、その知見に基づいて、固有の放射線安定性を持つ新しいポ
リマーアーキテクチャを設計しています。

技術・臨床詳細

具体的には、ナノフィラーやナノ粒子をポリマーマトリックスに組み込むことで、ナノ
コンポジットポリマーシステムの開発が進められています。例えば、カーボンナノチュ
ーブ（CNT）、窒化ホウ素ナノチューブ（BNNT）、または金属酸化物ナノ粒子（例：
酸化グラフェン、酸化チタン）などを添加することで、材料の放射線遮蔽能力と機械的
特性（引張強度、剛性、耐衝撃性など）が相乗的に向上することが示されています。こ
れらのナノ構造は、放射線を散乱・吸収するサイトとして機能し、ポリマー鎖の分解や
架橋といった放射線による損傷を抑制します。また、ポリマーの結晶構造や分子配向を
最適化することで、放射線安定性をさらに高める研究も行われています。このような高
分子材料は、宇宙船の構造部品、電子機器の保護材、宇宙服の素材など、幅広い用途で
の適用が期待されています。

背景・業界文脈

宇宙空間は、地球上のどの環境よりも厳しい放射線に曝されており、宇宙船や探査機の
材料は劣化しやすく、ミッション寿命に大きな影響を与えます。特に、ガンマ線や高エ
ネルギー粒子は、高分子材料の化学結合を破壊し、機械的強度や電気的特性を低下させ
る主要因となります。そのため、耐放射線性の高い材料は、長期宇宙ミッションの実現
や、より信頼性の高い宇宙インフラ構築のために不可欠です。原子力発電施設や医療用
放射線機器など、他の放射線環境下での使用も視野に入れられており、この研究は複数
の分野に横断的な影響を及ぼす可能性があります。



今後の展望

ナノコンポジットポリマー技術のさらなる進化は、宇宙船の軽量化と耐久性向上に大き
く貢献するでしょう。将来的には、自己修復機能を持つ耐放射線性ポリマーや、宇宙空
間でのその場製造（in-situ manufacturing）が可能な材料システムへと発展する可能性
があります。これにより、宇宙ミッションの持続可能性と柔軟性が向上し、月面基地建
設や火星探査といった壮大な目標の実現に向けた道が開かれることが期待されます。研
究者たちは、放射線耐性ポリマーの設計原則をさらに深く探求し、性能とコスト効率の
バランスの取れた実用的なソリューションを提供することを目指しています。

元記事: https://eureka.patsnap.com/report-which-polymeric-materials-withstand-gamma-radiation-in-

nuclear-settings

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://eureka.patsnap.com/report-which-polymeric-materials-withstand-gamma-radiation-in-nuclear-settings
https://eureka.patsnap.com/report-which-polymeric-materials-withstand-gamma-radiation-in-nuclear-settings


#06 City Labs、初の商用トリチウム核バッテリー「BOHR
衛星」を軌道投入し、太陽光不足環境での電力供給に道を
拓く

概要

フロリダ州のスタートアップ企業City Labsは、同社初の商用原子力電源を搭載した

「BOHR衛星」を軌道に投入することに成功しました。この衛星は、トリチウムを用い
た「核バッテリー」でペイロードを駆動し、太陽光が届かない月面の永久影領域な
ど、電力供給が困難な環境での機械稼働に向けた重要な第一歩となります。ベータボ

ルタイック技術を応用したこのバッテリーは、トリチウムの崩壊から放出されるベー
タ粒子を半導体で直接電気に変換し、数十年にわたる連続稼働を可能にします。

公開日 2026年07月08日  TNW  アメリカ



詳細

主要成果

フロリダ州を拠点とするスタートアップ企業City Labsは、同社製のトリチウムを動力源
とする「核バッテリー」を搭載した商用衛星「BOHR衛星」を初めて軌道に投入するこ
とに成功しました。この画期的な成果は、太陽光が利用できない極限環境においても、
長期間にわたる安定した電力供給を可能にする新たな時代の幕開けを告げるものです。

技術・臨床詳細

BOHR衛星に搭載された核バッテリーは、ベータボルタイック技術を核としています。
この技術は、放射性同位体であるトリチウム（水素の同位体）の放射性崩壊によって放
出される低エネルギーのベータ粒子（電子）を、半導体材料に直接照射することで電気
エネルギーに変換します。このプロセスは、放射線による外部からの干渉を受けにく
く、非常に安定しており、太陽光を必要としないため、月面の永久影領域や深宇宙探査
ミッションなど、太陽エネルギーが限られる環境での電力供給源として理想的です。
City Labsのバッテリーは、非常に小型でありながら、化学バッテリーのように充電が不
要で、トリチウムの半減期（約12.3年）に応じた数十年間という非常に長い稼働寿命を
持つことが特徴です。これにより、長期ミッションの信頼性と自律性が飛躍的に向上し
ます。

背景・業界文脈

宇宙探査では、電力供給は常に最大の課題の一つでした。特に月面の永久影領域のよう
に、太陽光がまったく届かない極低温の環境や、長期間にわたる深宇宙ミッションで
は、従来の太陽電池とバッテリーの組み合わせでは限界がありました。これまではプル
トニウム-238を用いた放射性同位体熱電発電機（RTG）が深宇宙探査機で使用されてき
ましたが、製造コストや供給、放射性物質としての管理に課題がありました。トリチウ
ム核バッテリーは、RTGよりも低出力ですが、はるかに小型で安全性も高く、小型衛星
や月面ローバー、センサーネットワークなど、より幅広いアプリケーションに適用でき
る可能性を秘めています。今回のCity Labsの成功は、この分野における商用化の大きな
一歩を意味します。



今後の展望

BOHR衛星の軌道上での性能検証は、トリチウム核バッテリー技術の成熟度を測る重要
な試金石となります。City Labsは、今回のミッションで得られたデータを基に、バッテ
リーの設計と性能をさらに最適化し、将来の月面着陸機、探査ローバー、宇宙ステーシ
ョンの補助電源としての採用を目指すでしょう。この技術が確立されれば、月極域の資
源探査、天体物理学研究、地球観測衛星の長寿命化など、多岐にわたる宇宙ミッション
の実現を加速させ、宇宙産業全体の発展に貢献すると期待されます。特に、小型で長寿
命の自律型電源は、次世代の宇宙インフラ構築において不可欠な要素となるでしょう。

元記事: https://thenextweb.com/news/city-labs-bohr-first-commercial-nuclear-power-space

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://thenextweb.com/news/city-labs-bohr-first-commercial-nuclear-power-space


#07 SpaceX Starship熱防御システムに18,000枚の六角形
タイル採用、熱応力分散と再利用性向上に貢献

概要

SpaceX Starshipの熱防御システム（TPS）に採用された約18,000枚の六角形タイルが、
大気圏再突入時の極端な熱応力と機械的負荷を効率的に分散させ、クラックのリスク
を低減する画期的なエンジニアリングソリューションとして解説されました。この幾

何学形状は、複雑な曲面を最小限の隙間で覆うことを可能にし、優れた構造安定性
と、損傷時の迅速な交換および再利用性を実現します。六角形タイルの採用は、
Starshipの再利用性を高める上で極めて重要な要素です。

公開日 2026年07月02日  NEXTUS Executive Space Materials Series (YouTube)  アメリカ



詳細

主要成果

SpaceX Starshipの熱防御システム（TPS）に採用されている約18,000枚の六角形タイル
は、大気圏再突入時に発生する極端な熱応力と機械的負荷を効率的に分散させること
で、機体の構造的完全性を維持し、クラックの発生リスクを大幅に低減する画期的なエ
ンジニアリングソリューションとして注目されています。このデザインは、Starshipの
再利用性と運用効率を最大化する上で不可欠な要素です。

技術・臨床詳細

Starshipの熱防御システムは、高温プラズマから機体を保護するために、特殊なセラミ
ック複合材料製のタイルで覆われています。これらのタイルが六角形であることには、
複数の工学的な利点があります。まず、六角形は平らな表面だけでなく、Starshipのよ
うな複雑な曲面を最小限の隙間と高い効率で覆うことができる最適な幾何学形状です。
これにより、熱侵入の経路を最小限に抑え、タイルの配置密度を高めます。第二に、六
角形の配置は、タイルの間に均等な機械的負荷と熱応力を分散させることができます。
これは、大気圏再突入時の急激な温度変化や空気力学的圧力によって生じる応力集中を
防ぎ、タイルの損傷や剥離のリスクを軽減する上で非常に重要です。第三に、六角形は
個々のタイルが独立して動くことを許容しつつ、隣接するタイルとの間で安定した構造
を形成するため、熱膨張・収縮によるストレスを吸収しやすくなります。最後に、モジ
ュール化された六角形タイルは、万が一損傷した場合でも個別に迅速に交換できるた
め、Starshipの再利用に向けたメンテナンス時間とコストを大幅に削減します。

背景・業界文脈

再利用可能な宇宙輸送システムは、宇宙へのアクセスコストを劇的に削減し、持続可能
な宇宙探査と開発を可能にするための鍵です。SpaceXのStarshipは、史上最大の完全再
利用可能なロケットを目指しており、その成否は熱防御システムにかかっています。過
去のスペースシャトルは、その熱シールドタイルのメンテナンスに膨大な時間とコスト
を要し、再利用性の大きな障壁となっていました。Starshipの六角形タイルデザイン
は、この歴史的課題に対する革新的なアプローチであり、タイルの製造、取り付け、検
査、交換のプロセスを合理化することで、宇宙輸送の未来を形作る可能性があります。



今後の展望

Starshipの熱防御システムの性能は、今後の軌道試験飛行を通じて継続的に評価される
ことになります。六角形タイルのデザインが期待通りの性能を発揮すれば、これは再利
用可能な宇宙船の設計における新たな標準となる可能性があります。この技術の成功
は、宇宙旅行の日常化、月や火星への人類の移住計画、そして軌道上での大規模なイン
フラ構築といった、SpaceXの壮大なビジョンを実現するための重要なステップとなるで
しょう。さらに、この材料工学と構造設計の知見は、他の航空宇宙アプリケーション
や、極限環境下での耐久性が求められる分野にも応用される可能性があります。

元記事: https://www.youtube.com/watch?v=iU8MfTQ3QvM

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/watch?v=iU8MfTQ3QvM


#08 SpaceXのAI1衛星設計、Starlink V3部品活用で軌道上
コンピューティングの放射線耐性をソフトウェアで担保

概要

宇宙におけるAI競争において、SpaceXのAI1衛星設計は、従来の耐放射線プロセッサで
はなく、Starlink V3コンポーネントを流用した商用アクセラレータの放射線耐性をソフ
トウェアで担保するという技術的賭けに出ています。このアプローチは、軌道上コン

ピューティングに焦点を当て、高価なカスタム耐放射線チップの必要性を再評価させ
るものです。ソフトウェアによる耐故障性設計は、宇宙AIインフラのコスト効率とス
ケーラビリティを劇的に向上させる可能性を秘めています。

公開日 2026年07月02日  The Sequence  アメリカ



詳細

主要成果

宇宙における人工知能（AI）競争において、SpaceXはAI1衛星の設計で革新的なアプロ
ーチを採用しました。それは、従来の高価な耐放射線プロセッサに依存するのではな
く、商用オフザシェルフ（COTS）アクセラレータの放射線耐性を、ソフトウェアレベ
ルでの耐故障性（フォールトトレランス）によって確保するというものです。これは、
軌道上コンピューティングの経済性とスケーラビリティを劇的に変える可能性を秘め
た、大きな技術的賭けです。

技術・臨床詳細

SpaceXのAI1衛星は、同社のStarlink V3衛星のバス技術とコンポーネントを流用して設
計されています。これには、ソーラーセル、衛星間レーザーリンク、そして一般的な商
用部品が含まれます。従来の宇宙ミッションでは、放射線環境による電子部品の誤作動
や故障を防ぐために、特殊な設計と製造プロセスを経た「耐放射線化」されたチップが
必須とされてきました。しかし、これらのチップは開発コストが高く、性能も地上向け
の最新チップに比べて劣るという課題がありました。SpaceXのアプローチは、地上向け
の高性能商用アクセラレータを使用し、その放射線に対する脆弱性をソフトウェアによ
る冗長性、エラー訂正コード（ECC）、ウォッチドッグリセットなどのメカニズムで補
完するものです。これにより、一時的な放射線によるソフトエラーはソフトウェアで処
理され、システム全体の信頼性と運用継続性が確保されます。

背景・業界文脈

宇宙産業におけるAIの活用は、地球観測データのリアルタイム解析、衛星群の自律運
用、宇宙ロボティクス、深宇宙探査における意思決定支援など、多岐にわたります。こ
れらのアプリケーションには、高い計算能力とデータ処理能力が求められます。しか
し、耐放射線チップのコストと性能の制約が、宇宙AIの普及を妨げる要因となっていま
した。SpaceXの戦略は、地上ITインフラと同様に、安価で高性能なCOTS部品を大規模
に展開し、ソフトウェアで信頼性を確保するというものです。これにより、宇宙におけ
る計算資源のコストを大幅に削減し、より多くのAIアプリケーションを軌道上で実行で
きるようになる可能性があります。これは、宇宙AIインフラの発展におけるパラダイム
シフトとなるかもしれません。



今後の展望

SpaceXのAI1衛星設計の成功は、宇宙AIハードウェア設計の主流に大きな影響を与える
可能性があります。もしこのソフトウェア中心のアプローチが軌道上で長期的にその有
効性を証明できれば、他の宇宙企業や機関も同様の戦略を採用するようになるでしょ
う。これにより、宇宙空間でのAIコンピューティングのコストが下がり、アクセシビリ
ティが向上し、宇宙データの活用や衛星の自律性において新たなフロンティアが開かれ
ることが期待されます。将来的には、軌道上にデータセンターのような大規模なAI処理
能力が構築され、地球上のAIインフラと連携する「宇宙AIエコシステム」が形成される
可能性も考えられます。

元記事: https://thesequence.substack.com/p/the-sequence-opinion-888-everything

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://thesequence.substack.com/p/the-sequence-opinion-888-everything


#09 NASA、月面ミッション向け垂直ソーラーアレイ技術
（VSAT）と耐放射線フライトコンピュータの開発を推進

概要

NASAは、長期にわたる有人およびロボットによる月面ミッションを支援するため、垂
直ソーラーアレイ技術（VSAT）を含む先進的な月面技術の開発を積極的に推進してい
ます。VSATは、不均一な地形でも自律的に展開・格納が可能で、月面の厳しい環境下

で継続的な電力を供給することを目的としています。また、耐放射線フライトコンピ
ュータなどの高度なアビオニクスも、月面運用システムの安全性と回復力を確保する
ために不可欠な要素として開発が進められています。

公開日 2026年07月06日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、将来の長期的な有人およびロボットによる月面ミッションの実現に向けて、
画期的な垂直ソーラーアレイ技術（VSAT）と高度な耐放射線フライトコンピュータを含
む複数の月面技術の開発を積極的に推進しています。これらの技術は、月面での持続的
な活動に必要な電力供給と堅牢な情報処理能力を確保するために不可欠です。

技術・臨床詳細

垂直ソーラーアレイ技術（VSAT）は、月面特有の課題、特に極域での太陽光の入射角が
低い問題に対処するために設計されています。このシステムは、太陽光が水平に近い角
度から入射する環境でも効率的に発電できるよう、アレイを垂直に展開します。また、
VSATは不均一な月面地形にも対応できるよう、自律的な展開、格納、および再配置が可
能な設計が特徴です。これにより、月面基地や探査ローバーへの安定した電力供給が保
証されます。同時に、NASAは耐放射線フライトコンピュータの開発にも注力していま
す。月面は、地球大気や磁気圏による保護がないため、銀河宇宙線や太陽粒子イベント
といった高レベルの放射線に常に曝されています。これらの放射線は、電子機器にソフ
トエラーや永久的な損傷を引き起こす可能性があります。耐放射線フライトコンピュー
タは、特殊な材料、設計、および冗長化技術を用いることで、これらの過酷な環境下で
も高い信頼性と計算能力を維持し、月面探査における安全なシステム統合と運用を可能
にします。

背景・業界文脈

NASAのアルテミス計画は、人類を再び月に送り、持続的な月面プレゼンスを確立する
ことを最終目標としています。この目標達成には、月面での電力供給、通信、ナビゲー
ション、そして極限環境に耐えうるインフラの構築が不可欠です。従来の技術では、長
期かつ広範囲な月面活動を支えるには限界がありました。VSATのような革新的な電力ソ
リューションは、月極域の資源探査や恒久基地の建設に不可欠であり、耐放射線フライ
トコンピュータは、月面探査機の自律性、データ処理能力、そして飛行士の安全を守る
上で中核的な役割を担います。これらの技術開発は、月面経済の発展や、火星への有人
探査に向けた準備としても位置づけられます。



今後の展望

VSATと耐放射線フライトコンピュータの開発は、月面での長期滞在と科学的探査の可能
性を大きく広げます。今後、これらの技術は月面環境での実証試験を経て、アルテミス
計画のさまざまなミッションに統合される予定です。特に、月極域に存在する水氷の探
査や利用を目的としたミッションにおいて、VSATは決定的な役割を果たすでしょう。ま
た、より高性能で堅牢なフライトコンピュータは、AIを活用した自律型システムや、複
雑な科学実験の軌道上処理能力を向上させ、将来の宇宙探査をさらに高度化させる基盤
となります。これらの技術的進歩は、月を足がかりとした深宇宙への人類の進出を加速
させることになります。

元記事: https://www.nasa.gov/lunar-surface-technology/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/lunar-surface-technology/


#10 Googleの研究でCOTSチップの放射線耐性を検証、
SpaceXが低軌道AIコンピューティングに商用部品活用を
推進

概要

Googleの研究により、低軌道（LEO）の極端な放射線条件下でも、COTS（商用オフザ

シェルフ）のHBMメモリとコアコンピューティングチップが十分な放射線耐性を持つ
ことが実証されました。67MeV陽子ビーム実験では、ソフトウェアレベルの耐故障性
（ECC/ウォッチドッグリセット）を組み合わせることで、高価なカスタム耐放射線チ

ップの必要性を覆すことが示されています。この検証は、SpaceXがAI1衛星設計で推進
する、安価で高性能な商用部品を活用した宇宙AIコンピューティング戦略を強力に裏
付けるものです。

公開日 2026年07月09日  36氪 (36Kr)  中国



詳細

主要成果

Googleの研究が、低軌道（LEO）衛星が直面する極端な放射線条件下において、HBM

（High Bandwidth Memory）メモリや一般的なコアコンピューティングチップといった
商用オフザシェルフ（COTS）部品が、十分な放射線耐性を持ちうることを実証しまし
た。これは、従来の「宇宙運用には高価なカスタム耐放射線チップが不可欠」という業
界の常識を覆す画期的な発見であり、SpaceXがAI1衛星で目指す、商用部品を活用した
低コストの宇宙AIコンピューティング戦略を強力に支持するものです。

技術・臨床詳細

Googleの研究では、67MeVの陽子ビームを用いた集中的な放射線試験が行われ、地上
のデータセンターで使用されるHBMメモリと最新のコアコンピューティングチップが宇
宙環境にどれだけ耐えうるかが詳細に評価されました。結果として、これらのCOTSチ
ップが、単独でも一部の放射線イベントに耐える能力を示すだけでなく、特にエラー訂
正コード（ECC）やウォッチドッグリセットなどのソフトウェアレベルでの耐故障性メ
カニズムと組み合わせることで、極限の宇宙環境でも高い信頼性を実現できることが検
証されました。このアプローチは、放射線によって引き起こされる一時的なソフトエラ
ーを検出・修正し、システムの運用継続性を確保します。これにより、従来の耐放射線
化プロセスに伴う高コストと性能のトレードオフを回避し、より高性能なコンピューテ
ィングリソースを宇宙空間に展開することが可能になります。

背景・業界文脈

宇宙産業では、これまで半導体デバイスの放射線耐性が最大の懸念事項であり、特殊で
高価な耐放射線チップの採用が一般的でした。しかし、小型衛星コンステレーションの
急増と、地球観測、通信、AI処理など、軌道上でのデータ処理ニーズの増大に伴い、よ
り安価で高性能なコンピューティングパワーが求められています。SpaceXのStarlinkや
Starmind（AI1衛星）のようなプロジェクトは、大量の衛星を迅速かつコスト効率よく
展開する必要があり、COTS部品の活用はその実現に不可欠な戦略です。Googleの研究
結果は、このCOTSベースのアプローチが技術的に実行可能であることを科学的に裏付
けるものであり、宇宙産業におけるハードウェア選定のパラダイムシフトを促進するで
しょう。



今後の展望

Googleの研究によって実証されたCOTSチップの放射線耐性は、宇宙コンピューティン
グの未来に大きな影響を与えると考えられます。SpaceXは、AI1衛星コンステレーショ
ンを通じてこのアプローチをさらに大規模に実証する予定であり、その成功は他の宇宙
企業や国家宇宙機関にも波及するでしょう。これにより、軌道上データセンターの実現
が加速し、宇宙空間での複雑なAIワークロードの実行、リアルタイム分析、そして新た
な宇宙サービス開発の道が開かれます。長期的な視点では、宇宙ハードウェアの調達コ
ストが大幅に削減され、宇宙へのアクセスが民主化され、宇宙経済全体の成長が促進さ
れることが期待されます。

元記事: https://eu.36kr.com/en/p/3886961848597253

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://eu.36kr.com/en/p/3886961848597253


#11 BAE Systems、国防生産法基金1,600万ドルを獲得し
耐放射線マイクロエレクトロニクス国内生産を拡大

概要

BAE Systemsは、米国防衛生産法（DPA）Title III基金から1,600万ドルの資金を獲得
し、国内での耐放射線マイクロエレクトロニクス（RHM）生産能力を大幅に拡大する
ことを発表しました。この重要な投資は、同社のRH45 Storefrontを再活性化し、高信

頼性チップの製造を支援することで、米国の防衛半導体サプライチェーンを強化する
ことを目的としています。RHMは、ミサイル、宇宙、戦略システムにおいて不可欠な
コンポーネントであり、今回の資金獲得は国家安全保障上も極めて重要です。

公開日 2026年07月08日  ExecutiveGov  アメリカ



詳細

主要成果

BAE Systemsは、米国防総省（DoD）の国防生産法（DPA）Title III基金から1,600万ドル
の重要な資金を獲得し、国内における耐放射線マイクロエレクトロニクス（RHM）の生
産能力を大幅に強化することを発表しました。この資金は、特に同社のRH45 Storefront

の再活性化に充てられ、米国防衛産業における高信頼性半導体のサプライチェーン強化
に貢献します。

技術・臨床詳細

耐放射線マイクロエレクトロニクス（RHM）は、ミサイルシステム、宇宙機、およびそ
の他の戦略的防衛プラットフォームにおいて不可欠なコンポーネントです。これらのシ
ステムは、極端な放射線環境下でも信頼性の高い運用が求められるため、通常の商用チ
ップでは機能不全に陥る可能性があります。RHMは、特殊な材料選定、設計手法（例：
絶縁体上シリコン、三重冗長化）、および製造プロセスを通じて、総電離線量（TID）
やシングルイベント効果（SEE）に対する耐性を高めています。BAE SystemsのRH45

Storefrontは、これらの特殊な要件を満たすチップを製造するための施設であり、今回
の投資により、生産設備がアップグレードされ、製造能力が拡大することで、より多く
の高性能RHMが迅速に供給できるようになります。これは、先端的な防衛技術の実現を
直接的に支援するものです。

背景・業界文脈

現在の国際情勢において、堅牢で安全な国内半導体サプライチェーンの確保は、米国の
国家安全保障にとって最優先事項の一つです。特に、宇宙や防衛分野におけるミッショ
ンクリティカルなシステムは、地政学的リスクやサイバー攻撃、そして潜在的なサプラ
イチェーンの脆弱性から保護される必要があります。DPA Title III基金は、このような重
要技術の国内生産能力を育成・強化するために設立されており、BAE Systemsへの今回
の資金提供は、米国が耐放射線半導体分野で自給自足能力を高めるための戦略的な動き
と位置づけられます。これにより、外部への依存度を低減し、ミサイル防衛や宇宙探査
といった重要な国家プログラムの安定的な推進を可能にします。



今後の展望

今回の1,600万ドルの資金注入は、BAE SystemsのRHM生産能力を向上させるだけでな
く、米国の防衛半導体エコシステム全体にポジティブな影響を与えるでしょう。増強さ
れた生産能力は、次世代のミサイルシステム、宇宙監視衛星、そして深宇宙探査ミッシ
ョンに必要な、より高度で信頼性の高いマイクロエレクトロニクス部品の供給を保証し
ます。これは、米国の技術的優位性を維持し、宇宙および防衛領域におけるイノベーシ
ョンを加速させる上で不可欠な要素です。将来的には、この取り組みが、他の重要技術
分野における国内サプライチェーン強化のモデルとなることも期待されます。

元記事: https://www.executivegov.com/articles/bae-systems-dow-funding-rhm-production

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.executivegov.com/articles/bae-systems-dow-funding-rhm-production


#12 先進ポリイミド材料、軽量・耐放射線・UV耐性で
ImiditexやTormedが宇宙システムの新アプリケーション
を拓く

概要

先進的なポリイミド材料が、宇宙システムにおける新たな用途をターゲットに開発さ

れています。Imiditexは軽量で放射線・UV耐性に優れ、Tormedは高透明なフィルムと
して衛星の熱制御や太陽エネルギーシステムに新たな可能性をもたらします。これら
の材料は、宇宙での厳しい環境下での性能実証を通じて、軽量で熱安定性、耐振動性

に優れたシステム設計に貢献し、宇宙技術の進化を加速させることが期待されます。

公開日 2026年07月06日  AllMind AI News  グローバル



詳細

主要成果

先進的なポリイミド材料が、宇宙システムにおける新たなアプリケーション領域を開拓
しており、特に軽量性、熱安定性、放射線・UV耐性といった厳しい要件を満たすこと
で注目を集めています。具体的には、ImiditexやTormedといった製品が、衛星の熱制御
や太陽エネルギーシステムなど、これまで実現が困難だった分野に新たな可能性をもた
らしています。

技術・臨床詳細

ポリイミドは、その卓越した熱安定性、機械的強度、化学的耐性から、長年にわたり航
空宇宙分野で利用されてきました。しかし、次世代の宇宙ミッション、特に長期深宇宙
探査や極限環境下での運用には、さらに高い性能が求められます。先進的なポリイミド
材料は、分子構造の精密な設計や、ナノ複合化技術を導入することで、これらの課題を
克服しています。例えば、Imiditexは、その軽量性にもかかわらず、宇宙空間の過酷な
放射線（特に高エネルギー粒子）や強烈な紫外線（UV）に対する高い耐性を実現して
います。これにより、宇宙船の構造材、電子機器のパッケージング、または宇宙服の複
合層材としての応用が可能です。一方、Tormedは、高い透明性と同時に熱制御特性を
持つフィルムとして開発されており、衛星の熱光学表面や太陽帆（ソーラーセイル）に
適用することで、より効率的な熱管理と推進システムを実現する可能性を秘めていま
す。これらの材料は、真空、極端な温度変化、振動、およびデブリ衝撃など、宇宙特有
の厳しい環境での性能実証が進行中です。

背景・業界文脈

宇宙産業は、小型衛星の増加、深宇宙探査の活発化、そして軌道上製造の構想など、新
たなフェーズに突入しています。これらの進化は、材料科学に新たな要求を突きつけて
います。従来の材料では、重量、耐久性、コストの面で限界があり、ミッションの範囲
や持続可能性を制約していました。先進ポリイミド材料の開発は、この制約を打ち破
り、より高性能で長寿命、そしてコスト効率の良い宇宙システムの設計を可能にしま
す。軽量化は打ち上げコストの削減に直結し、耐環境性の向上はミッションの成功率と
運用期間を延長します。これらの材料は、宇宙経済の拡大を支える基盤技術となるでし
ょう。



今後の展望

先進ポリイミド材料は、今後数年間で、宇宙システムにおける採用が加速すると予想さ
れます。特に、小型衛星コンステレーションの熱制御システム、深宇宙探査機の断熱
材、そして次世代の宇宙望遠鏡やセンサーアレイの精密光学部品などへの応用が期待さ
れています。これらの材料技術は、将来的には、月や火星の居住モジュールの構築、宇
宙空間での自己組織化構造の実現、さらには宇宙デブリ対策といった、より複雑な課題
への解決策を提供する可能性を秘めています。継続的な研究開発により、これらの材料
は宇宙産業のさらなるフロンティアを開拓する鍵となるでしょう。

元記事: https://engineerlive.com/how-advanced-polyimide-materials-are-targeting-new-applications-

space-systems/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://engineerlive.com/how-advanced-polyimide-materials-are-targeting-new-applications-space-systems/
https://engineerlive.com/how-advanced-polyimide-materials-are-targeting-new-applications-space-systems/


#13 STMicroelectronics、低軌道衛星向け総電離線量
50krad(Si)耐性、SEL-freeの耐放射線ロジックチップ
「LEOAC00PT-D」発表

概要

STMicroelectronicsは、低軌道（LEO）宇宙アプリケーション向けに特化した耐放射線

ロジックチップ「LEOAC00PT-D」を発表しました。この4チャネル2入力NANDゲート
チップは、総電離線量（TID）50 krad(Si)に耐え、シングルイベントラッチアップフリ
ー（SEL-free）という重要な特性を備えています。さらに、低アウトガス特性も有して

おり、LEO衛星の電子システムにおいて高い信頼性と長期安定性を保証し、宇宙環境
での厳しい運用要件を満たします。

公開日 2026年07月06日  Shenzhen Mingjiada Electronic Co., LTD.  スイス



詳細

主要成果

STMicroelectronicsは、低軌道（LEO）宇宙アプリケーション向けに特別に設計された革
新的な耐放射線ロジックチップ「LEOAC00PT-D」を発表しました。この4チャネル2入
力NANDゲートチップは、総電離線量（TID）50 krad(Si)という高い放射線耐性を持ち、
さらに致命的なシングルイベントラッチアップ（SEL）が発生しない「SEL-free」の特性
を保証します。これにより、LEO衛星の電子システムの信頼性と長期運用安定性が飛躍
的に向上します。

技術・臨床詳細

LEOAC00PT-Dは、宇宙空間の厳しい放射線環境に対応するために、特殊な製造プロセス
と設計技術が採用されています。総電離線量（TID）耐性50 krad(Si)は、電子部品が累積
的な放射線曝露によって機能劣化を起こす限界値を示し、このチップが長期間にわたる
LEOミッションに耐えうることを意味します。特に重要なのが、シングルイベントラッ
チアップフリー（SEL-free）特性です。SELは、高エネルギー粒子が半導体デバイスに衝
突することで引き起こされる致命的な短絡現象であり、デバイスの破壊やミッションの
中断につながる可能性があります。LEOAC00PT-Dは、このSELのリスクを完全に排除す
ることで、ミッションクリティカルなシステムにおいて無比の信頼性を提供します。ま
た、宇宙環境では、電子部品から放出されるアウトガスが光学機器の汚染や機器の性能
低下を引き起こす可能性があるため、低アウトガス特性も重要な要件です。
LEOAC00PT-Dはこれらの要件を全て満たしており、次世代LEO衛星の高性能かつ堅牢な
電子システム構築に貢献します。

背景・業界文脈

近年、StarlinkのようなLEO衛星コンステレーションの急速な拡大により、宇宙産業は大
きな変革期を迎えています。LEO衛星は、地球に近い軌道で運用されるため、通信遅延
が少なく、地球全体をカバーするブロードバンドサービスや地球観測データを提供でき
ます。しかし、LEO環境は、ヴァン・アレン帯の内側を通過することがあり、依然とし
てかなりの放射線に曝されます。そのため、LEO衛星に搭載される電子部品には、高性
能化と同時に高い放射線耐性が求められます。LEOAC00PT-Dのような専用の耐放射線チ
ップは、これらの課題に対応し、衛星の運用寿命を延ばし、より安定したサービス提供
を可能にする上で不可欠な存在です。



今後の展望

LEOAC00PT-Dの発表は、STMicroelectronicsが宇宙グレード半導体市場におけるリーダ
ーシップを強化する重要な一歩となります。このチップは、LEOコンステレーションに
おけるデータ処理、制御、通信モジュールなど、幅広いアプリケーションでの採用が見
込まれます。将来的には、このような耐放射線ロジックチップが、より複雑なプロセッ
サやメモリと統合され、軌道上でのAI処理や自律運用能力の向上に寄与するでしょう。
STMicroelectronicsは、LEO衛星市場の成長に合わせて、さらに多様な耐放射線製品を開
発し、宇宙インフラの信頼性と性能向上に貢献していくことが期待されます。これは、
宇宙経済のさらなる発展を支える基盤技術となるでしょう。

元記事: http://www.mjdic.com/news-read-id-6430.html

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

http://www.mjdic.com/news-read-id-6430.html


#14 NASA、2028年火星ヘリコプターミッション向け熱シ
ールド製造でFirefly Aerospaceと1,300万ドルのサブ契約
を締結

概要

NASAのジェット推進研究所（JPL）は、2028年のSkyFall火星ヘリコプターミッション

向けにエアロシェル（熱シールドとバックシェル）を製造するため、Firefly Aerospace

と1,300万ドルのサブ契約を締結しました。このエアロシェルは、火星大気圏への再突
入時の極端な熱からSkyFall宇宙船を保護する極めて重要な役割を担います。Fireflyの

Gloworksラボで設計され、先進的な複合材料製造技術を活用して生産される予定で、
火星探査の安全性と成功に貢献します。

公開日 2026年07月09日  Gagadget.com  アメリカ



詳細

主要成果

NASAのジェット推進研究所（JPL）は、2028年に予定されているSkyFall火星ヘリコプタ
ーミッションに向け、宇宙船のエアロシェル（熱シールドとバックシェル）製造を
Firefly Aerospaceに委託する1,300万ドルのサブ契約を締結しました。この契約は、火星
大気圏への再突入という最も危険なフェーズでSkyFall宇宙船を保護する上で不可欠な技
術を提供します。

技術・臨床詳細

エアロシェルは、火星大気圏に高速で突入する際に発生する数千度の高温プラズマか
ら、内部の宇宙船とヘリコプターペイロードを保護するための最前線の防御層です。
Firefly Aerospaceは、同社のGloworksラボでこのエアロシェルを設計し、製造します。
製造には、炭素複合材料などの先進的な複合材料技術が活用される予定です。これらの
材料は、極端な熱負荷、空力負荷、および衝撃に耐えるように特別に配合されます。熱
シールドは、熱を吸収・放散するアブレーター材料で覆われ、その下のペイロードを安
全な温度に保ちます。この技術は、これまでの火星探査機（例：マーズ・パスファイン
ダー、マーズ・サイエンス・ラボラトリー）で培われた実績のある設計と材料科学の知
見を基に、火星ヘリコプターという新たなミッション要件に合わせて最適化されます。

背景・業界文脈

火星探査ミッションにおいて、エアロシェルとパラシュートシステムによる大気圏突
入、降下、着陸（EDL: Entry, Descent, and Landing）は、常に最も技術的に困難でリス
クの高い段階です。火星ヘリコプター「SkyFall」は、将来の火星探査における空中移動
能力の実証を目指す画期的なミッションであり、その成功は、将来の火星有人ミッショ
ンや、より複雑なロボット探査において不可欠な技術的基盤を築くことになります。
NASAがFirefly Aerospaceのような民間企業と協力することは、宇宙産業の商業化トレン
ドを反映しており、政府機関が革新的な技術と効率的な製造能力を持つ民間セクターを
活用することで、ミッションの目標達成を加速させる戦略です。Firefly Aerospaceにと
っては、NASAの重要なミッションに貢献することで、その技術力と信頼性を世界に示
す絶好の機会となります。



今後の展望

この契約に基づき、Firefly Aerospaceは2028年の打ち上げに向けてエアロシェルの製造
を加速させます。エアロシェルの成功は、SkyFall火星ヘリコプターの成功に直結し、将
来の火星探査における航空移動の実現可能性を大きく左右します。もしSkyFallが火星で
飛行に成功すれば、火星探査のパラダイムが変わり、より広範囲で詳細な科学調査が可
能になるでしょう。また、この契約は、民間企業がNASAの深宇宙ミッションにおいて
より大きな役割を担う時代の到来を象徴しており、宇宙産業全体の技術革新と競争を促
進することが期待されます。

元記事: https://gagadget.com/en/717848-nasa-contracts-firefly-aerospace-to-build-the-heat-shield-for-

its-2028-mars-helicopter-mission/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://gagadget.com/en/717848-nasa-contracts-firefly-aerospace-to-build-the-heat-shield-for-its-2028-mars-helicopter-mission/
https://gagadget.com/en/717848-nasa-contracts-firefly-aerospace-to-build-the-heat-shield-for-its-2028-mars-helicopter-mission/


#15 BAE Systemsの耐放射線チップ「Endura」、機密衛
星およびミサイル防衛衛星向け試験に合格

概要

BAE SystemsのEnduraコンピューティングチップが、機密衛星プログラムおよびミサイ
ル防衛アプリケーション向けの厳格な放射線試験に合格しました。この耐放射線プロ
セッサは、高価値の政府宇宙ペイロードにとってボトルネックとなっていたオンボー

ドコンピューティング能力を大幅に強化します。特に、放射線曝露が厳しい中軌道
（MEO）以上の軌道で運用されるミサイル防衛衛星にとって、このチップの合格は極
めて重要な意味を持ちます。

公開日 2026年07月07日  KeepTrack Space Brief  アメリカ



詳細

主要成果

BAE Systemsの高性能耐放射線コンピューティングチップ「Endura」が、機密衛星プロ
グラムおよびミサイル防衛アプリケーションに要求される厳しい放射線試験をクリアし
ました。この重要なマイルストーンは、宇宙空間の過酷な環境下で信頼性の高いオンボ
ードコンピューティングを必要とする高価値の政府宇宙ペイロードにとって、長年のボ
トルネックを解消するものです。

技術・臨床詳細

Enduraチップは、宇宙環境特有の放射線、すなわち総電離線量（TID）効果やシングル
イベント効果（SEE）に耐えるように特別に設計されています。これらの効果は、宇宙
船の電子機器に誤動作、データ破損、さらには恒久的な損傷を引き起こす可能性があり
ます。Enduraの設計は、特殊な半導体プロセス技術と、回路レベルでの冗長性やエラー
訂正メカニズムを統合しており、これにより、例えば中軌道（MEO）や静止軌道
（GEO）といった放射線強度の高い領域でも、データの整合性とシステムの運用継続性
を保証します。試験合格は、このチップが長期ミッションやミッションクリティカルな
防衛アプリケーションにおいて、信頼できるパフォーマンスを発揮できることを客観的
に証明するものです。

背景・業界文脈

現代の軍事および情報収集における宇宙資産の重要性は増しており、これに伴い、高機
能で堅牢な宇宙グレードの電子機器の需要が高まっています。特に、ミサイル防衛衛星
は、広大な領域を監視し、脅威を迅速に追跡・識別するために、軌道上で高度なデータ
処理能力を必要とします。これらの衛星は、放射線曝露がより厳しい高軌道で運用され
ることが多く、耐放射線性の高いプロセッサは、その性能と信頼性を左右する決定的な
要素となります。BAE Systemsのような主要防衛企業が、この分野で技術的ブレークス
ルーを達成することは、米国の国家安全保障戦略における宇宙領域の優位性を維持する
ために不可欠です。



今後の展望

Enduraチップの放射線試験合格は、BAE Systemsが提供する耐放射線コンピューティン
グソリューションの市場競争力を大きく高めます。これにより、機密性の高い政府プロ
グラムやミサイル防衛システムへの採用が加速し、次世代の宇宙防衛インフラの構築に
貢献するでしょう。将来的には、この技術が、より複雑なAI処理能力を軌道上に展開す
るための基盤となり、宇宙からのインテリジェンス、監視、偵察（ISR）能力や、宇宙
空間での自律運用型システムの発展を促進することが期待されます。これは、宇宙領域
における技術的リーダーシップを確立し維持するための重要なステップです。

元記事: https://keeptrack.space/space-brief/space-brief-2026-07-07

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://keeptrack.space/space-brief/space-brief-2026-07-07


#16 韓国科学技術院、電磁波と中性子放射線を同時に遮蔽
する超薄型・柔軟な3Dプリント可能複合材料を開発

概要

韓国科学技術院（KIST）は、電磁波と中性子放射線の両方を同時に遮蔽できる、超薄
型で柔軟な3Dプリント可能な複合材料を発表しました。この革新的な材料は、カーボ
ンナノチューブ（SWCNT）と窒化ホウ素ナノチューブ（BNNT）のブレンドを特徴と

し、優れた電磁干渉（EMI）遮蔽と高い中性子減衰係数を示します。これにより、宇宙
船、原子力施設、医療機器、防衛アプリケーションにおいて、軽量かつ多機能な保護
を提供し、システムのかさばりや複雑さを大幅に軽減する可能性を秘めています。

公開日 2026年07月06日  AllMind AI News  韓国



詳細

主要成果

韓国科学技術院（KIST）の研究チームは、電磁波と中性子放射線の両方を同時に効果的
に遮蔽できる、超薄型かつ柔軟な3Dプリント可能な複合材料を開発しました。この多機
能な新素材は、宇宙船の軽量化、原子力施設の安全性向上、医療機器の保護、および防
衛アプリケーションにおける性能向上に革命をもたらす可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

開発された複合材料は、単層カーボンナノチューブ（SWCNT）と窒化ホウ素ナノチュ
ーブ（BNNT）のユニークなブレンドをベースとしています。SWCNTは導電性に優れ、
電磁波を効果的に吸収・反射することで、電磁干渉（EMI）遮蔽性能を発揮します。一
方、BNNTは、中性子を効果的に捕獲するホウ素同位体（通常はボロン-10）を含んでお
り、高い中性子減衰係数を示します。これら二つのナノ材料を組み合わせることで、単
一材料では困難だった複合的な遮蔽能力が実現されました。この材料は、超薄型である
にもかかわらず、優れた機械的強度と柔軟性を持ち、さらに高温・低温の極端な環境変
化や変形にも耐えることができます。また、3Dプリントが可能であるため、複雑な形状
や既存の構造に容易に組み込むことができ、カスタマイズされた遮蔽ソリューションを
提供できるという大きな利点があります。

背景・業界文脈

現代の高度な技術システム、特に宇宙船、原子力、医療、防衛分野では、電磁干渉と放
射線から精密な電子機器や人体を保護することが喫緊の課題となっています。従来の遮
蔽材料は、多くの場合、重く、かさばり、単一の脅威にしか対応できないことが一般的
でした。これにより、システムの設計が複雑化し、重量が増加し、コストが高騰してい
ました。KISTが開発した多機能複合材料は、これらの課題に対する画期的な解決策を提
供します。軽量性と多機能性を兼ね備えることで、宇宙船のペイロード能力を向上さ
せ、原子力施設の設計を簡素化し、医療機器の小型化と安全性を高めることができま
す。この技術は、高まるグローバルな安全保障と技術革新のニーズに応えるものです。



今後の展望

KISTが発表したこの超薄型多機能複合材料は、その汎用性と高性能により、広範な産業
での応用が期待されます。当面は、宇宙船の電子機器保護、衛星の外部構造材、および
次世代の宇宙服への統合が最も有望なアプリケーションとなるでしょう。長期的には、
月面基地の建設材料、火星探査機の保護層、原子力施設の安全壁、さらにはウェアラブ
ルな放射線防護具としての可能性も秘めています。継続的な研究開発を通じて、材料の
生産コストの削減とスケーラビリティの向上が実現されれば、この複合材料は、極限環
境における技術システムの設計と運用に革命をもたらし、人類の活動範囲をさらに広げ
ることに貢献するでしょう。

元記事:

https://allmind.ai/news/b877be9692fb4bad1566a231448adb2ff835b2755f1e5aa603f908cca85c8ce2

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://allmind.ai/news/b877be9692fb4bad1566a231448adb2ff835b2755f1e5aa603f908cca85c8ce2


#17 Teledyne Digital Imaging US、Space Dynamics
Laboratoryと提携しEmerald 67M CMOSセンサー搭載の
高解像度宇宙カメラを発表

概要

Teledyne Digital Imaging USは、Space Dynamics Laboratory（SDL）との知的財産ライ

センス契約に基づき、高解像度の宇宙対応カメラを発表しました。この新カメラは、
TeledyneのEmerald 67M CMOSイメージセンサーとSDLが開発した最先端のセンサーエ
レクトロニクス技術を統合しています。これにより、宇宙状況認識、地球観測、国家

安全保障アプリケーションなど、多様な顧客ニーズに対応する能力が大幅に強化され
ることが期待されています。

公開日 2026年07月06日  01net  アメリカ



詳細

主要成果

Teledyne Digital Imaging USは、Space Dynamics Laboratory（SDL）との戦略的知的財
産ライセンス契約を活用し、高解像度の宇宙対応カメラを市場に投入しました。この革
新的なカメラは、Teledyneの高性能Emerald 67M CMOSイメージセンサーとSDLの先進
的なセンサーエレクトロニクス技術の統合により、宇宙状況認識、地球観測、国家安全
保障といったミッションクリティカルなアプリケーションにおける新たな標準を確立し
ます。

技術・臨床詳細

新発表された宇宙対応カメラは、その心臓部にTeledyneのEmerald 67M CMOSイメージ
センサーを搭載しています。このセンサーは、高解像度と低ノイズ特性を兼ね備え、広
範囲のダイナミックレンジで鮮明な画像を捕捉することが可能です。SDLのセンサーエ
レクトロニクス技術との統合により、極限の宇宙環境下でも安定した性能と信頼性が保
証されます。特に、放射線耐性、広範な温度範囲での動作、および振動・衝撃に対する
堅牢性は、宇宙ミッションにおける不可欠な要件です。このカメラシステムは、微細な
宇宙デブリの追跡、地球表面の詳細な監視、または軍事偵察など、高い分解能と信頼性
が求められるアプリケーションにおいて、比類ない画像データを提供します。SDLとの
連携は、商用オフザシェルフ（COTS）の高性能センサーを宇宙グレードの堅牢なシス
テムに統合する上での重要な技術的ブレークスルーを示しています。

背景・業界文脈

宇宙産業は、地球観測、通信、宇宙安全保障の分野で急速に拡大しており、高解像度か
つ高信頼性のイメージング技術への需要が飛躍的に高まっています。特に、小型衛星コ
ンステレーションの普及に伴い、より小型で消費電力の少ない高性能カメラが求められ
ています。TeledyneとSDLの提携は、このような市場のニーズに応えるものであり、そ
れぞれの専門知識を組み合わせることで、開発期間の短縮とコスト効率の向上を図って
います。この種の宇宙カメラは、商業および政府の宇宙資産を保護し、地球環境の変化
を監視し、国家安全保障を強化するための重要なデータを提供します。



今後の展望

Emerald 67M CMOSセンサーをベースとしたこの高解像度宇宙カメラは、宇宙状況認識
（SSA）能力の向上に大きく貢献するでしょう。これは、宇宙交通管理の高度化や、宇
宙デブリによる脅威の軽減に不可欠です。また、地球観測の分野では、農業、気象予
報、災害管理、都市計画など、多岐にわたるアプリケーションでより詳細なデータ提供
を可能にします。さらに、国家安全保障ミッションにおいては、監視、偵察、および早
期警戒システムに新たな能力をもたらします。Teledyne Digital Imaging USは、この技
術を基盤として、今後も宇宙産業の要求に応える革新的なイメージングソリューション
を提供し、宇宙技術の進化を加速させるリーダーとしての地位を確固たるものにしてい
くと期待されます。

元記事: https://www.01net.it/teledyne-introduces-emerald-67m-based-space-camera-enabled-by-sdl-

licensing-agreement/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.01net.it/teledyne-introduces-emerald-67m-based-space-camera-enabled-by-sdl-licensing-agreement/
https://www.01net.it/teledyne-introduces-emerald-67m-based-space-camera-enabled-by-sdl-licensing-agreement/


#18 Teledyne Technologies、AI駆動型ソフトウェア、耐
放射線宇宙チップ、MEMS製造拡大で投資家の注目集める

概要

Teledyne Technologiesは、AI駆動型Prism Ground ISRソフトウェア、耐放射線宇宙グレ
ード半導体、およびMEMS製造の拡大戦略を発表し、投資家の注目を集めています。
特にTeledyne e2vのEV10AS940向け放射線試験結果の成功は、同社の高信頼性宇宙エ

レクトロニクスにおける地位を一層強化しました。これらの動きは、防衛および航空
宇宙分野における高まる需要を支え、将来の成長への期待を高めるものです。

公開日 2026年07月06日  Simply Wall St  アメリカ



詳細

主要成果

Teledyne Technologiesは、AI駆動型Prism Ground ISRソフトウェア、耐放射線宇宙グレ
ード半導体、およびMEMS（微小電気機械システム）製造能力の拡大という主要な戦略
的イニシアチブを発表し、投資家コミュニティから強い関心を集めています。これらの
動きは、同社が成長著しい防衛、航空宇宙、および産業市場において競争優位性を確立
しようとしていることを示しています。

技術・臨床詳細

Teledyneの戦略は多岐にわたります。まず、AI駆動型Prism Ground ISR（情報・監視・
偵察）ソフトウェアは、大量のデータからインサイトを抽出し、意思決定プロセスを加
速させることを目的としています。これは特に防衛およびインテリジェンス分野で価値
が高いです。次に、耐放射線宇宙グレード半導体の拡大は、Teledyne e2vが達成した
EV10AS940 ADCの放射線試験成功によって裏打ちされています。この高信頼性チップ
は、衛星、宇宙船、およびミサイルシステムなど、極限の宇宙環境で動作するミッショ
ンクリティカルなアプリケーションに不可欠です。最後に、MEMS製造能力の拡大は、
センサー、アクチュエーター、およびその他の微細デバイスの需要増加に対応するもの
で、航空宇宙、医療、産業用IoTなど幅広い分野で利用されます。これらの技術は、相
互に補完し合い、Teledyneが提供するソリューションの価値を高めます。

背景・業界文脈

世界の安全保障環境が複雑化し、宇宙経済が急速に拡大する中で、高信頼性かつ高性能
な防衛・航空宇宙技術への需要はかつてないほど高まっています。AIはデータ処理と意
思決定の効率を革命的に変え、耐放射線半導体は宇宙インフラの寿命と回復力を保証し
ます。MEMS技術は、小型化、低消費電力、高性能化を実現し、様々なシステムに不可
欠な知能をもたらします。Teledyneのこれらの分野への戦略的投資は、市場の主要トレ
ンドに合致しており、同社が防衛、宇宙、産業市場におけるリーダーとしての地位を強
化しようとしていることを明確に示しています。投資家は、これらの分野でのTeledyne

の優位性が持続的な成長と収益性につながると評価しています。



今後の展望

Teledyne TechnologiesのAI、宇宙チップ、MEMSへの継続的な投資は、同社の将来の成
長軌道を形成する上で中心的な役割を果たすでしょう。AI駆動型ISRソフトウェアは、
防衛顧客に新たな能力を提供し、耐放射線半導体は次世代の宇宙ミッションを可能にし
ます。MEMS技術は、スマートセンサーやコネクテッドデバイスの普及を加速させるで
しょう。これらの技術統合により、Teledyneは単なる部品サプライヤーではなく、包括
的な高性能ソリューションプロバイダーとしての地位を確立することを目指していま
す。今後の事業展開と技術革新は、宇宙防衛および産業分野における同社の市場シェア
拡大と収益成長に大きく貢献すると期待されます。

元記事: https://simplywall.st/stocks/us/tech/nyse-tdy/teledyne-technologies/news/how-investors-are-

reacting-to-teledyne-technologies-tdy-ai-f

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://simplywall.st/stocks/us/tech/nyse-tdy/teledyne-technologies/news/how-investors-are-reacting-to-teledyne-technologies-tdy-ai-f
https://simplywall.st/stocks/us/tech/nyse-tdy/teledyne-technologies/news/how-investors-are-reacting-to-teledyne-technologies-tdy-ai-f


#19 DARPA、深海・宇宙向けラジオボルタイックセル開
発プログラム「Rads to Watts」に7プロジェクトを選定

概要

DARPAは、深海や宇宙といった極限環境で長期的な電力を供給するラジオボルタイッ
クセルを設計する「Rads to Watts」プログラムに、7つの革新的なプロジェクトを選定
しました。このプログラムは、放射性崩壊エネルギーを半導体変換器で直接電気に変

換する技術の開発に焦点を当てています。参加チームにはBWXTやCity Labsが含まれ、
高放射線耐性半導体やプルトニウム-238からの電力抽出効率の向上を目指しており、
自律型システムの電力供給に革命をもたらす可能性があります。

公開日 2026年07月08日  American Nuclear Society  アメリカ



詳細

主要成果

米国防総省国防高等研究計画局（DARPA）は、深海や宇宙空間のような極限環境下で長
期的な電力を供給できるラジオボルタイックセルを設計するための画期的なプログラム
「Rads to Watts」に、7つの有望なプロジェクトを選定しました。このプログラムは、
放射性同位体の崩壊エネルギーを半導体変換器を介して直接電気に変換する技術の開発
に特化しており、自律型システムの電力供給に革命をもたらす可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

ラジオボルタイックセルは、ベータ崩壊やアルファ崩壊などの放射性崩壊から放出され
る荷電粒子（電子やアルファ粒子）を、半導体PN接合に直接照射することで電気を発
生させるデバイスです。従来の熱電発電機（RTG）が熱を介して電力を生成するのに対
し、ラジオボルタイックセルは直接変換するため、より小型で効率が高く、長寿命であ
ることが特徴です。選定された7つのプロジェクトは、以下の主要な技術課題に焦点を
当てています。

**高放射線耐性半導体の開発:** 極限環境での長期運用に耐えうるワイドバンドギャ
ップ半導体（例：SiC、GaN、ダイヤモンド）の材料科学とデバイス構造の最適化。

**変換効率の向上:** 放射性同位体から放出される粒子のエネルギーを最大限に電気
に変換するための半導体設計と集積技術の革新。

**放射性同位体の選定と利用:** トリチウム（City Labsが先行）、ニッケル-63、プル
トニウム-238（BWXTが研究）など、異なる半減期とエネルギーを持つ同位体の最適
な利用法の検討。特にプルトニウム-238は高出力が期待されます。

**小型化と統合性:** センサーや小型探査機への組み込みを容易にするための、バッ
テリー全体の小型化と熱管理技術。

これらの技術的進歩は、数十年間メンテナンスフリーで稼働可能な、自己完結型電力源
の実現を目指します。



背景・業界文脈

深海探査機や長期宇宙ミッション（月面基地、深宇宙プローブ、高軌道衛星）では、太
陽光発電やケーブルによる電力供給が困難または不可能なため、自律的で信頼性の高い
長期電力源が不可欠です。DARPAの「Rads to Watts」プログラムは、米国の国家安全保
障および科学探査のニーズに応えるため、このギャップを埋めることを目的としていま
す。この分野の技術は、宇宙探査のフロンティアを拡大するだけでなく、遠隔地のセン
サーネットワーク、災害時の緊急電源、医療用埋め込みデバイスなど、民間分野にも幅
広い応用が期待されます。特に、小型核バッテリー市場で先行するCity Labsのような企
業が参加することは、実用化に向けた大きな一歩となります。

今後の展望

選定された7つのプロジェクトは、今後数年間で概念実証からプロトタイプ開発へと進
むでしょう。最終的な目標は、従来の電力システムでは不可能だった場所で、安定した
電力を供給できる実用的なラジオボルタイックセルを開発することです。これにより、
軍事作戦、宇宙探査、科学研究における新たな可能性が開かれ、極限環境下での人間の
活動能力が飛躍的に向上することが期待されます。プログラムの成功は、エネルギー変
換技術における新たなパラダイムを確立し、将来の自律型システムの設計に大きな影響
を与えるでしょう。

元記事: https://www.ans.org/news/article-8185/seven-projects-selected-for-darpas-rads-to-watts/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ans.org/news/article-8185/seven-projects-selected-for-darpas-rads-to-watts/


#20 NASA、ナンシー・グレース・ローマン宇宙望遠鏡の
打ち上げ準備が進行、8月30日以降にSpaceX Falcon
Heavyで

概要

NASAのナンシー・グレース・ローマン宇宙望遠鏡（Roman Space Telescope）の打ち

上げ準備が、ケネディ宇宙センターで順調に進行しています。今後数週間にわたり、6

枚のソーラーアレイパネルのテスト、宇宙望遠鏡の断熱材と熱ブランケットの検査、
推進剤タンクのテストといった重要な最終段階が実施される予定です。打ち上げは

2026年8月30日以降にSpaceXのFalcon Heavyロケットを使用して行われる見込みで、
これは宇宙望遠鏡が宇宙の謎を解明する新たな時代を告げるものです。

公開日 2026年07月09日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASAのナンシー・グレース・ローマン宇宙望遠鏡（Roman Space Telescope）の打ち上
げに向けた最終準備段階が、フロリダ州のケネディ宇宙センターで順調に進められてい
ます。この高性能宇宙望遠鏡は、今後数週間のうちに主要な最終試験を完了し、2026年
8月30日以降にSpaceXのFalcon Heavyロケットに搭載されて宇宙へと旅立つ予定です。
これは、宇宙のダークエネルギーやエキソプラネット研究に革命をもたらす重要なミッ
ションの幕開けとなります。

技術・臨床詳細

ローマン宇宙望遠鏡は、ハッブル宇宙望遠鏡の100倍の視野を持つ直径2.4メートルの主
鏡を搭載しており、近赤外線領域での観測に特化しています。打ち上げ前の最終準備に
は、いくつかの重要なステップが含まれます。まず、電力を供給する6枚の巨大なソー
ラーアレイパネルの機能テストが行われます。これらのパネルは、宇宙望遠鏡が安定し
た電力を供給できるように、宇宙空間での展開メカニズムと発電効率が徹底的に検証さ
れます。次に、極端な宇宙環境から機器を保護するための断熱材と熱ブランケットが詳
細に検査され、微小な欠陥も許されない厳格な品質管理が行われます。さらに、軌道上
での姿勢制御や軌道修正に必要な推進剤タンクの充填準備とテストも実施されます。こ
れらのプロセスは、打ち上げの成功と、望遠鏡が計画通りの科学ミッションを遂行する
ための基盤を築きます。Falcon Heavyロケットによる打ち上げは、その強力な推進力に
より、ローマン宇宙望遠鏡を地球から約150万km離れたラグランジュ点L2へと直接投入
することを可能にします。

背景・業界文脈

ローマン宇宙望遠鏡は、NASAのフラッグシップミッションの一つであり、宇宙の膨張
を加速させている謎のダークエネルギーの性質解明、そして銀河系外惑星の探査を主な
科学目標としています。この望遠鏡は、広視野赤外線サーベイ（WFI）とコロナグラフ
という二つの主要な科学機器を搭載しており、これにより、これまで以上に多くの銀河
や惑星系を一度に観測することが可能になります。ダークエネルギーの研究は、宇宙の
究極的な運命を理解するために不可欠であり、エキソプラネット研究は、地球外生命の
可能性を探索する上で重要な手がかりを提供します。SpaceXとの連携は、NASAが商業
宇宙打ち上げプロバイダーとの協力関係を深め、より効率的かつ柔軟に科学ミッション
を遂行する現在のトレンドを反映しています。



今後の展望

ローマン宇宙望遠鏡の打ち上げ成功は、宇宙科学のフロンティアを大きく拡大するでし
ょう。観測データの解析は、宇宙論の標準モデルに新たな洞察を与え、ダークエネルギ
ーの起源と進化に関する既存の理論を検証または刷新する可能性があります。また、何
千もの新しい系外惑星の発見と特性評価を通じて、惑星形成のメカニズムや居住可能な
惑星の探索に革命をもたらすことが期待されます。このミッションは、将来の宇宙観測
ミッションの設計にも影響を与え、より高性能で大規模な宇宙望遠鏡の開発を促進する
でしょう。ローマン宇宙望遠鏡は、人類が宇宙と生命の根本的な問いに答えるための重
要なツールとなることでしょう。

元記事: https://science.nasa.gov/blogs/roman/2026/07/09/nasas-roman-launch-preparations-proceed/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://science.nasa.gov/blogs/roman/2026/07/09/nasas-roman-launch-preparations-proceed/


#21 Microchip Technology、航空宇宙向け耐放射線6出力
プログラマブルクロックジェネレータ「DSA504RT」を発
表

概要

Microchip Technologyは、航空宇宙および防衛タイミングアプリケーション向けに特

化した耐放射線6出力プログラマブルクロックジェネレータ「DSA504RT」を発表しま
した。この新製品は、同社の高信頼性宇宙エレクトロニクスエコシステムを強化し、
ミッションクリティカルなシステムにおける信頼性、統合、および長期的な認定サイ

クルを強力にサポートします。DSA504RTの導入は、宇宙および防衛産業における精密
なタイミングソリューションの新たな標準を確立します。

公開日 2026年07月06日  Simply Wall St  アメリカ



詳細

主要成果

Microchip Technologyは、航空宇宙および防衛タイミングアプリケーション向けに設計
された革新的な耐放射線6出力プログラマブルクロックジェネレータ「DSA504RT」を発
表しました。この新製品は、極限の宇宙環境下で動作するミッションクリティカルなシ
ステムにおいて、比類ない信頼性と精密なタイミング制御を提供します。

技術・臨床詳細

DSA504RTは、宇宙空間の過酷な放射線環境に耐えるよう特別に設計されたデバイスで
す。放射線耐性とは、総電離線量（TID）効果やシングルイベント効果（SEE）によって
引き起こされる誤動作や損傷を防ぐ能力を指します。このクロックジェネレータは、高
レベルの放射線に曝されても安定した動作を保証するように製造されており、航空宇宙
システムにおける電子機器の長期的な信頼性を確保します。6つのプログラマブル出力
は、異なる周波数と位相を持つ複数のクロック信号を生成できるため、複雑なデジタル
システムにおいて柔軟なタイミング同期を可能にします。この機能は、データ収集、通
信、プロセッサ同期など、衛星や宇宙船内の多様なサブシステムにとって極めて重要で
す。DSA504RTは、高精度かつ低ジッターのクロック信号を提供することで、システム
全体の性能と安定性を向上させます。

背景・業界文脈

宇宙産業と防衛産業では、デバイスの長期的な信頼性が最も重要な要件の一つです。特
に、通信衛星、地球観測衛星、GPSシステム、ミサイル誘導システムなど、精密なタイ
ミングが不可欠なアプリケーションにおいては、クロックジェネレータの故障はミッシ
ョン全体に壊滅的な影響を与える可能性があります。従来の商用部品では、宇宙の放射
線環境に耐えられないため、特殊な耐放射線部品が必要とされてきました。Microchip

Technologyのような企業は、このニッチな高信頼性市場において、独自の技術と専門知
識を提供しています。DSA504RTの導入は、宇宙アプリケーション向けの統合された高
信頼性エレクトロニクスエコシステムを構築するというMicrochipの戦略を反映してお
り、顧客がより迅速に製品を認定し、市場投入できるよう支援するものです。



今後の展望

DSA504RTの発表は、Microchip Technologyが航空宇宙および防衛市場におけるリーダ
ーシップを強化する上で重要な意味を持ちます。このクロックジェネレータは、次世代
の衛星通信システム、深宇宙探査機、および防衛インフラにおいて、標準的なタイミン
グソリューションとして広く採用される可能性があります。また、より高い集積度と機
能性を持つ耐放射線タイミングソリューションの開発に向けたMicrochipの継続的な取
り組みを示しています。これにより、宇宙における計算能力とデータ処理能力がさらに
向上し、より複雑で自律的な宇宙システムが実現されることが期待されます。
DSA504RTは、宇宙開発の新たなフロンティアを切り開く上で不可欠な要素となるでし
ょう。

元記事: https://simplywall.st/stocks/us/semiconductors/nasdaq-mchp/microchip-technology/news/the-

bull-case-for-microchip-technology-mchp-could-change-fol-3

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://simplywall.st/stocks/us/semiconductors/nasdaq-mchp/microchip-technology/news/the-bull-case-for-microchip-technology-mchp-could-change-fol-3
https://simplywall.st/stocks/us/semiconductors/nasdaq-mchp/microchip-technology/news/the-bull-case-for-microchip-technology-mchp-could-change-fol-3


#22 インドBHEL、ISRO初の衛星輸出プロジェクト向けに
宇宙グレードソーラーパネルを供給

概要

インドのBharat Heavy Electricals Limited（BHEL）は、ISRO（インド宇宙研究機関）初
の衛星輸出プロジェクトである欧州のEADS-Astrium向け衛星に、宇宙グレードのソー
ラーパネルを製造・供給するという主要な実績を達成しました。この衛星には、高効

率のAdvanced Triple Junction Solar Cellsを搭載した5枚のBHEL製ソーラーパネルが搭載
され、軌道上で非常に良好な性能を示しています。この成功は、インドが宇宙技術輸
出市場で競争力を高める重要な一歩となります。

公開日 2026年07月07日  BHEL  インド



詳細

主要成果

インドのBharat Heavy Electricals Limited（BHEL）は、インド宇宙研究機関（ISRO）に
とって画期的な初の衛星輸出プロジェクトにおいて、欧州のEADS-Astrium（現Airbus
Defence and Spaceの一部）に宇宙グレードのソーラーパネルを製造・供給するという
重要なマイルストーンを達成しました。この快挙は、インドの宇宙技術産業の成熟度と
国際市場での競争力の高まりを示すものです。

技術・臨床詳細

BHELが供給したソーラーパネルは、高効率のAdvanced Triple Junction Solar Cells

（ATJSC）を搭載しています。ATJSCは、異なるバンドギャップを持つ3つの半導体層を
積層することで、太陽光スペクトルのより広い範囲を電気エネルギーに変換できるた
め、従来の単一接合型や二重接合型ソーラーセルよりも高い変換効率を誇ります。この
衛星には、合計5枚のBHEL製ソーラーパネルが搭載されており、打ち上げ後、軌道上で
の運用中に期待通りの、あるいはそれを上回る性能を示していると報告されています。
宇宙グレードのソーラーパネルは、極端な温度変化、高真空、宇宙放射線など、過酷な
宇宙環境に耐えうるように設計されており、長期間にわたる安定した電力供給を保証す
ることが不可欠です。BHELは、厳格な品質管理と試験プロセスを通じて、これらの要
件を満たす製品を開発しました。

背景・業界文脈

宇宙産業は、近年、通信、地球観測、ナビゲーション、科学探査など、多様なミッショ
ンの増加に伴い、世界的に急速に成長しています。特に、宇宙グレードの部品やサブシ
ステムの国際的なサプライチェーンは、技術的信頼性とコスト効率が重視される分野で
す。ISROは、長年にわたり独自の宇宙技術開発を進めてきましたが、今回の輸出プロジ
ェクトは、その技術力が国際市場で認められたことを意味します。インドの政府系重電
メーカーであるBHELが、この重要な役割を担うことで、インドは宇宙技術の自給自足
だけでなく、輸出大国としての地位を確立する上で大きな一歩を踏み出しました。これ
は、新興宇宙大国としてのアジアのプレゼンスを強化する動きでもあります。



今後の展望

BHELによる宇宙グレードソーラーパネルの成功は、将来のISROの輸出プロジェクト
や、他の国際的な宇宙機関・企業との協力関係を促進する大きな足がかりとなるでしょ
う。この実績は、BHELが提供できる製品ポートフォリオを拡大し、高効率かつ信頼性
の高い宇宙用電源システムへの需要増大に対応する能力を世界に示すものです。将来的
には、インドの宇宙産業は、ソーラーパネルだけでなく、他の宇宙グレード部品やシス
テム全体の輸出を通じて、世界の宇宙経済においてさらに重要な役割を果たすことが期
待されます。これは、グローバルな宇宙技術サプライチェーンの多様化と競争力向上に
も寄与するでしょう。

元記事: https://www.bhel.com/bhel-achieves-major-landmark-supply-space-grade-solar-panels-first-

satellite-export-project-isro

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bhel.com/bhel-achieves-major-landmark-supply-space-grade-solar-panels-first-satellite-export-project-isro
https://www.bhel.com/bhel-achieves-major-landmark-supply-space-grade-solar-panels-first-satellite-export-project-isro


#23 NASAと米国中小企業庁、宇宙産業基盤強化に向け数
億ドルの民間投資を誘致する新イニシアチブを発表

概要

NASAと米国中小企業庁（SBA）は、米国の宇宙経済を強化するための新たな投資イニ
シアチブを発表しました。この戦略的提携は、将来の月ミッション、深宇宙探査、お
よび国家宇宙優先事項を支援するために不可欠な技術、製造能力、サプライチェーン

を開発する企業に、数十億ドル規模の民間投資を呼び込むことを目指しています。重
点分野には、重要な材料、推進システム、先進的なアビオニクス、原子力発電・推進
などが含まれ、宇宙産業の成長を加速させるものです。

公開日 2026年07月06日  AllMind AI News  アメリカ



詳細

主要成果

NASAと米国中小企業庁（SBA）は、米国の宇宙産業基盤を強化し、宇宙経済の成長を
加速させることを目的とした新たな共同投資イニシアチブを発表しました。この画期的
な提携は、月ミッション、深宇宙探査、および国家戦略的な宇宙優先事項を支援するた
めに不可欠な技術、製造能力、およびサプライチェーンを開発する民間企業に対して、
数十億ドル規模の民間投資を呼び込むことを目指しています。

技術・臨床詳細

このイニシアチブは、特に以下の主要な技術分野に焦点を当てています。

**重要な材料:** 極限の宇宙環境に耐えうる軽量で高性能な新素材、耐放射線材料、
複合材料などの開発。これらは、宇宙船の構造、熱制御システム、および宇宙服など
に不可欠です。

**推進システム:** より効率的で強力な宇宙推進技術、特に月や火星への迅速な輸送
を可能にする原子力推進や電気推進システム。

**先進的なアビオニクス:** 耐放射線フライトコンピュータ、自律型ナビゲーション
システム、AI統合型データ処理ユニットなど、宇宙機の脳となる高度な電子機器。

**原子力発電・推進:** 月面基地の電力供給や深宇宙探査に向けた革新的な小型原子
炉や放射性同位体電力システム。

これらの技術分野への投資は、単に個別の部品やシステムを開発するだけでなく、それ
らを統合し、宇宙ミッション全体を支える堅牢な産業基盤を構築することを目指してい
ます。NASAは技術的専門知識を提供し、SBAは中小企業が資金調達機会にアクセスで
きるよう支援することで、イノベーションを促進します。



背景・業界文脈

米国は、宇宙分野でのリーダーシップを維持するために、政府主導の投資と民間セクタ
ーの活力を組み合わせる戦略を強化しています。近年、宇宙経済は商業化と技術革新の
波によって急速に成長しており、SpaceXのような民間企業が主導する打ち上げサービス
の増加や、小型衛星コンステレーションの展開がその象徴です。しかし、基盤となる製
造能力やサプライチェーンの脆弱性は、国家安全保障上の懸念となっています。今回の
NASAとSBAの提携は、この課題に対処し、特に中小企業が宇宙産業のエコシステムに
参入し、革新的なソリューションを提供できるよう支援することで、米国の宇宙産業全
体のレジリエンスと競争力を高めることを目的としています。

今後の展望

この投資イニシアチブは、米国の宇宙産業に長期的な影響を与えるでしょう。数十億ド
ルの民間投資が呼び込まれることで、新たな技術革新が促進され、高品質な雇用が創出
され、宇宙分野における米国の技術的優位性がさらに確固たるものになります。特に、
月面への持続的なプレゼンスを確立するアルテミス計画や、火星への有人ミッションに
向けた技術開発が加速するでしょう。また、中小企業がこの成長市場で成功する機会が
増えることで、宇宙経済はより多様で活気に満ちたものになることが期待されます。こ
の戦略は、政府と民間の協力が、国家的な目標達成と経済成長を両立させる成功モデル
となることを目指しています。

元記事: https://www.spaceconnectonline.com.au/nasa/7167-nasa-us-small-business-agency-launch-

investment-push-to-strengthen-space-industrial-base

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.spaceconnectonline.com.au/nasa/7167-nasa-us-small-business-agency-launch-investment-push-to-strengthen-space-industrial-base
https://www.spaceconnectonline.com.au/nasa/7167-nasa-us-small-business-agency-launch-investment-push-to-strengthen-space-industrial-base


#24 韓国Space LiinTech、Starlab商業宇宙ステーションの
ペイロード確保、AI駆動型微小重力製薬研究を推進

概要

韓国の宇宙バイオ製薬企業Space LiinTechは、Starlab商業宇宙ステーションでAIを活用
した微小重力製薬研究を進めるためのペイロードスペースを確保しました。この戦略
的合意は、微小重力下でのAI対応研究・製造能力の開発を支援し、医薬品開発の加

速、実験精度の向上、および低軌道経済への国際的な参加拡大を目指します。この取
り組みは、宇宙での医薬品研究に革命をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年07月08日  Starlab Space LLC  韓国



詳細

主要成果

韓国を拠点とする宇宙バイオ製薬企業Space LiinTechは、Starlab商業宇宙ステーション
上で、人工知能（AI）を活用した微小重力下での医薬品研究を推進するためのペイロー
ドスペースを確保しました。この画期的な合意は、微小重力環境でのAI対応研究・製造
能力の開発を加速させ、医薬品開発の効率化と精度向上に貢献し、低軌道（LEO）経済
への国際的な参画を拡大するものです。

技術・臨床詳細

Space LiinTechが計画する研究は、微小重力環境がタンパク質の結晶化や細胞培養、材
料科学に与えるユニークな影響を利用するものです。AIは、これらの微小重力実験の設
計、データ解析、および結果の予測において中心的な役割を果たします。例えば、AI

は、地上の重力環境では困難な高品質なタンパク質結晶の成長条件を最適化し、新薬候
補分子のスクリーニングを高速化することができます。また、微小重力下での細胞の挙
動変化を解析し、疾患モデルの理解や再生医療への応用可能性を探ります。Starlab商業
宇宙ステーションは、このような先端研究に必要な安定した微小重力環境と、実験の自
動化およびデータ伝送のための堅牢なインフラを提供します。Space LiinTechは、AIア
ルゴリズムを継続的に最適化し、微小重力下での実験プロトコルを洗練させることで、
地上では不可能な創薬のブレークスルーを目指します。

背景・業界文脈

宇宙空間、特に微小重力環境は、生命科学と材料科学の研究において、地球上では得ら
れない独自の物理的・生物学的条件を提供します。近年、国際宇宙ステーション
（ISS）での研究を通じて、微小重力が創薬、再生医療、バイオマテリアル開発に新た
な視点をもたらす可能性が示されてきました。Space LiinTechのような民間企業が商業
宇宙ステーションを利用することで、より多くの企業が宇宙での研究開発にアクセスで
きるようになり、宇宙経済の拡大を牽引しています。AI技術の統合は、実験の効率性と
複雑性を劇的に向上させ、宇宙研究の商業的価値を最大限に引き出すための鍵となりま
す。



今後の展望

Space LiinTechのStarlabでの活動は、宇宙における医薬品開発の新たなフロンティアを
開拓するものです。初期の研究成果は、高品質なタンパク質結晶の生成、難病に対する
新たな治療標的の特定、そして宇宙空間でのバイオ製造プロセスの最適化など、多岐に
わたる医薬品イノベーションにつながる可能性があります。この成功は、他のバイオ製
薬企業にも宇宙での研究開発を促し、将来的に軌道上に医薬品製造施設が構築される可
能性も示唆しています。Space LiinTechは、この取り組みを通じて、宇宙経済における
バイオ製薬分野のリーダーシップを確立し、人類の健康と宇宙探査の持続可能性に貢献
することを目指します。

元記事: https://starlab-space.com/press-releases/space-liintech-reserves-payload-space-aboard-starlab-

to-advance-ai-driven-pharmaceutical-research-in-microgravity/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://starlab-space.com/press-releases/space-liintech-reserves-payload-space-aboard-starlab-to-advance-ai-driven-pharmaceutical-research-in-microgravity/
https://starlab-space.com/press-releases/space-liintech-reserves-payload-space-aboard-starlab-to-advance-ai-driven-pharmaceutical-research-in-microgravity/


#25 NASA/MSFC、Southern Research Institutionと提携
しSLS推進システム用グラファイトスロート材料の物性デ
ータベースを開発

概要

NASAマーシャル宇宙飛行センター（MSFC）は、Southern Research Institution（SRI）

と提携し、Space Launch System (SLS) の推進システム、特に固体ロケットブースター
やブースター分離モーター（BSM）に使用されるグラファイトスロート材料の物性デ
ータベースを開発しています。SRIは、新しいグレードのグラファイト材料の特性評価

において、他施設では再現できない独自の試験能力を有しており、SLSの安全性と性能
を確保するために不可欠な高精度データを提供します。この協力は、次世代宇宙輸送
システムの信頼性向上に貢献します。

公開日 2026年07月06日  SAM.gov  アメリカ



詳細

主要成果

NASAマーシャル宇宙飛行センター（MSFC）は、Southern Research Institution（SRI）
との緊密な協力のもと、Space Launch System（SLS）の推進システムに使用されるグラ
ファイトスロート材料の包括的な物性データベースを開発しています。特に、固体ロケ
ットブースター（SRB）やブースター分離モーター（BSM）に適用されるグラファイト
材料の試験と分析に重点が置かれており、SLSの安全性と性能確保に不可欠な精密デー
タを提供します。

技術・臨床詳細

SLSのような大型ロケットの固体ロケットモーターでは、ノズル内部のスロート部が、
燃料の燃焼によって発生する数千度の高温ガスと高い侵食性に晒されます。この過酷な
環境に耐えるため、スロート部には特殊なグラファイト材料が使用されます。SRIは、
このグラファイト材料の物性（熱伝導率、熱膨張係数、機械的強度、侵食耐性など）
を、極めて正確かつ再現性高く評価するための独自の試験設備と専門知識を有していま
す。彼らの能力は、既存のグラファイト材料の特性を詳細に把握するだけでなく、次世
代のより高性能なグラファイト材料の候補を評価する上でも重要です。SRIの試験能力
は、特に高温、高圧、高速ガス流といった極限環境下での材料挙動を正確にシミュレー
トし、実環境に近いデータを提供できる点で、他の追随を許しません。このデータベー
スは、SLSの設計、性能予測、および寿命評価に不可欠なインプットとなり、ロケット
の運用中の信頼性を最大化します。

背景・業界文脈

NASAのSLSは、アルテミス計画の中核をなす有人深宇宙探査ロケットであり、人類を再
び月に送り込み、さらには火星へと向かうための基盤となります。SLSのようなミッシ
ョンクリティカルなシステムでは、構成要素の一つ一つの信頼性が全体の成功を左右し
ます。特に推進システム材料は、ロケットの性能と安全性を直接的に決定するため、そ
の特性を完全に理解することが不可欠です。SRIのような研究機関との提携は、NASAが
外部の専門知識と最先端の試験能力を活用し、コスト効率よく、かつ最高水準の技術的
要件を満たすための戦略です。このような協力は、米国の宇宙産業のサプライチェーン
全体の能力向上にも寄与します。



今後の展望

グラファイトスロート材料の物性データベースの開発は、SLSの継続的なアップグレー
ドと将来の派生モデルの設計に重要な影響を与えるでしょう。SRIの独自の試験能力と
専門知識は、SLSだけでなく、他の次世代宇宙推進システムや極超音速航空機の材料開
発にも応用される可能性があります。このプロジェクトを通じて得られる知見は、高
温・高圧環境で動作する材料科学のフロンティアを拡大し、宇宙輸送システムの安全
性、効率性、そして経済性を向上させるための新たな道を切り開くことになります。最
終的には、人類の深宇宙への進出を加速させる上で不可欠な技術的基盤を強化するでし
ょう。

元記事: https://sam.gov/workspace/contract/opp/ef638175c3113ee4a26b2b72d59e2d1d/view

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://sam.gov/workspace/contract/opp/ef638175c3113ee4a26b2b72d59e2d1d/view


#26 JAXA、2030年代実用化目指し再利用型ロケット
「RV-X」打ち上げ試験で機体誘導・着陸制御技術と耐熱
金属材料適合性を検証

概要

宇宙航空研究開発機構（JAXA）は、2030年代初頭の実用化を目指し、再利用可能なロ

ケット技術確立のため実験用再利用ロケット（RV-X）の打ち上げ試験を実施する予定
です。この試験では、機体の誘導・着陸制御技術と、打ち上げ時の高温に耐えうる金
属材料の適合性が段階的に検証されます。JAXAの取り組みは、打ち上げコストを大幅

に削減し、SpaceXに続く再利用ロケット開発競争において日本の競争力を高める重要
な一歩となります。

公開日 2026年07月10日  Seoul Economic Daily  日本



詳細

主要成果

宇宙航空研究開発機構（JAXA）は、2030年代初頭の再利用可能ロケットの実用化に向
けて、実験用再利用ロケット「RV-X」の打ち上げ試験を計画しています。この試験で
は、ロケットの機体誘導・着陸制御技術の確立と、大気圏再突入および打ち上げ時の極
高温に耐えうる金属材料の適合性が段階的に検証されます。この取り組みは、日本の宇
宙輸送コストを劇的に削減し、グローバルな競争力を強化する上で不可欠です。

技術・臨床詳細

RV-X試験の主要な目的は、再利用可能なロケットが垂直に離陸し、宇宙空間を飛行した
後、再び垂直に着陸する「VTVL（Vertical Take-off, Vertical Landing）」技術の実証で
す。この技術には、高精度な推力制御、空気力学的な安定性、そして複雑なGNC（誘
導・航法・制御）システムが不可欠です。試験を通じて、JAXAはこれらの制御アルゴリ
ズムとセンサーシステムの性能を検証し、着陸時の姿勢制御や精密な目標地点への誘導
能力を評価します。また、回収された機体やエンジン部品は、打ち上げ時や再突入時に
極端な熱と圧力に晒されるため、その構造を維持するための耐熱金属材料の適合性が極
めて重要です。具体的には、ニオブ合金や超合金、セラミックス基複合材料（CMC）な
どが候補として検討されており、RV-X試験ではこれらの材料が実際の飛行環境でどのよ
うに挙動するかを評価し、長期的な再利用に耐えうるかを段階的に確認します。特に、
エンジンノズルや熱シールドといった高温部位の材料劣化メカニズムを詳細に分析する
ことで、耐久性の高い設計を確立します。

背景・業界文脈

SpaceXによるFalcon 9ロケットの成功は、再利用可能なロケットが宇宙輸送のコスト構
造を根本的に変え、打ち上げ市場に革命をもたらすことを証明しました。世界中の宇宙
機関や民間企業が、これに続き再利用可能なロケット技術の開発に注力しており、国際
的な競争は激化しています。日本も、H3ロケットの後継機として再利用可能なシステム
を開発することで、国内の宇宙産業の競争力を高め、将来の宇宙活動における自律性を
確保しようとしています。JAXAのRV-Xプロジェクトは、この国家戦略の中核をなすも
のであり、将来の有人宇宙活動や、多様な衛星打ち上げニーズに対応するための基盤を
築くものです。



今後の展望

RV-X試験の成功は、JAXAが2030年代初頭に目指す次世代再利用可能ロケットの実用化
に向けた決定的な一歩となるでしょう。この技術が確立されれば、打ち上げコストが現
在の10分の1以下に削減される可能性があり、宇宙へのアクセスが大幅に民主化されま
す。これにより、新たな宇宙ビジネスの創出、宇宙科学探査の活発化、そして月や火星
への有人ミッションの実現可能性が高まります。また、再利用可能なロケット技術の確
立は、日本の宇宙産業が国際市場でより強力なプレーヤーとなるための重要な要素であ
り、将来の宇宙経済における日本の地位を確固たるものにするでしょう。JAXAの挑戦
は、宇宙のフロンティアを拡大し、人類の未来を形作る上で重要な貢献となることが期
待されます。

元記事: https://en.sedaily.com/international/2026/07/10/japan-tests-reusable-rocket-taking-on-spacex

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://en.sedaily.com/international/2026/07/10/japan-tests-reusable-rocket-taking-on-spacex


#27 中国、再利用型ロケット「Long March-10B」第1段
の回収に成功し打ち上げコスト大幅削減へ

概要

中国は、新型再利用型ロケット「Long March-10B」の第1段の回収に初めて成功し、
再利用ロケット技術において画期的な進展を遂げました。この成功は、SpaceXのよう
な世界のリーダーに追いつくという中国の野心にとって重要な一歩であり、将来の打

ち上げコストを最大90%削減する可能性を秘めています。この再利用可能な構成のロ
ケットは、最大16,000kgのペイロードを低軌道に打ち上げることができ、中国の宇宙
開発プログラムに新たな競争力をもたらします。

公開日 2026年07月10日  Business Insider  中国



詳細

主要成果

中国は、新型再利用型ロケット「Long March-10B」（長征10B）の第1段の回収に初め
て成功し、再利用可能なロケット技術において画期的なマイルストーンを達成しまし
た。この快挙は、宇宙大国としての中国の地位を確固たるものにし、SpaceXのような国
際的なリーダーに追いつき、さらには追い越すという中国の壮大な野心にとって極めて
重要な一歩となります。この技術は、将来の宇宙ミッションにおける打ち上げコストを
劇的に削減する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

Long March-10Bロケットは、液化天然ガス（LNG）と液体酸素（LOX）を推進剤とする
新型ロケットであり、再利用可能な構成で最大16,000kgのペイロードを低軌道（LEO）
に打ち上げる能力を持っています。今回の試験では、第1段ブースターが軌道到達後に
地球に帰還し、正確に指定された着陸地点へ垂直に着陸する「VTVL（Vertical Take-off,

Vertical Landing）」技術の実証に成功しました。これは、高度なGNC（誘導・航法・制
御）システム、精密な推力制御、および耐熱材料と構造設計の最適化を必要とします。
再利用可能なロケットの最大の利点は、使い捨てロケットと比較して打ち上げコストを
大幅に削減できる点にあります。中国は、第1段の再利用により、最大90%の打ち上げ
コスト削減を目指しており、これは宇宙産業全体の経済性を根本的に変える可能性を秘
めています。

背景・業界文脈

再利用可能なロケット技術は、過去10年間で宇宙輸送の最も重要なイノベーションの一
つとして浮上しました。SpaceXがFalcon 9ロケットでこの技術を商業的に成功させて以
来、世界中の宇宙機関や企業がその追随を試みています。中国は、宇宙ステーションの
建設、月・火星探査ミッション、そして独自の衛星コンステレーションの展開といった
野心的な宇宙プログラムを進めており、これらの目標達成には、安価で信頼性の高い宇
宙輸送が不可欠です。Long March-10Bの成功は、中国が宇宙分野における技術的自立
と競争力強化を目指す国家戦略「宇宙夢（Space Dream）」の一環であり、米国との宇
宙競争において重要な一手となります。



今後の展望

Long March-10Bロケットの第1段回収成功は、中国の宇宙開発プログラムに計り知れな
い影響を与えるでしょう。この技術をさらに成熟させることで、中国は将来的に月や火
星への有人ミッション、大規模な宇宙ステーションの維持、そして商業衛星打ち上げ市
場でのシェア拡大に向けて、より強力な足がかりを築くことができます。打ち上げコス
トの大幅な削減は、宇宙空間での活動をよりアクセスしやすくし、新たな科学的探査や
商業的機会を促進するでしょう。今後、中国はLong March-10Bの完全な再利用性と運
用信頼性の確立に向けたさらなる試験と開発を進め、世界の宇宙産業における主要なプ
レーヤーとしての地位を不動のものにするものと見られています。

元記事: https://www.businessinsider.com/watch-china-land-reusable-rocket-long-march-spacex-2026-7

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businessinsider.com/watch-china-land-reusable-rocket-long-march-spacex-2026-7


#28 arXivに二重衛星協調軟X線偏光観測用CubeSat電子シ
ステム設計のプレプリントが公開

概要

arXivに、二重衛星協調軟X線偏光観測のための高信頼性CubeSatペイロード電子システ
ム設計に関するプレプリントが公開されました。このシステムは、ガスマイクロチャ
ネルピクセル検出器（GMPD）とTopmetal-Lセンサーをコアコンポーネントとして統

合し、高集積で低ノイズのペイロードハードウェアプラットフォームを形成します。
電力管理、データ処理、および衛星放送データの統合機能が詳細に説明されており、
今後の軟X線天文学研究に貢献することが期待されます。

公開日 2026年07月07日  arXiv  グローバル



詳細

主要成果

学術プレプリントサーバーarXivにて、二重衛星協調軟X線偏光観測ミッションに向け
た、高信頼性CubeSatペイロード電子システムの設計に関する詳細な研究論文が公開さ
れました。この革新的なシステムは、ガスマイクロチャネルピクセル検出器（GMPD）
とTopmetal-Lセンサーを中核コンポーネントとして統合し、軟X線偏光観測のための高
集積かつ低ノイズのハードウェアプラットフォームを提供します。

技術・臨床詳細

提案されているCubeSat電子システムは、以下の主要な機能ブロックから構成されてい
ます。

**ガスマイクロチャネルピクセル検出器（GMPD）:** 軟X線光子の偏光情報を検出す
るための主要なセンサーであり、高空間分解能と高い偏光感度を特徴とします。

**Topmetal-Lセンサー:** GMPDからの信号を読み出し、高精度なアナログ・デジタル
変換を行うための、低ノイズかつ高速な電子読み出し回路。

**電力管理ユニット（PMU）:** 太陽電池アレイからの電力を効率的に収集し、ペイ
ロード内の各コンポーネントに安定した電源を供給するためのシステム。過電圧・過
電流保護、バッテリー充電制御機能も備えています。

**データ処理ユニット（DPU）:** 検出器から送られる大量のデータをリアルタイム
で処理し、不要なノイズを除去し、偏光情報を抽出するための高性能プロセッサ。エ
ラー訂正機能も含まれます。

**通信モジュール:** 処理された科学データとテレメトリーデータを地球局へダウン
リンクし、コマンドをアップリンクするための堅牢な無線通信システム。二重衛星間
での協調観測を可能にする衛星間通信機能も設計に盛り込まれています。

このシステム設計は、CubeSatという小型プラットフォームの制約内で、複雑な科学ミ
ッションを遂行するための高い集積度、低消費電力、そして放射線耐性といった宇宙グ
レードの要件を満たすよう最適化されています。二重衛星での協調観測により、単一衛
星では困難な軟X線源の詳細な偏光解析が可能となり、宇宙の磁場構造や高エネルギー
現象の理解が深まります。



背景・業界文脈

軟X線偏光観測は、ブラックホール周辺の降着円盤、超新星残骸、中性子星、活動銀河
核など、宇宙の極限環境における磁場構造や粒子加速メカニズムを解明するための強力
なツールです。しかし、軟X線偏光を正確に測定するには、非常に感度の高い検出器
と、地球大気の吸収を避けるための宇宙空間での観測が必要です。近年、CubeSatの技
術進歩により、低コストで迅速な宇宙ミッションの展開が可能になり、これまで大型衛
星でしか実現できなかった科学観測が、より小さなプラットフォームで試みられるよう
になりました。二重衛星による協調観測は、従来の大型衛星では実現が難しかった空間
分解能と時間分解能を組み合わせた、新たな観測戦略を提供します。

今後の展望

このCubeSat電子システムの設計は、将来の軟X線偏光観測ミッション、特にコスト効
率の高いコンステレーションミッションの実現に向けた重要な技術的基盤を提供しま
す。プレプリントで提案された設計は、今後の実機開発と軌道上実証を通じてその有効
性が検証されることになります。成功すれば、この技術は軟X線天文学の分野に新たな
扉を開き、宇宙の高エネルギー現象や磁気的相互作用に関する理解を深める上で画期的
なデータを提供することが期待されます。また、小型衛星プラットフォームでの先端科
学ミッションの可能性をさらに広げることに貢献するでしょう。

元記事: https://arxiv.org/html/2607.04844v1

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2607.04844v1


#29 SpaceX、Starlink V3技術流用でAI特化型衛星
「Starmind AI1」の詳細公開、軌道上コンピューティング
推進

概要

SpaceXは、AI特化型衛星コンステレーション「Starmind」のAI1衛星に関する詳細を公

開しました。AI1は、AIワークロードを大規模に実行するために設計された軌道上のコ
ンピューティングノードであり、Starlink V3のバス技術（ソーラーセルや衛星間レーザ
ーリンクを含む）を再利用しています。この設計は、AIチップ技術の進化に合わせて

コンピューティングモジュールを交換できる「ベンダーに依存しない」アプローチを
採用しており、宇宙AIインフラのコスト効率と柔軟性を大幅に向上させることが期待
されます。

公開日 2026年07月09日  BASENOR  アメリカ



詳細

主要成果

SpaceXは、同社が計画するAI特化型衛星コンステレーション「Starmind」における最初
の衛星「AI1」の詳細な設計概念を公開しました。AI1衛星は、軌道上で大規模な人工知
能（AI）ワークロードを実行するために特別に設計された、革新的なコンピューティン
グノードであり、既存のStarlink V3衛星の堅牢なバス技術を再利用しています。この戦
略は、宇宙AIインフラの展開を加速し、コスト効率を劇的に向上させることを目指して
います。

技術・臨床詳細

Starmind AI1衛星は、そのコアテクノロジーにおいて、Starlink V3衛星の成熟したプラ
ットフォームを最大限に活用しています。これには、高効率なソーラーセルによる電力
供給システム、そして広帯域かつ低遅延なデータ転送を可能にする衛星間レーザーリン
クが含まれます。AI1の最大の特徴は、AIコンピューティングモジュールが「ベンダー
に依存しない」形で設計されている点です。これは、特定のAIチップメーカーに限定さ
れず、市場で最も性能の高いAIアクセラレータやプロセッサを、その進化に合わせて柔
軟に選択・交換できることを意味します。これにより、AIチップ技術の急速な進歩を宇
宙空間でリアルタイムに活用することが可能になります。さらに、AI1は、宇宙の過酷
な放射線環境に対応するため、ソフトウェアレベルでの耐故障性メカニズム（エラー訂
正コード、冗長処理など）を統合し、商用オフザシェルフ（COTS）の高性能AIチップの
信頼性を確保します。このような設計アプローチにより、AI1は、地球観測データのリ
アルタイム解析、宇宙交通管理、自律型宇宙船の意思決定支援など、多岐にわたるAIア
プリケーションを軌道上で直接実行できるようになります。

背景・業界文脈

近年、宇宙産業におけるAIの重要性は飛躍的に高まっています。しかし、従来の宇宙グ
レードのハードウェアは、開発コストが高く、性能が地上の最新チップに比べて劣ると
いう課題がありました。SpaceXのStarlinkコンステレーションがCOTS部品の活用と大規
模展開で成功を収めたように、Starmind AI1は、このパラダイムをAIコンピューティン
グに適用しようとするものです。軌道上でAI処理を行うことで、地球へのデータ転送に
かかる時間と帯域幅の制約を克服し、リアルタイムでのインサイト抽出や意思決定を可
能にします。これは、宇宙データ利用の新たな時代を切り開き、宇宙経済のさらなる成
長を促進する上で不可欠なステップです。



今後の展望

Starmind AI1衛星コンステレーションの展開は、宇宙AIコンピューティングの未来を形
作る上で極めて重要な役割を果たすでしょう。SpaceXのこのベンダーに依存しないアプ
ローチは、AIチップ技術の急速な進化を宇宙アプリケーションに迅速に統合できるた
め、宇宙空間でのAIの能力を継続的に向上させることが可能になります。将来的には、
Starmindのようなコンステレーションが、地球のAIインフラと連携し、宇宙と地上のデ
ータ処理能力を融合させた「ハイブリッドAIエコシステム」を構築する可能性がありま
す。これは、気候変動モデリング、災害予測、そして深宇宙探査における自律性向上な
ど、人類が直面する最も複雑な課題に対する新たな解決策を生み出すことに貢献すると
期待されます。SpaceXのこの挑戦は、宇宙を新たなコンピューティングフロンティアと
して確立するための決定的な一歩となるでしょう。

元記事: https://www.basenor.com/blogs/news/spacex-starmind-ai-satellite-every-key-question-

answered

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.basenor.com/blogs/news/spacex-starmind-ai-satellite-every-key-question-answered
https://www.basenor.com/blogs/news/spacex-starmind-ai-satellite-every-key-question-answered


#30 MDPIが5G CubeSat通信向け波形ビバルディアンテナ
アーキテクチャを発表、サブ6GHz帯で広帯域性と偏波純
度向上を検証

概要

学術誌MDPIに、5G CubeSat通信向けの革新的な波形ビバルディアンテナアーキテクチ

ャに関する研究論文が発表されました。この研究は、サブ6 GHz帯での実験的検証とミ
リ波シミュレーションのスケーリングを通じて、広帯域性と偏波純度の顕著な向上を
実証しています。この技術は、小型衛星での高データレート通信を可能にし、次世代

の宇宙通信インフラの基盤となる可能性を秘めています。

公開日 2026年07月02日  MDPI  グローバル



詳細

主要成果

学術出版社のMDPIから、5G CubeSat通信向けに最適化された波形ビバルディアンテナ
アーキテクチャに関する研究論文が発表されました。この画期的な研究は、サブ6 GHz
帯での実験的検証とミリ波帯でのシミュレーションスケーリングを通じて、アンテナの
広帯域特性と偏波純度の両方において顕著な改善を達成したことを示しています。これ
は、小型衛星における高データレート通信の課題に対する重要な解決策を提供します。

技術・臨床詳細

波形ビバルディアンテナは、そのテーパー状の構造により、非常に広い周波数範囲で動
作できる特性を持っていますが、本研究では、アンテナのエッジに波形（コルゲート）
構造を導入することで、さらなる性能向上を図っています。この波形構造は、アンテナ
の電流分布を最適化し、望ましくないサイドローブ（副次的な放射パターン）を抑制
し、クロス偏波放射を低減する効果があります。結果として、アンテナの指向性が向上
し、送信および受信される信号の偏波純度が高まります。研究では、サブ6 GHz帯域で
のプロトタイプアンテナを用いた実験的検証が行われ、広範な帯域幅（例えば、数百
MHzから数GHz）にわたって安定した放射パターンと高い偏波純度が得られることが実
証されました。さらに、ミリ波帯（20 GHz以上）でのシミュレーションスケーリングに
より、このアーキテクチャが高周波数帯域でも同様の優れた性能を発揮する可能性が示
されており、将来の5GおよびB5G（Beyond 5G）宇宙通信システムへの応用が期待され
ます。

背景・業界文脈

5G技術の進化は、地上だけでなく宇宙通信にも大きな影響を与えています。CubeSatの
ような小型衛星は、低コストで迅速に打ち上げられるため、地球観測、IoT通信、ブロ
ードバンドインターネット提供など、多様なミッションに利用が拡大しています。しか
し、小型衛星のサイズと質量制限は、アンテナの性能、特に広帯域幅と高利得の実現に
大きな課題をもたらしていました。5G通信では、より多くのデータをより高速で送受信
するために、広帯域性と高いスペクトル効率が不可欠です。本研究で提案された波形ビ
バルディアンテナは、これらの要求を満たすコンパクトで高性能なソリューションを提
供し、小型衛星における5G通信の実現可能性を大きく高めます。



今後の展望

この波形ビバルディアンテナアーキテクチャの研究成果は、次世代のCubeSatおよび小
型衛星の通信システム設計に直接的な影響を与えるでしょう。特に、低軌道（LEO）コ
ンステレーションにおける高速データ伝送、衛星間通信、そして地上5Gネットワークと
のシームレスな統合において、その価値が発揮されると期待されます。今後は、軌道上
での実証試験を通じて、このアンテナの実環境での性能と信頼性を検証することが重要
なステップとなるでしょう。成功すれば、この技術は、宇宙通信のデータレートを大幅
に向上させ、宇宙経済のさらなる発展に貢献し、地上と宇宙をつなぐ通信インフラの進
化を加速させる鍵となる可能性があります。

元記事: https://www.mdpi.com/2673-4001/7/4/83

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2673-4001/7/4/83


#31 Google CloudとNvidiaが宇宙データセンター構想を
推進：AI計算需要の地球外解決策を提示

概要

AI計算需要の爆発的な増加に伴い、地球上データセンターの限界を解決するため、
GoogleのProject SuncatcherやNvidiaによる宇宙ベースAIシステムの開発が加速してい
ます。軌道上データセンターは、無制限の太陽エネルギー、自然冷却、低レイテンシ

ー通信の可能性を提供することで、次世代AIインフラの基盤となり得ます。この動き
は、耐放射線チップ、熱管理システム、レーザー通信といった宇宙特有の技術革新を
促進し、宇宙産業に新たな巨大市場を創出すると期待されます。

公開日 2026年07月02日  Space Economy Institute  アメリカ



詳細

主要成果

Google Cloudは「Project Suncatcher」を通じて、Nvidiaも宇宙ベースAIシステムの開発
を推進しており、AI計算能力に対する地球上の制約を宇宙空間で解決する軌道上データ
センターの実現に向けた具体的な動きが活発化しています。これにより、無制限の太陽
エネルギー、効率的な熱管理、そして将来的には低レイテンシー通信による新たなAIイ
ンフラの構築が目指されています。

技術・臨床詳細

現在の地球上データセンターは、電力消費、冷却用水、設置場所の確保といった課題に
直面しており、AIモデルの複雑化と大規模化に伴い、これらの問題は一層深刻化してい
ます。軌道上データセンターは、真空と極低温の宇宙環境を自然冷却に利用でき、太陽
光発電により持続可能なエネルギー供給が可能です。また、地上の光ファイバー網の制
約を受けないレーザー通信を活用することで、超高速データ転送が期待されます。
Nvidiaは、宇宙の過酷な放射線環境に耐えうる耐放射線チップの開発にも注力してお
り、これは宇宙でのAI運用における基盤技術となります。これらの技術は、地球観測、
宇宙探査、地球外データ処理など多岐にわたる応用が想定されています。

背景・業界文脈

宇宙データセンターの構想は以前から存在しましたが、近年におけるAI技術の急速な進
化とそれに伴う計算需要の急増が、この構想を現実的なものとして再評価させていま
す。GoogleやNvidiaのような巨大IT企業がこの分野に参入することで、宇宙産業は従来
の政府主導の探査から、商業利用を目的とした新たなフェーズへと移行しつつありま
す。特に、耐放射線技術、先進的な熱管理、光通信技術の進展は、軌道上データセンタ
ーの実現に向けた重要なマイルストーンとなります。



今後の展望

今後、軌道上データセンターは、地球上のAIインフラを補完し、最終的には地球上のデ
ータ処理に革命をもたらす可能性があります。これにより、新たな宇宙経済の創出、デ
ータセキュリティの強化、そして人類の宇宙活動の拡大に大きく貢献することが期待さ
れます。民間企業による投資と技術開発が加速することで、宇宙空間が「次世代のデジ
タルフロンティア」となる日はそう遠くないかもしれません。

元記事: https://spaceeconomyinstitute.com/2026/07/02/orbital-data-centers-ai-computing-space-

economy/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://spaceeconomyinstitute.com/2026/07/02/orbital-data-centers-ai-computing-space-economy/
https://spaceeconomyinstitute.com/2026/07/02/orbital-data-centers-ai-computing-space-economy/


#32 中国CAS Space、110トン級再利用可能ロケットエン
ジン「Kinecore-2」の燃焼試験に成功

概要

中国の民間航空宇宙企業CAS Spaceは、再利用可能な液化酸素・ケロシンエンジン
「Kinecore-2」の長期間にわたる性能評価試験に成功しました。この110トン級エンジ
ンは、同社の次世代ロケットKinetica-2およびKinetica-2Hに搭載され、再利用可能ロケ

ット技術の商業化に向けた中国の重要な一歩となります。今回の成功は、中国が
SpaceXなどの先行企業に追いつき、将来の商業宇宙打ち上げ市場における競争力を高
める上で極めて重要です。

公開日 2026年07月02日  Modern Mechanics 24  中国



詳細

主要成果

中国の民間航空宇宙企業CAS Spaceは、再利用可能なロケットエンジン「Kinecore-2」
の主要な燃焼試験を成功裏に完了しました。この110トン級液化酸素・ケロシンエンジ
ンは、長期間にわたる性能評価を通じてその信頼性と効率性を証明し、同社の再利用可
能ロケット技術開発における大きなマイルストーンを達成しました。

技術・臨床詳細

Kinecore-2エンジンは、推力110トンを発揮する高性能な液化酸素・ケロシン推進シス
テムです。今回の試験では、エンジンの複数の起動・停止サイクル、推力調整能力、そ
して耐久性が検証されました。特に再利用性を考慮した設計が施されており、将来的に
複数のミッションでの再使用を目指しています。このエンジンは、CAS Spaceが開発を
進めるKinetica-2およびKinetica-2Hという再利用可能な中・大型ロケットの第1段ブース
ターに搭載される予定であり、これらのロケットは商業衛星打ち上げ市場でのサービス
提供を目指しています。

背景・業界文脈

再利用可能ロケット技術は、SpaceXのFalcon 9やStarshipに代表されるように、世界の
宇宙産業において打ち上げコストを大幅に削減し、打ち上げ頻度を向上させるための鍵
となっています。中国もこの分野で急速な技術開発を進めており、CAS Spaceはその主
要なプレイヤーの一つです。今回のKinecore-2エンジンの成功は、中国が国家目標とし
て掲げる宇宙強国化、特に商業宇宙利用の拡大に向けた重要なステップとなります。再
利用可能ロケット技術の確立は、国際的な宇宙輸送市場での競争力を高める上で不可欠
です。



今後の展望

Kinecore-2エンジンの開発成功は、CAS Spaceが目指すKineticaシリーズロケットの定期
的な商業打ち上げに道を開きます。これにより、中国の民間企業がより低コストで信頼
性の高い宇宙輸送サービスを提供できるようになり、衛星コンステレーションの構築や
宇宙ツーリズムなど、多様な商業宇宙活動の加速が期待されます。また、この技術的進
歩は、中国全体の宇宙開発能力を底上げし、将来の月探査や深宇宙ミッションにも応用
される可能性があります。

元記事: https://modernmechanics24.com/post/reusable-rocket-engine-firing-test/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://modernmechanics24.com/post/reusable-rocket-engine-firing-test/


#33 SpaceX、スターシップ「Ship 40」の全6基ラプター
エンジン静的燃焼試験に成功 — 13回目の試験飛行へ準備
完了

概要

SpaceXは、次期スターシッププロトタイプ「Ship 40」（Starship V3）の全6基のラプ

ターエンジン静的燃焼試験を成功させました。この重要なテストは、今後1ヶ月以内に
予定されているスターシップの13回目の完全スタック型試験飛行に向けて、システム
が完全に準備できていることを示すものです。この成功は、イーロン・マスク氏が掲

げる火星移住計画の実現に向けた、再利用可能超大型ロケット開発のマイルストーン
となります。

公開日 2026年07月02日  Space  アメリカ



詳細

主要成果

SpaceXは、開発中の超大型宇宙船スターシップの次期プロトタイプ「Ship 40」
（Starship V3）において、搭載されている全6基のラプターエンジンを使った静的燃焼
試験を成功させました。この試験は、スターシップの13回目の完全スタック型試験飛行
を、今後1ヶ月以内に行うための最終準備段階として実施されました。

技術・臨床詳細

今回の静的燃焼試験では、Ship 40に搭載された6基のラプターエンジンすべてが地上で
同時に点火され、規定の推力と燃焼時間を維持できるかどうかが検証されました。ラプ
ターエンジンは、液化メタンと液化酸素を推進剤とする高効率なフルフロー二段燃焼サ
イクルエンジンであり、SpaceXの再利用可能ロケット技術の中核を成しています。特
に、Starship V3は、過去のプロトタイプからの設計改善が盛り込まれており、エンジン
の統合とシステム全体の安定性が今回の試験で確認されました。この試験成功は、超大
型ロケットの複雑な推進システムを制御し、信頼性を確保する上で不可欠なプロセスで
す。

背景・業界文脈

スターシップは、SpaceXが火星への人類移住や月面探査、地球低軌道での大規模な宇宙
活動を実現するために開発している次世代の完全再利用可能宇宙輸送システムです。こ
れまでの試験飛行では、着陸や軌道投入のフェーズで課題に直面することもありました
が、データ収集と設計改良を繰り返すことで開発が着実に進められています。今回の成
功は、特に推進システムの信頼性向上と、今後の打ち上げ頻度向上に向けた重要なステ
ップとなります。スターシップの開発は、世界の宇宙開発におけるゲームチェンジャー
として注目されており、その進捗は宇宙産業全体に大きな影響を与えます。



今後の展望

静的燃焼試験の成功は、スターシップの13回目の試験飛行に向けた最終的なゴーサイン
の一つとなります。この試験飛行では、ブースターと宇宙船の分離、軌道投入、そして
再突入と着陸といった一連の複雑なシーケンスが検証される予定です。成功すれば、ス
ターシップの運用能力がさらに実証され、将来の月や火星へのミッション、あるいはス
ターリンク衛星の大規模な配備など、SpaceXの野心的な計画が現実味を帯びてきます。
この超大型再利用可能ロケットの確立は、宇宙へのアクセスを劇的に変える可能性を秘
めています。

元記事: https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/spacex-fires-up-all-6-of-

starships-engines-ahead-of-13th-test-flight-video

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/spacex-fires-up-all-6-of-starships-engines-ahead-of-13th-test-flight-video
https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/spacex-fires-up-all-6-of-starships-engines-ahead-of-13th-test-flight-video


#34 LambdaVision、ISSで人工網膜の微小重力製造に成功
— 地上製造品を上回る均一性と光学性能を実現

概要

バイオテクノロジー企業LambdaVisionは、国際宇宙ステーション（ISS）において、微
小重力下で高品質な人工網膜の製造に成功しました。宇宙で製造された人工網膜は、
地球上での製造品と比較して、均一性、光学性能、再現性が大幅に向上し、必要な原

料消費量も少ないことが確認されました。この画期的な成果は、網膜変性疾患患者へ
の治療提供を加速し、医薬品製造における宇宙空間利用の大きな可能性を示唆してい
ます。

公開日 2026年07月02日  Retinal Physician  アメリカ



詳細

主要成果

バイオテクノロジー企業LambdaVisionは、国際宇宙ステーション（ISS）を利用した微
小重力環境下で、人工網膜の製造を成功させました。この宇宙で製造された人工網膜
は、地球上で製造されたものに比べて、均一性、光学性能、そして再現性において顕著
な改善が見られ、さらに原料の消費量も少ないことが実証されました。

技術・臨床詳細

LambdaVisionが開発する人工網膜は、バクテリオロドプシンという光活性タンパク質を
用いた多層構造をしており、視覚障害のある患者の視力回復を目指します。地球上では
重力の影響により、多層構造を精密に積層する際に層の不均一性や沈降の問題が生じや
すく、これが製品の品質や再現性を低下させる要因となっていました。しかし、微小重
力環境では、これらの重力に起因する影響が排除されるため、より均一で密度の高い層
を形成することが可能となりました。今回のISSでの製造試験では、光学性能を示す指
標が地上製造品を大幅に上回ることが示され、これは光を電気信号に変換する効率が高
いことを意味します。また、必要な材料の量が少ないことも、製造コストの削減と資源
効率の向上に寄与します。

背景・業界文脈

網膜変性疾患は、世界中で何百万もの人々が罹患しており、有効な治療法が限られてい
るアンメット・メディカル・ニーズが高い分野です。人工網膜の開発は、これらの患者
の視力を取り戻すための有望なアプローチとされています。しかし、その精密な製造に
は高い技術的ハードルがありました。LambdaVisionは、宇宙環境が提供するユニークな
条件が、この製造課題を克服する可能性を秘めていることに着目し、ISSでの研究開発
を積極的に進めてきました。宇宙での医薬品製造は、これまでもタンパク質結晶化など
でその優位性が示されてきましたが、人工臓器や組織の製造においてもその可能性が広
がっています。



今後の展望

LambdaVisionは、ISSでの研究を継続し、人工網膜の製造プロセスをさらに最適化する
計画です。将来的には、商業宇宙ステーションの活用も視野に入れており、宇宙空間で
の医薬品および医療機器製造の本格的な商業化を目指します。この技術が確立されれ
ば、網膜変性疾患の治療における新たな選択肢となり、患者さんの生活の質を大きく改
善することが期待されます。また、宇宙空間での高度なバイオ製造技術の確立は、再生
医療分野全体に革新をもたらし、地球上の製造では達成困難な高品質な製品提供への道
を開くでしょう。

元記事: https://www.retinalphysician.com/news/2026/biotech-uses-space-to-manufacture-artificial-

retinas/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.retinalphysician.com/news/2026/biotech-uses-space-to-manufacture-artificial-retinas/
https://www.retinalphysician.com/news/2026/biotech-uses-space-to-manufacture-artificial-retinas/


#35 オバーン大学とNASA、微小重力下で液体インク不要
の「Dry ANM」電子機器印刷技術を実証

概要

オバーン大学とNASAマーシャル宇宙飛行センターの研究者らが、微小重力下で導電性
金属構造を液体インクなしで印刷する「乾燥積層ナノ製造（Dry ANM）」プラットフ
ォームの実証に成功しました。この革新的な技術は、長期間の宇宙ミッションにおい

てオンデマンドで電子機器を製造する能力を大きく向上させ、宇宙飛行士の自律性と
ミッションの持続可能性に貢献します。宇宙環境における新たな製造アプローチとし
て、今後の展開が注目されます。

公開日 2026年07月02日  3D Printing Industry  アメリカ



詳細

主要成果

オバーン大学とNASAマーシャル宇宙飛行センターの研究チームは、液体インクを必要
とせずに微小重力環境下で導電性金属構造を印刷する「乾燥積層ナノ製造（Dry
Additive Nanomanufacturing, Dry ANM）」プラットフォームの実証に成功しました。
この画期的な技術は、宇宙でのオンデマンド電子機器製造に新たな道を開きます。

技術・臨床詳細

Dry ANMプラットフォームは、真空中で導電性金属材料を堆積させることで、液体イン
クや溶剤を必要とせず、微小重力下でも高精度な電子回路やコンポーネントを直接製造
できるのが特徴です。従来の3Dプリンティング技術が液体インクの重力による流動や乾
燥の問題に直面するのに対し、Dry ANMはこれらの制約を受けません。具体的には、こ
の技術は、長期間の宇宙ミッションにおいて、故障した電子部品の交換や、ミッション
の要件に応じた新たな電子機器の製造をその場で行うことを可能にします。これによ
り、地球からの補給に依存することなく、宇宙飛行士や探査機の自律性を大幅に向上さ
せることができます。また、この技術で製造される導電性構造は、高い電気的特性と耐
久性を持ち、宇宙の過酷な環境にも耐えうることが期待されます。

背景・業界文脈

長期的な宇宙ミッション、特に月や火星への有人探査では、地球から持ち込む物資の量
には厳格な制限があります。そのため、宇宙空間で必要な部品やツールを製造する「そ
の場製造（In-Situ Manufacturing）」技術が極めて重要視されています。NASAは、この
分野の研究開発に多大な投資を行っており、Dry ANMのような先進的な製造技術はその
中核を成します。従来の宇宙製造技術が、主に大型構造物や工具の製造に焦点を当てて
いたのに対し、Dry ANMは精密な電子機器の製造を可能にする点で、新たなフロンティ
アを開拓するものです。



今後の展望

Dry ANM技術の実証成功は、将来の宇宙ミッションにおいて、電子機器の製造、修理、
アップグレードのあり方を根本的に変える可能性を秘めています。これにより、宇宙飛
行士はより高い自律性を持って活動できるようになり、ミッションの柔軟性と持続可能
性が向上します。また、この技術は、月面基地や火星探査基地におけるインフラ構築、
宇宙望遠鏡や衛星のオンデマンド製造など、多岐にわたる応用が期待されます。研究チ
ームは、今後さらに技術の成熟度を高め、実用化に向けた開発を進めていくと見られま
す。

元記事: https://3dprintingindustry.com/news/auburn-university-and-nasa-demonstrate-inkless-

electronics-printing-in-microgravity-252755/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://3dprintingindustry.com/news/auburn-university-and-nasa-demonstrate-inkless-electronics-printing-in-microgravity-252755/
https://3dprintingindustry.com/news/auburn-university-and-nasa-demonstrate-inkless-electronics-printing-in-microgravity-252755/


#36 中国「長征10B」ロケット、史上初の軌道上打ち上げ
で第1段ブースター洋上着陸・回収に成功

概要

中国の「長征10B」ロケットが、軌道上打ち上げ試験において第1段ブースターを洋上
プラットフォームへの垂直着陸・回収に成功しました。これは中国にとって初の軌道
級ブースター制御回収であり、再利用可能ロケット技術における歴史的なブレークス

ルーを意味します。今回の成功は、中国の宇宙産業が打ち上げコスト削減と頻度向上
に向けて大きく前進し、国際的な宇宙競争における中国の地位を強化するものです。

公開日 2026年07月10日  Space  中国



詳細

主要成果

中国の新型ロケット「長征10B」が、軌道上打ち上げ試験の一環として、第1段ブースタ
ーの洋上プラットフォームへの垂直着陸および回収に成功しました。これは、中国が軌
道級のロケットブースターを制御して回収した史上初の事例であり、同国の再利用可能
ロケット技術開発における画期的な成果となります。

技術・臨床詳細

今回の試験は、長征10Bロケットの第1段ブースターが、打ち上げ後に軌道速度に近い状
態で分離され、その後、自律的に姿勢制御を行い、エンジンを再点火して減速・誘導さ
れ、洋上に設置された専用の着陸プラットフォームに正確に垂直着陸するという、極め
て高度な技術を実証するものでした。ブースターの回収には、高精度なナビゲーション
システム、複数のエンジン再点火能力、そして強靭な耐熱・耐衝撃設計が求められま
す。この技術が確立されることで、ロケットの製造コストと打ち上げコストを大幅に削
減し、打ち上げ頻度を飛躍的に向上させることが可能となります。長征10Bは、将来的
には有人月探査ミッションにも使用されることが期待されています。

背景・業界文脈

ロケットの再利用技術は、SpaceXのFalcon 9がそのパイオニアとなり、世界の宇宙輸送
産業に革命をもたらしました。打ち上げコストの削減は、衛星コンステレーションの展
開、宇宙観光、月面基地の構築など、新たな宇宙経済の発展に不可欠です。中国は近
年、政府と民間企業の双方で宇宙開発に巨額の投資を行い、再利用可能ロケット技術の
確立を国家戦略の優先事項としています。今回の長征10Bの成功は、中国がこの分野で
SpaceXなどの先行するアメリカ企業に追いつき、あるいは追い越すための重要なマイル
ストーンとして、国際社会から大きな注目を集めています。



今後の展望

長征10Bロケットの第1段ブースター回収成功は、中国の宇宙輸送能力を大幅に強化し、
国際的な商業打ち上げ市場における競争力を高めるでしょう。この技術を応用すること
で、中国はより頻繁かつ低コストで衛星を打ち上げられるようになり、独自の衛星ネッ
トワーク構築や深宇宙探査計画を加速させることができます。また、今回の成功は、将
来の有人月探査や火星探査ミッションにおいて、再利用可能な輸送システムを構築する
ための重要な基礎となり、中国の宇宙強国としての地位を確固たるものにする上で不可
欠な一歩となります。

元記事: https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/making-history-china-lands-

rocket-during-an-orbital-launch-for-1st-time-ever

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/making-history-china-lands-rocket-during-an-orbital-launch-for-1st-time-ever
https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/making-history-china-lands-rocket-during-an-orbital-launch-for-1st-time-ever


#37 Auxilium Biotechnologies、ISSで腎臓・肝臓組織お
よび神経インプラントのバイオプリンティングに成功 —
再生医療の宇宙展開が加速

概要

Auxilium Biotechnologiesは、国際宇宙ステーション（ISS）において、腎臓組織、肝臓

組織、そして28個の神経修復インプラントのバイオプリンティングに成功しました。
これは、単一の宇宙飛行ミッションで3種類の異なる組織が印刷された世界初の事例で
あり、微小重力が細胞の均一な分布を促進し、細胞生物学研究を加速させる利点を明

確に示しています。この成果は、将来の地球上での再生医療応用に向けた重要なマイ
ルストーンとなります。

公開日 2026年07月09日  Business Wire  アメリカ



詳細

主要成果

Auxilium Biotechnologiesは、国際宇宙ステーション（ISS）上で、腎臓組織と肝臓組
織、さらに28個の神経修復インプラントのバイオプリンティングに成功しました。これ
は、単一の宇宙飛行ミッションにおいて3種類の異なる組織を同時に印刷した世界初の
快挙であり、微小重力環境が細胞の均一な分布を促し、細胞生物学研究を大幅に加速さ
せる可能性を実証しました。

技術・臨床詳細

地球上での3Dバイオプリンティングでは、重力の影響により細胞が沈降し、組織構造の
均一性が損なわれるという課題があります。しかし、微小重力環境ではこの沈降の問題
が解消されるため、細胞が均一に分散した、より高精度で複雑な組織構造の構築が可能
となります。今回、Auxilium Biotechnologiesは、腎臓の濾過機能や肝臓の代謝機能に関
連する細胞を適切に配置した組織モデルの印刷に成功しました。また、神経修復インプ
ラントは、損傷した神経組織の再生を促すことを目的としており、微小重力下で得られ
る均一な構造が、細胞の成長と統合に有利に働くことが示唆されています。この技術
は、薬剤スクリーニングのためのin vitroモデル開発、疾患メカニズムの解明、さらには
将来的な臓器移植への応用など、多岐にわたる可能性を秘めています。

背景・業界文脈

再生医療分野は、慢性疾患や外傷によって失われた組織や臓器の機能を回復させること
を目指しており、バイオプリンティング技術はその実現に向けた重要なツールとして注
目されています。しかし、前述の通り、地球上での製造には限界がありました。宇宙空
間を利用した製造は、タンパク質結晶化や新素材開発など、既にその優位性が示されて
きましたが、複雑な生体組織のバイオプリンティングは新たなフロンティアです。
Auxilium Biotechnologiesの今回の成功は、宇宙空間を究極の製造環境として活用するこ
とで、地球上では困難だった高品質な生体組織の製造が可能になることを明確に示しま
した。これは、宇宙産業とバイオテクノロジー産業の融合が進む中で、新たなビジネス
モデルと技術革新の機会を創出するものです。



今後の展望

今回のマイルストーンは、宇宙バイオプリンティングが再生医療の未来を形作る上で重
要な役割を果たすことを強く示唆しています。Auxilium Biotechnologiesは、この成功を
足がかりに、さらなる組織の複雑化や機能性の向上を目指し、将来の商業宇宙ステーシ
ョンでの大規模製造を視野に入れています。微小重力下で製造された高品質な組織は、
地球上での創薬研究の精度を向上させるだけでなく、最終的には移植可能な人工臓器の
開発へとつながる可能性があります。この進歩は、宇宙空間が人類の健康と医療の進歩
に貢献する新たなプラットフォームとなることを示しており、再生医療分野に革命をも
たらす潜在力を秘めています。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260709079391/en/Auxilium-Biotechnologies-

Achieves-Historic-Space-Bioprinting-Milestone-Successfully-Bioprinting-Kidney-and-Liver-Tissues-in-

Orbit-for-the-First-Time

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businesswire.com/news/home/20260709079391/en/Auxilium-Biotechnologies-Achieves-Historic-Space-Bioprinting-Milestone-Successfully-Bioprinting-Kidney-and-Liver-Tissues-in-Orbit-for-the-First-Time
https://www.businesswire.com/news/home/20260709079391/en/Auxilium-Biotechnologies-Achieves-Historic-Space-Bioprinting-Milestone-Successfully-Bioprinting-Kidney-and-Liver-Tissues-in-Orbit-for-the-First-Time
https://www.businesswire.com/news/home/20260709079391/en/Auxilium-Biotechnologies-Achieves-Historic-Space-Bioprinting-Milestone-Successfully-Bioprinting-Kidney-and-Liver-Tissues-in-Orbit-for-the-First-Time


#38 NASA、Astrobotic、Intuitive Machines、Fireflyと
月面輸送契約を締結 — 原子力ローバー「PROMISE」で月
面基地実現へ

概要

NASAは、Astrobotic、Intuitive Machines、Fireflyの3社と総額約6億ドルの新規契約を

締結し、2028年後半に月面科学機器を輸送する計画を発表しました。さらに、月面南
極探査用の原子力ローバー「PROMISE」の提案を検討しており、新たな月面電力シス
テム、南極カメラ、通信ネットワークに関する産業界からの提案も募集しています。

これらの取り組みは、NASAのアルテミス計画の下、月面での持続的な人類の存在と基
地構築に向けた重要な一歩となります。

公開日 2026年07月02日  SpaceQ  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、月面での持続的な人類の存在と基地構築に向け、Astrobotic、 Intuitive

Machines、Fireflyの3社と、2028年後半に月面科学機器を輸送する総額約6億ドルの新規
契約を締結しました。さらに、月面南極の探査を目的とした原子力ローバー
「PROMISE」の提案を検討していることを発表し、月面電力、通信、カメラ技術に関す
る産業界からの革新的な提案も募集しています。

技術・臨床詳細

今回契約を締結した3社は、それぞれ異なる月着陸船技術を提供し、NASAの科学ペイロ
ードを月面、特に月の南極域に送り届けます。月面南極は、水氷の存在が期待され、将
来の月面基地における資源供給源として極めて重要視されています。原子力ローバー
「PROMISE」は、太陽光が届きにくい極地の環境でも安定した電力供給と長期間の運用
を可能にする、原子力電池（Radioisotope Thermoelectric Generator, RTG）または小型
核分裂炉を搭載する見込みです。また、NASAが募集する月面電力システムは、月夜の
暗闇や極低温環境下でも動作する革新的な発電・蓄電技術を求めており、南極カメラ
は、月面の詳細な地形や資源分布をマッピングするために高解像度かつ耐環境性を備え
る必要があります。通信ネットワークは、月面での活動を支援するための高帯域幅と低
遅延を実現する次世代技術が求められています。

背景・業界文脈

アルテミス計画の下、NASAは2020年代後半から2030年代にかけて月面での持続的な人
類のプレゼンスを確立することを目指しています。これには、月面基地の建設、その場
資源利用（ISRU）による自給自足能力の向上、そして長期的な科学探査が含まれます。
今回の民間企業との契約は、NASAが商業パートナーシップを重視し、競争を通じて技
術革新を加速させる戦略の一環です。特に原子力技術は、月面の極限環境下での長期ミ
ッションにおいて、太陽光発電では難しい安定した電力供給を可能にするため、その開
発が不可欠とされています。



今後の展望

これらの契約と原子力ローバー計画は、月面における人類の活動範囲を拡大し、月面基
地の実現可能性を大きく高めるものです。Astrobotic、Intuitive Machines、Fireflyによる
貨物輸送は、月面での科学研究を深め、将来の有人ミッションのためのインフラを整え
ます。PROMISEローバーと新たな電力・通信システムの開発は、月の南極というこれま
で未開拓だった領域の探査を可能にし、水氷の抽出などISRU技術の実現に貢献するでし
ょう。この動きは、月を地球の単なる周回衛星ではなく、人類の次なるフロンティアと
して活用するための国際的な取り組みを加速させるものとして注目されます。

元記事: https://spaceq.ca/new-lunar-missions-and-nuclear-rover-to-pave-the-way-for-nasa-moon-base/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://spaceq.ca/new-lunar-missions-and-nuclear-rover-to-pave-the-way-for-nasa-moon-base/


#39 Axiom Space、微小重力下での脳オルガノイド研究を
推進 — 加齢性神経疾患モデル化で成果

概要

Axiom Spaceは、国際宇宙ステーション（ISS）を利用した微小重力環境下での脳オル
ガノイド研究を通じて、加齢性神経疾患のモデリングに役立つ成果を発表しました。
微小重力下で培養された脳オルガノイドは、地球上での培養に比べてより成人型に近

い成熟が加速される可能性が示され、これは創薬および再生医療パイプラインを構築
する上で画期的な発見です。同社はISS後継のAxiom Stationでの商業宇宙活動への移行
を見据えています。

公開日 2026年07月09日  Aerospace America  アメリカ



詳細

主要成果

Axiom Spaceは、国際宇宙ステーション（ISS）での微小重力研究を通じて、脳オルガノ
イドの培養において画期的な成果を達成しました。微小重力下で培養された脳オルガノ
イドは、地球上で培養されたものと比較して、より成人型に近い成熟が加速される可能
性が示され、これは特に加齢性神経疾患の新たなモデリング方法を確立する上で重要な
進展です。

技術・臨床詳細

脳オルガノイドは、幹細胞から作製されるミニチュアの脳組織であり、複雑な神経疾患
の研究や新薬開発のための重要なin vitroモデルとして注目されています。しかし、地球
上での培養では、重力の影響により構造的な均一性が損なわれたり、成熟プロセスが遅
延したりする課題がありました。Axiom Spaceが行ったISSでの実験では、微小重力環境
が脳オルガノイドの3D構造形成と細胞間相互作用を最適化し、より生理学的に関連性の
高い成熟を促進することが示されました。これにより、アルツハイマー病やパーキンソ
ン病といった加齢性神経疾患の発症メカニズムをより正確に再現し、新たな治療法の候
補薬のスクリーニング効率を大幅に向上させる可能性が生まれます。微小重力下での細
胞培養技術は、地球上の限界を超えるバイオ製造パイプラインを構築するための鍵とな
ります。

背景・業界文脈

宇宙空間でのバイオ製造や研究は、微小重力というユニークな環境が細胞成長、タンパ
ク質結晶化、組織形成に与える影響を利用し、地球上では得られない高品質な材料や知
見を生み出すことが期待されています。Axiom Spaceは、ISSの商業モジュール提供や、
ISS後継となる初の民間宇宙ステーション「Axiom Station」の構築を進めており、宇宙
空間を新たな産業プラットフォームとして確立しようとしています。今回の脳オルガノ
イド研究は、そのビジョンの中核を成すものであり、宇宙が単なる探査の場ではなく、
地球上の医療課題を解決するための研究開発拠点としても機能することを示していま
す。



今後の展望

微小重力下での脳オルガノイドの成熟加速という発見は、加齢性神経疾患の創薬研究に
革命をもたらす可能性があります。Axiom Spaceは、この成果を基に、ISSおよび将来の
Axiom Stationでさらなるバイオ製造および研究パイプラインを拡充していく計画です。
この技術が確立されれば、地球上の研究機関や製薬企業は、宇宙空間のユニークな環境
を利用して、より効果的な治療法や薬剤を開発できるようになるかもしれません。これ
により、宇宙産業は、人類の健康と福祉に直接貢献する新たな価値創造のフロンティア
となることが期待されます。

元記事: https://aerospaceamerica.aiaa.org/institute/from-the-lab-to-low-earth-orbit-part-1-in-space-

manufacturers-chart-the-path-to-an-industrial-future/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://aerospaceamerica.aiaa.org/institute/from-the-lab-to-low-earth-orbit-part-1-in-space-manufacturers-chart-the-path-to-an-industrial-future/
https://aerospaceamerica.aiaa.org/institute/from-the-lab-to-low-earth-orbit-part-1-in-space-manufacturers-chart-the-path-to-an-industrial-future/


#40 元NASA長官がアルテミス月着陸船計画に懸念を表明
— SpaceX/Blue Originの開発遅延が課題に

概要

元NASA長官のジム・ブライデンスタイン氏が、アルテミス計画における月着陸船計画
について懸念を表明しました。NASAはアルテミスIVミッション（2028年）の有人月着
陸船としてSpaceXのスターシップとBlue OriginのBlue Moonを契約していますが、こ

れらの開発遅延に不満を示しており、アルテミスIII（2027年後半）で低軌道でのテス
ト飛行を実施する予定です。この遅延は、月面への持続的な人類の帰還というNASAの
目標達成に影響を与える可能性があります。

公開日 2026年07月07日  Space  アメリカ



詳細

主要成果

元NASA長官のジム・ブライデンスタイン氏が、NASAのアルテミス計画における有人月
着陸船（Human Landing System, HLS）の開発スケジュールについて懸念を表明しまし
た。NASAは、アルテミスIVミッション（2028年）で宇宙飛行士を月面に送るために
SpaceXのスターシップとBlue OriginのBlue MoonをHLSとして契約していますが、両社
の開発遅延に不満を抱いており、アルテミスIIIミッション（2027年後半）で低軌道での
HLSテスト飛行を計画しています。

技術・臨床詳細

HLSは、月軌道上のオリオン宇宙船とドッキングし、宇宙飛行士を月面に着陸させ、そ
の後再び月軌道に戻すという極めて複雑な役割を担います。このシステムの開発には、
宇宙船の再突入・着陸技術、強力な推進システム、生命維持装置、そして月面での運用
に対応する頑丈な設計など、最先端の技術が求められます。SpaceXのスターシップHLS

は、超大型の再利用可能ロケットシステムであり、Blue OriginのBlue Moonは、従来の
着陸船の設計思想を継承しつつ、高精度な着陸能力を目指しています。しかし、両シス
テムとも、試験飛行や技術検証の段階で当初の予定よりも時間を要しており、これがア
ルテミス計画全体のスケジュールに影響を与えています。アルテミスIIIでの低軌道テス
ト飛行は、月面着陸ミッションを本格化させる前に、これらのHLSの基本的な機能と安
全性、およびオリオン宇宙船とのインターフェースを検証するための重要なステップと
なります。

背景・業界文脈

アルテミス計画は、アポロ計画以来の有人月面着陸を目指し、2020年代後半には持続的
な月面プレゼンスを確立することを目標としています。この計画は、米国の宇宙産業の
リーダーシップを再確立し、国際的な協力関係を強化する上で不可欠とされています。
しかし、HLSの開発は、その技術的な複雑さと革新性ゆえに、常に厳しいスケジュール
と予算の制約に直面してきました。ブライデンスタイン氏の懸念は、このような大規模
な公共プロジェクトにおける民間企業との協力の難しさ、特に開発の遅延が、国家的な
宇宙目標達成に与える影響を浮き彫りにしています。NASAは、複数の商業パートナー
を起用することで競争を促し、リスクを分散させようとしていますが、それでもスケジ
ュールの維持は大きな課題となっています。



今後の展望

HLS開発の遅延は、アルテミス計画の初期段階における有人月面着陸ミッションのスケ
ジュールに影響を与える可能性があります。アルテミスIIIでの低軌道テスト飛行が成功
すれば、HLSの信頼性が向上し、今後の月面着陸ミッションに向けた確かな基礎が築か
れます。しかし、この遅延が長期化すれば、NASAの月面での持続的プレゼンスという
目標達成時期に影響を及ぼす可能性も否定できません。NASAは今後もSpaceXとBlue

Originと密接に協力し、技術開発を加速させるための対策を講じることが求められま
す。この状況は、大規模な宇宙探査ミッションにおける技術開発の予測不可能性と、そ
れに対する柔軟な計画変更の重要性を示しています。

元記事: https://www.space.com/space-exploration/artemis/thats-going-to-come-back-and-bite-us-

former-nasa-chief-questions-artemis-moon-lander-plans

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.space.com/space-exploration/artemis/thats-going-to-come-back-and-bite-us-former-nasa-chief-questions-artemis-moon-lander-plans
https://www.space.com/space-exploration/artemis/thats-going-to-come-back-and-bite-us-former-nasa-chief-questions-artemis-moon-lander-plans


#41 FAA、SpaceXスターシップ「フライト12」軟着陸失
敗を受け事故調査を要求 — 打ち上げ再開前に安全確認へ

概要

米連邦航空局（FAA）は、SpaceXに対し、2026年5月22日に実施されたスターシップ
のフライト12試験におけるスーパーヘビーブースターの軟着陸失敗を受けて、事故調
査の実施を要求しました。この要求は、スターシップの打ち上げを再開する前に、根

本原因を特定し、安全対策を徹底することを目的としています。FAAの厳格な監督
は、革新的な宇宙輸送システムの安全性と信頼性を確保するために不可欠です。

公開日 2026年07月05日  Space Launch Now  アメリカ



詳細

主要成果

米連邦航空局（FAA）は、SpaceXに対し、2026年5月22日に実施されたスターシップの
フライト12試験で発生したスーパーヘビーブースターの軟着陸失敗に関し、詳細な事故
調査を実施するよう正式に要求しました。この調査は、今後のスターシップの打ち上げ
を再開する前に、根本原因の究明と必要な是正措置の実施を確実にするためのもので
す。

技術・臨床詳細

フライト12試験では、スターシップを構成する超大型ブースターであるスーパーヘビー
が、打ち上げ後にテキサス州ボカチカのスターベースへの軟着陸を試みました。しか
し、着陸時に想定通りの制御が行われず、ブースターは損傷を受けました。FAAは、今
回の事故が、公共の安全、環境保護、および国家の財産に与える可能性のある影響を評
価するため、厳格な調査プロセスを義務付けています。この調査には、飛行データの詳
細な分析、エンジニアリングレビュー、および運用手順の評価が含まれます。特に、着
陸シーケンス中の推進システムの挙動、姿勢制御システムの応答、および誘導・航法シ
ステムのパフォーマンスが重点的に調べられることになります。FAAの承認なしには、
いかなる商業打ち上げも再開できません。

背景・業界文脈

SpaceXのスターシップは、人類を月や火星に送ることを目的とした次世代の完全再利用
可能宇宙輸送システムであり、その開発は世界の宇宙産業における最重要プロジェクト
の一つです。しかし、このような革新的なシステムの開発には、必然的にリスクと失敗
が伴います。FAAは、宇宙打ち上げ活動の安全を監督する主要な規制機関であり、
SpaceXが安全要件を満たし、事故から学び、再発防止策を講じることを厳しく求めてい
ます。過去のスターシップ試験飛行でも、同様の事故調査が行われ、その都度、是正措
置が講じられてきました。このプロセスは、新たな技術が安全基準に適合し、信頼性の
高い運用が可能であることを保証するために不可欠です。



今後の展望

FAAによる事故調査の完了と、SpaceXが提案する是正措置の承認が、スターシップの次
回打ち上げ再開の鍵となります。このプロセスは数週間から数ヶ月かかる可能性があ
り、その結果次第でスターシップの開発スケジュールに影響を及ぼすことも考えられま
す。しかし、この厳格な安全検証プロセスは、長期的に見てスターシップの信頼性と安
全性を高め、将来の有人ミッションや商業宇宙活動の成功にとって不可欠なものです。
SpaceXは、過去の経験から迅速な問題解決能力を示しており、今回の事故調査も技術改
良の機会として捉え、より堅牢なシステムを構築することが期待されます。

元記事: https://spacelaunchnow.me/launch/starship-flight-12/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://spacelaunchnow.me/launch/starship-flight-12/


#42 StarCloud OneがNVIDIA H100 GPUを軌道上に投入
— 中国とインドも宇宙AIデータセンター開発を加速

概要

StarCloud OneがNVIDIA H100 GPUを軌道上に投入し、AIチップの宇宙環境での運用実
証に成功しました。この動きは、AIの計算能力、電力、土地に対する需要の高まりに
対応するため、宇宙ベースのデータセンターへの関心が世界的に高まっていることを

示しています。中国は20万基規模の衛星ネットワークを計画し、インドのSarvam AIと
Pixxelは共同で軌道上データセンター衛星「Pathfinder」を開発しており、宇宙AIイン
フラの国際競争が激化しています。

公開日 2026年07月06日  Business Standard  インド



詳細

主要成果

StarCloud Oneは、NVIDIA H100 GPUを宇宙軌道に投入し、AIチップの宇宙環境下での
安定運用を実証することに成功しました。この画期的な成果は、人工知能（AI）の計算
能力、電力供給、設置場所といった地球上の制約を宇宙空間で解決する、軌道上データ
センターの実現に向けた重要な一歩となります。同時に、中国は20万基規模の衛星ネッ
トワークを計画し、インドの Sarvam AIと Pixxelが軌道上データセンター衛星
「Pathfinder」を開発するなど、各国も宇宙AIインフラ開発を加速させています。

技術・臨床詳細

NVIDIA H100 GPUは、AIワークロードに特化した最先端のプロセッサであり、その宇宙
環境での稼働実証は、軌道上データセンターが高度なAI計算を処理できることを示しま
す。宇宙空間では、真空状態による自然冷却と、途切れることのない太陽エネルギー供
給により、地球上のデータセンターが直面する熱問題と電力問題が大幅に軽減されま
す。中国が計画する20万基の衛星ネットワークは、大規模な分散型AI計算能力を提供す
ることを目指しており、地球観測、通信、防衛など多岐にわたる応用が想定されていま
す。インドのSarvam AIとPixxelが開発する「Pathfinder」衛星は、軌道上でAIモデルの
トレーニングと推論を実行するための専用プラットフォームとなる予定で、特に宇宙由
来の大量データを即座に処理するエッジAIの能力を強化します。

背景・業界文脈

AI技術の発展は、天文学的な量のデータを生成し、前例のない計算能力を要求していま
す。この需要は、地球上のデータセンターが物理的・インフラ的な限界に達しつつある
原因となっています。この課題に対する解決策として、宇宙ベースのデータセンターが
注目されており、Googleの Project SuncatcherやAmazonのAWS Ground Station、
MicrosoftのAzure Orbitalといった大手テック企業もこの分野に投資しています。
StarCloud OneのH100 GPU実証は、この新たな宇宙競争の最前線に位置し、各国が国家
戦略として宇宙AIインフラの優位性を確立しようとする中で、特に中国とインドの積極
的な動きが顕著になっています。



今後の展望

軌道上AIデータセンターは、未来のデジタルインフラにおいて不可欠な要素となること
が予測されます。StarCloud Oneの成功は、高性能AIハードウェアが宇宙環境で信頼性
高く機能することを示し、この分野へのさらなる投資と技術革新を促すでしょう。中国
とインドによる大規模な開発計画は、宇宙AIインフラが単なる技術的実験ではなく、国
家的な競争戦略の一部となっていることを明確に示しています。これにより、地球上の
データ処理能力の拡張、新たな宇宙経済の創出、そしてより迅速かつ効率的な宇宙探査
と地球観測の実現が期待されます。宇宙空間が、AI時代における新たな「計算のフロン
ティア」となる日は近いかもしれません。

元記事: https://www.business-standard.com/technology/artificial-intelligence/beyond-earth-why-tech-

companies-want-to-establish-ai-data-centres-in-space-126070600603_1.html

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.business-standard.com/technology/artificial-intelligence/beyond-earth-why-tech-companies-want-to-establish-ai-data-centres-in-space-126070600603_1.html
https://www.business-standard.com/technology/artificial-intelligence/beyond-earth-why-tech-companies-want-to-establish-ai-data-centres-in-space-126070600603_1.html


#43 Eascra Biotech、微小重力下で軟骨再生足場を改良 —
幹細胞結合10倍、グリコサミノグリカン産生3倍を実現

概要

ナノ医療企業Eascra Biotechは、微小重力環境下で軟骨損傷修復用の再生足場
「JBNm™」を改良し、地球上で製造された足場と比較して幹細胞結合が10倍、グリコ
サミノグリカン産生が3倍に向上したと発表しました。この画期的な成果は、微小重力

が高品質な生体材料製造に与える影響を明確に示し、軟骨再生治療における新たな可
能性を開拓します。宇宙環境を医療製品製造に活用する動きが加速しています。

公開日 2026年07月09日  Aerospace America  アメリカ



詳細

主要成果

ナノ医療企業Eascra Biotechは、国際宇宙ステーション（ISS）での研究を通じて、軟骨
損傷修復のための再生足場「JBNm™」を微小重力環境下で改良し、驚異的な成果を達
成しました。宇宙で製造されたJBNm™足場は、地球上で製造されたものと比較して、
幹細胞結合能が10倍、軟骨組織の主要成分であるグリコサミノグリカン（GAG）の産生
量が3倍に向上することが実証されました。

技術・臨床詳細

軟骨は一度損傷すると自然治癒が非常に困難な組織であり、その再生医療は大きなアン
メットニーズがあります。Eascra Biotechが開発するJBNm™足場は、幹細胞を定着さ
せ、軟骨組織の再生を促すための生体適合性材料です。地球上での製造プロセスでは、
重力の影響により材料の均一性や多孔性、細胞接着性が制限されることが課題でした。
しかし、微小重力環境下では、これらの重力に起因する制約が取り除かれ、より理想的
な多孔質構造と表面特性を持つ足場を製造することが可能となります。今回のISSでの
実験では、微小重力下で製造された足場が、幹細胞をはるかに効率的に引きつけ、軟骨
細胞への分化とGAG産生を促進することが示されました。GAGは軟骨の弾力性と強度に
不可欠な成分であり、その産生量の大幅な増加は、より機能的で耐久性のある再生軟骨
組織の形成に直結します。

背景・業界文脈

宇宙空間での製造は、微小重力というユニークな条件を利用して、地球上では困難な高
品質な材料や製品を生み出す可能性を秘めています。特に再生医療分野では、細胞培
養、組織工学、バイオプリンティングなどにおいて、その優位性が注目されています。
Eascra Biotechの成功は、この分野における微小重力利用の具体的な応用例を示し、宇
宙が高度な医療製品の「工場」となり得ることを明確にしました。このような取り組み
は、宇宙産業が地球上の健康課題を解決する新たなフロンティアとして進化しているこ
とを示しており、宇宙と医療の融合が加速する業界トレンドを反映しています。



今後の展望

JBNm™足場の微小重力下での改良は、軟骨再生医療に革命をもたらす潜在力を秘めて
います。幹細胞結合能とGAG産生量の大幅な向上は、臨床応用においてより効果的な治
療結果をもたらす可能性を示唆しています。Eascra Biotechは、この成果を基に、再生
足場のさらなる最適化と大規模製造手法の開発を進めるでしょう。将来的には、宇宙で
製造された高品質な再生足場が、地球上の患者さんの治療に利用されることが期待され
ます。この技術は、変形性関節症やスポーツ外傷による軟骨損傷に苦しむ何百万人もの
人々に、新たな希望をもたらす可能性があります。宇宙空間が、地球上の医療イノベー
ションを加速させる重要なプラットフォームとしての地位を確立しつつあります。

元記事: https://aerospaceamerica.aiaa.org/institute/from-the-lab-to-low-earth-orbit-part-3-in-space-

manufacturers-chart-the-path-to-an-industrial-future/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://aerospaceamerica.aiaa.org/institute/from-the-lab-to-low-earth-orbit-part-3-in-space-manufacturers-chart-the-path-to-an-industrial-future/
https://aerospaceamerica.aiaa.org/institute/from-the-lab-to-low-earth-orbit-part-3-in-space-manufacturers-chart-the-path-to-an-industrial-future/


#44 NASAのCAPSTONE、月周回軌道で拡張ミッションを
完了 — 費用対効果の高い技術実証プラットフォームとし
て確立

概要

NASAのCAPSTONE宇宙機は、月周回軌道での拡張ミッションを完了し、既存のハード

ウェアが新たなアプリケーションをホストできることを実証しました。これにより、
CAPSTONEは費用対効果が高く柔軟な月面技術実証プラットフォームとしての地位を
確立し、将来の月探査ミッションにおける革新的なネットワーキングおよびナビゲー

ション技術に貴重なデータを提供します。この成功は、アルテミス計画の通信・航法
インフラ構築に貢献するものです。

公開日 2026年07月06日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASA の 「 Cislunar Autonomous Positioning System Technology Operations and

Navigation Experiment（CAPSTONE）」宇宙機は、月周回軌道での拡張ミッションを成
功裏に完了し、既存のフライトハードウェアが追加の技術実証ミッションを効率的にホ
ストできることを実証しました。これにより、CAPSTONEは、将来の月探査を支援する
ための費用対効果が高く、柔軟な技術実証プラットフォームとしての価値を確立しまし
た。

技術・臨床詳細

CAPSTONEミッションの主な目的は、月の「Near-Rectilinear Halo Orbit（NRHO）」と
呼ばれる特殊な楕円軌道の安定性を実証することでした。この軌道は、NASAの月ゲー
トウェイ宇宙ステーションの理想的な位置として検討されています。拡張ミッションで
は、CAPSTONEは既存の通信・航法ハードウェアを活用し、新たなネットワーキングお
よびナビゲーション技術のオンオービットテストを実施しました。具体的には、地球か
らの独立した航法能力を検証するためのソフトウェアアップグレードや、月周回宇宙機
間でのデータ中継能力の試験などが行われました。これにより、将来の月軌道上での自
律的な航法と通信ネットワークの構築に向けた重要な運用データと経験が収集されまし
た。既存のハードウェアを再利用することで、開発コストと時間の削減を実現しつつ、
新しい技術を実証できることが示されました。

背景・業界文脈

NASAのアルテミス計画は、人類を再び月面に送り込み、持続的な月面プレゼンスを確
立することを目標としています。この計画の成功には、月周回軌道と月面での堅牢な通
信および航法インフラの構築が不可欠です。CAPSTONEは、このインフラを構築するた
めの重要な先行ミッションの一つであり、特にNRHOのような新規軌道の理解と、自律
航法技術の検証を通じて、リスクを低減し効率的な運用を可能にすることを目指してい
ました。商業パートナーシップによる小型宇宙機を用いたこのような技術実証は、従来
の大型ミッションに比べて迅速かつ低コストで実施できるため、宇宙開発の新たなトレ
ンドとなっています。



今後の展望

CAPSTONEの拡張ミッションの成功は、今後のアルテミス計画における月ゲートウェイ
のNRHO軌道運用や、月面での多数の宇宙機による協調的な活動にとって不可欠な知見
を提供します。得られたデータは、将来の月面着陸船やローバー、そして宇宙飛行士の
活動をサポートする、より高度な通信および航法システムの設計に活用されるでしょ
う。CAPSTONEが費用対効果の高い技術実証プラットフォームとして確立されたこと
で、今後も月周回軌道を利用した様々な革新的な技術の試験が加速されることが期待さ
れます。これは、月が単なる探査の対象ではなく、技術開発と商業活動のハブとしての
役割を果たす未来への重要な一歩となります。

元記事: https://www.nasa.gov/technology/space-comms/nasas-capstone-completes-extended-mission-

testing-lunar-technologies/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/technology/space-comms/nasas-capstone-completes-extended-mission-testing-lunar-technologies/
https://www.nasa.gov/technology/space-comms/nasas-capstone-completes-extended-mission-testing-lunar-technologies/


#45 Teledyne Digital Imaging US、SDLと提携し宇宙対応
高解像度カメラを発表 — Emerald™ 67M CMOS搭載

概要

Teledyne Digital Imaging USは、Space Dynamics Laboratory（SDL）との知的財産ライ
センス契約に基づき、Emerald™ 67M CMOSイメージセンサーを搭載した高解像度の宇
宙対応カメラを発表しました。この新技術は、宇宙状況認識、地球観測、および国家

安全保障用途における要求の厳しいミッションに対応するために設計されています。
高精細な画像データ提供により、宇宙資産の保護と地球環境の監視能力を飛躍的に向
上させます。

公開日 2026年07月06日  Business Wire  アメリカ



詳細

主要成果

Teledyne Digital Imaging USは、Space Dynamics Laboratory（SDL）との知的財産ライ
センス契約を活用し、自社開発のEmerald™ 67M CMOSイメージセンサーを基盤とし
た、新しい高解像度宇宙対応カメラを発表しました。このカメラは、宇宙状況認識
（Space Situational Awareness, SSA）、高精度な地球観測、および国家安全保障といっ
た要求の厳しい宇宙用途向けに特化して設計されています。

技術・臨床詳細

この新型宇宙対応カメラの核心は、Teledyne独自のEmerald™ 67M CMOSイメージセン
サーです。このセンサーは、6,700万画素という非常に高い解像度を提供し、宇宙空間
から地球の詳細な画像を撮影したり、軌道上の他の物体を精密に追跡したりする能力を
持っています。宇宙環境の過酷さ（放射線、極端な温度変化、真空など）に対応するた
め、カメラシステム全体には堅牢な設計と耐環境技術が施されています。高解像度イメ
ージングは、宇宙デブリの監視、敵対的な宇宙活動の識別、気象パターンや地表面変化
の詳細な分析など、多岐にわたる応用が可能です。SDLとのライセンス契約は、SDLが
長年培ってきた宇宙システム設計と統合に関する専門知識をTeledyneのセンサー技術と
組み合わせることで、迅速な製品開発と信頼性の高い宇宙グレード製品の提供を可能に
しました。

背景・業界文脈

今日の宇宙環境は、小型衛星の急増、宇宙デブリの増加、そして潜在的な敵対的活動に
より、かつてないほど複雑かつ混雑しています。このような状況において、宇宙状況認
識の重要性はますます高まっており、宇宙資産の保護と安全な宇宙運用のためには、高
精度な監視能力が不可欠です。Teledyne Digital Imaging USは、イメージング技術の世
界的リーダーとして、この分野のニーズに応えるべく、宇宙グレードの製品開発に注力
してきました。SDLとの提携は、官民連携による技術革新の好例であり、宇宙における
商用・軍事の両面での優位性を確保するための重要な動きとなります。



今後の展望

Emerald™ 67M CMOSセンサーを搭載したこの高解像度宇宙対応カメラは、宇宙状況認
識の能力を飛躍的に向上させ、より安全で効率的な宇宙運用を可能にするでしょう。地
球観測分野では、気候変動の監視、自然災害の早期検出、資源管理など、地球規模の課
題解決に貢献することが期待されます。また、国家安全保障用途においては、宇宙から
の脅威に対する早期警戒と対応能力を強化します。Teledyne Digital Imaging USは、こ
の技術を基盤として、さらに高性能な宇宙イメージングソリューションの開発を進め、
宇宙空間の多様なニーズに応えていくことが予測されます。この新しいカメラは、宇宙
における「見る」能力を再定義し、未来の宇宙活動の安全と発展に不可欠なツールとな
るでしょう。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260706266280/en/Teledyne-Introduces-Emerald-

67M-Based-Space-Camera-Enabled-by-SDL-Licensing-Agreement

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businesswire.com/news/home/20260706266280/en/Teledyne-Introduces-Emerald-67M-Based-Space-Camera-Enabled-by-SDL-Licensing-Agreement
https://www.businesswire.com/news/home/20260706266280/en/Teledyne-Introduces-Emerald-67M-Based-Space-Camera-Enabled-by-SDL-Licensing-Agreement


#46 NASA、2032年までに月面での持続的滞在を目指す
— 月面資源活用と宇宙太陽光発電で月を産業ハブに

概要

NASAは2032年までに月面での持続的な人類の存在を目指しており、月面資源を活用
した宇宙太陽光発電衛星の構築が、地球からの製造・打ち上げよりも費用対効果が高
いとの見解を示しています。これにより、将来的には月が宇宙での製造を支援する産

業ハブとなる可能性が示唆されています。このビジョンは、アルテミス計画を通じ
て、月を単なる探査対象から、人類の活動拠点および経済活動のフロンティアへと変
革するものです。

公開日 2026年07月09日  Newsweek  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、2032年までに月面での持続的な人類の存在を確立するという野心的な目標を
掲げており、その実現のために月面資源の活用を推進しています。特に、宇宙太陽光発
電衛星の月面での製造・打ち上げが、地球から同様のシステムを製造・打ち上げるより
も費用対効果が高いと評価されています。このアプローチは、月を将来的に宇宙での製
造活動を支援する主要な産業ハブとする可能性を拓きます。

技術・臨床詳細

月面での持続的な人類の存在には、電力供給、居住環境、生命維持システム、そして資
源利用といった様々な課題を解決する必要があります。月面資源活用（In-Situ Resource

Utilization, ISRU）は、月面で採取されるレゴリス（月塵）から水、酸素、建設資材など
を生成する技術であり、地球からの補給に依存しない自給自足的な基地運営を可能にし
ます。宇宙太陽光発電衛星は、軌道上で太陽光を収集し、マイクロ波やレーザーで地球
や月面に送電する技術ですが、その衛星の一部または全体を月面で製造することで、地
球からの大型ロケットによる打ち上げコストとリスクを大幅に削減できます。月面での
製造は、微小重力または低重力環境が提供するユニークな利点、例えば大型構造物の組
み立てやすさや、真空環境での精密製造などを活用します。また、月面の極地の氷資源
は、水だけでなく、ロケット燃料の原料となる水素や酸素の供給源としても期待されて
おり、月を宇宙活動の「ガソリンスタンド」とする構想も進んでいます。

背景・業界文脈

NASAのアルテミス計画は、アポロ計画以来の有人月面着陸を目指すだけでなく、月面
での長期滞在と、その先にある火星探査の足がかりとすることを目標としています。こ
の計画は、国際的な協力と民間企業の参画を積極的に促しており、月面経済の構築は、
このビジョンの中核を成しています。月面を産業ハブとすることで、宇宙インフラのコ
ストを削減し、宇宙へのアクセスを拡大し、最終的には地球上の経済活動にも新たな価
値をもたらすことが期待されています。宇宙太陽光発電は、地球上のエネルギー問題解
決にも貢献する可能性を秘めており、その月面製造は非常に戦略的な意味合いを持って
います。



今後の展望

2032年までの月面での持続的滞在目標と、月を産業ハブとするビジョンは、宇宙開発に
おける新たなパラダイムシフトを示唆しています。月面での自律的な製造能力の確立
は、宇宙太陽光発電衛星のコスト削減だけでなく、月面基地の建設、宇宙望遠鏡の設
置、さらには月面観光といった多様な商業活動を加速させるでしょう。NASAと商業パ
ートナーシップは、月面でのISRU技術の開発、先進的なロボット技術、そしてエネルギ
ーインフラの構築に今後も注力すると考えられます。これにより、月は人類の活動と経
済発展のための重要な拠点として、その役割を大きく変えることになるでしょう。

元記事: https://www.newsweek.com/nasa-moon-base-lunar-mission-everyday-life-reality-12175965

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.newsweek.com/nasa-moon-base-lunar-mission-everyday-life-reality-12175965


#47 スタートアップOrbital、最大10万基のAIデータセン
ター衛星を宇宙に配備する壮大な計画を発表 — SpaceX
Gen 3衛星も同時申請

概要

ロサンゼルス拠点のスタートアップOrbitalは、最大10万基のAIデータセンター衛星を

低地球軌道に配備し、合計10ギガワットの計算能力を提供する計画を米連邦通信委員
会（FCC）に申請しました。各衛星は100キロワット級で、大規模な太陽電池アレイと
ラジエーターを備え、SpaceXのStarlinkなどの既存コンステレーションと光衛星間リン

クで接続されます。Orbitalは2027年にNvidia GPUのデモンストレーション、2028年に
初のデータセンター衛星「Orbital-1」打ち上げを目指しており、宇宙AIインフラの競
争を加速させます。

公開日 2026年07月09日  Times of India  アメリカ



詳細

主要成果

ロサンゼルスのスタートアップ企業Orbitalは、低地球軌道（LEO）に最大10万基のAIデ
ータセンター衛星を配備し、合計10ギガワットの計算能力を提供するという壮大な計画
を米連邦通信委員会（FCC）に申請しました。この野心的な計画は、地球上のデータセ
ンターが直面する電力、冷却、土地の制約を宇宙空間で解決し、AIインフラの次なるフ
ロンティアを開拓するものです。同時に、SpaceXも新たな高性能Gen 3衛星の配備計画
をFCCに申請しており、宇宙AIインフラの競争が激化しています。

技術・臨床詳細

Orbitalのデータセンター衛星は、それぞれ100キロワット級の電力を供給可能で、約
100メートルの大規模な太陽電池アレイと効率的なラジエーターを搭載し、宇宙の真空
環境を最大限に活用して熱を放散します。これらの衛星は、SpaceXのStarlinkのような
サードパーティの既存衛星コンステレーションと光衛星間リンク（レーザー通信）を介
して接続され、高速で低遅延のデータ通信を実現します。軌道上では、地球上よりも強
力な冷却と安定した電力供給が可能となるため、AIチップは最高のパフォーマンスを発
揮できます。Orbitalは、2027年にNvidia GPUを軌道上でデモンストレーションし、
2028年には最初のデータセンター衛星「Orbital-1」を打ち上げる予定です。SpaceXの
Gen 3衛星は、2,000kgの重量と下り1Tbit/sの通信速度を持ち、Starlinkサービスの能力
を大幅に向上させ、軌道上データセンターのような高帯域幅アプリケーションもサポー
トする可能性があります。

背景・業界文脈

人工知能（AI）の急速な発展は、データ処理能力とエネルギー消費において地球上のイ
ンフラに前例のない負荷をかけています。この背景から、軌道上データセンターは、無
制限の太陽エネルギー、自然冷却、そして潜在的なデータセキュリティの向上といった
利点から、次世代のデジタルインフラとして注目を集めています。GoogleのProject

SuncatcherやAmazonのAWS Ground Station、MicrosoftのAzure Orbitalなど、主要なテ
ック企業も宇宙でのAIトレーニングとデータ処理に関心を寄せています。Orbitalの登場
は、この競争の新たな局面を示し、スタートアップ企業が大胆なビジョンで市場に参入
していることを示唆しています。



今後の展望

Orbitalの10万基のAIデータセンター衛星計画は、もし実現すれば、世界のAIインフラの
あり方を根本的に変える可能性があります。10ギガワットという計算能力は、地球上の
最も強力なデータセンターを凌駕し、新たなAIアプリケーションの開発を加速させるで
しょう。SpaceXの高性能Gen 3衛星との相乗効果も期待され、宇宙を拠点とする新たな
データエコシステムが形成される可能性があります。この計画は、技術的、財政的、規
制上の多くの課題に直面しますが、その成功は、宇宙が人類のデジタル未来を形作る上
で不可欠な要素となることを明確に示します。宇宙AIインフラの競争は、今後数十年間
の宇宙産業の主要な推進力の一つとなるでしょう。

元記事: https://timesofindia.indiatimes.com/science/5-month-old-startup-wants-to-launch-100000-ai-

data-centre-satellites-into-space/articleshow/132237468.cms

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://timesofindia.indiatimes.com/science/5-month-old-startup-wants-to-launch-100000-ai-data-centre-satellites-into-space/articleshow/132237468.cms
https://timesofindia.indiatimes.com/science/5-month-old-startup-wants-to-launch-100000-ai-data-centre-satellites-into-space/articleshow/132237468.cms


#48 NASAの月面基地計画が進行中 — その場資源利用
（ISRU）掘削機「IPEx」の試験に成功

概要

NASAは月面での長期探査と持続的な人類の存在を支援するため、月面基地計画を推進
しており、信頼性の高い電力、自律型ロボット、月塵対策などの技術開発を進めてい
ます。この取り組みの一環として、月面資源利用パイロット掘削機（IPEx）が模擬月

面土壌の掘削試験に成功しました。これは、月面でのその場資源利用（ISRU）技術の
実用化に向けた重要なマイルストーンであり、将来の月面基地における自給自足能力
向上に貢献します。

公開日 2026年07月06日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、月面での長期的な人類の探査と持続的な存在を可能にする月面基地計画を積
極的に推進しています。この計画の中核となる技術開発の一環として、月面資源利用パ
イロット掘削機（IPEx）が模擬月面土壌を用いた掘削試験に成功しました。これによ
り、月面でのその場資源利用（ISRU）技術の実用化に向けた重要な進展が達成されまし
た。

技術・臨床詳細

月面基地の実現には、地球からの物資輸送に過度に依存しない、自給自足的な運用能力
が不可欠です。ISRU技術は、月面に存在する資源（レゴリス、水氷など）を採取し、酸
素、水、建設資材、ロケット燃料などに変換することを目的としています。IPEx掘削機
は、このISRUチェーンの最初のステップである資源の採取を担当します。今回の試験で
は、IPExが模擬月面レゴリスを効率的に掘削し、資源を抽出する能力が検証されまし
た。この掘削機は、極低温環境や真空、そして月塵といった過酷な月面環境に耐えうる
ように設計されています。また、月面基地の運用を支援するためには、信頼性の高い電
力供給システム（太陽光発電、原子力発電）、自律的に活動し、危険な作業を行うロボ
ット技術、そして電子機器や健康に悪影響を及ぼす月塵への対策技術も不可欠です。
IPExの成功は、これらの要素技術が統合された月面システムの実現に向けた、大きな一
歩となります。

背景・業界文脈

NASAのアルテミス計画は、アポロ計画以来の有人月面着陸にとどまらず、月面での持
続的なプレゼンスと、火星への有人ミッションの足がかりとすることを目標としていま
す。このビジョンを実現するためには、月面基地の構築が不可欠であり、ISRU技術はそ
の最も重要な構成要素の一つです。地球からの輸送コストは膨大であるため、現地で資
源を生成する能力は、月探査の経済的実行可能性と持続可能性を飛躍的に向上させま
す。NASAは、商業パートナーシップや研究機関との連携を強化し、月面技術の革新を
加速させています。



今後の展望

IPEx掘削機の試験成功は、月面でのISRU技術の実現可能性を大きく高め、将来の月面基
地における水や酸素の現地生産への道を開きます。これにより、月面基地の建設コスト
と運用コストを削減し、長期滞在をより現実的なものにすることができます。NASA

は、ISRU技術のさらなる開発とともに、月面での原子力発電システムや先進的なロボッ
ト、月塵対策技術などの統合を進め、2030年代には実際に人類が月面に居住できるよう
な環境を構築することを目指しています。月は、人類の新たな居住地として、そして深
宇宙探査の出発点として、その戦略的重要性を増し続けるでしょう。

元記事: https://www.nasa.gov/moonbase/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/moonbase/


#49 NASAアルテミスIIが月周回飛行記録を樹立、次世代
月着陸船開発の遅延がアルテミスIIIの軌道上試験に変更を
迫る

概要

NASAのアルテミスIIミッションは、2026年4月1日に打ち上げられ、約10日間の月周回

飛行で、人類が地球から最も遠くへ移動した406,771kmという新記録を樹立しまし
た。このミッションでは、オリオン宇宙船の生命維持システム、手動操縦、月への推
進・コース調整、月面フライバイ、安全な再突入と回収を成功裏にテストし、NASAの

ストリーミング記録を更新するほどの大きな注目を集めました。しかし、Blue Origin

とSpaceXが開発中の次世代月着陸船の遅延により、アルテミスIIIの当初の月面着陸計
画は地球低軌道でのドッキング試験へと変更されました。元NASA長官は、この着陸船

開発の遅れが2028年の月面着陸目標に影響を与える可能性に懸念を表明しています。

公開日 2026年07月02日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果：アルテミスIIが人類の月周回飛行記録を更新

NASAのアルテミスIIミッションは、2026年4月1日に成功裏に打ち上げられ、約10日間
の月周回飛行を通じて、人類が地球から最も遠くへ到達した距離である406,771kmの新
記録を樹立しました。このミッションは、オリオン宇宙船の生命維持システム、宇宙飛
行士による手動操縦能力、月への推進およびコース調整、月面フライバイ、そして安全
な再突入と回収といった主要な技術目標を全て達成し、次世代有人月探査の実現可能性
を強く示しました。ミッションの成功はソーシャルメディア上で何百万もの新規フォロ
ワーを獲得し、NASAのライブストリーミング記録を更新するなど、世界的な関心を集
めました。

技術・臨床詳細：オリオン宇宙船の性能実証とシステム統合の課題

アルテミスIIは、オリオン宇宙船とスペース・ローンチ・システム（SLS）ロケットの有
人飛行における安全性と性能を実証することを目的としていました。飛行中、クルーは
オリオンの手動操縦、ナビゲーション、通信システムをテストし、想定通りの結果を得
ました。しかし、アルテミスIIIミッションで重要な役割を果たす商業月着陸船（SpaceX

のStarshipとBlue OriginのBlue Moon）の開発は、当初のスケジュールから遅延が生じて
います。この遅延を受け、NASAはアルテミスIIIのミッション目標を、月面着陸から、
地球低軌道（LEO）におけるこれらの商用着陸システムとオリオン宇宙船のランデブー
およびドッキング試験へと変更しました。これは、着陸システムとNASAのシステムが
一体となって機能することを検証するための重要なステップとなります。

背景・業界文脈：アポロ以来の有人月探査と商業パートナーシップの進化

アルテミス計画は、アポロ計画以来半世紀ぶりに人類を月へ、そして最終的には火星へ
と送り込むことを目指すNASAの大規模な取り組みです。アルテミスIIの成功は、この野
心的な計画の実行可能性を示す重要な節目となりました。しかし、商業パートナーシッ
プに依存する月着陸船開発の遅れは、計画全体のスケジュールに影響を与える可能性が
あります。元NASA長官のジム・ブライデンスタイン氏も、商業月着陸船の設計と開発
の遅延が、2028年の月面着陸というタイトな目標を危うくするとの懸念を表明していま
す。この状況は、NASAが商業部門との協力を深化させる中で直面するリスクと機会の
両方を浮き彫りにしています。



今後の展望：月面への持続的展開に向けた課題と戦略

アルテミス計画の次の主要な目標は、アルテミスIIIによる月面着陸であり、最終的には
2032年までに月面での持続的な人間の存在を確立することを目指しています。これに
は、月面での生活と活動を支えるインフラ技術（その場資源利用、電力供給、自律型ロ
ボットなど）の開発が不可欠です。月着陸船の開発遅延は課題ではありますが、NASA
は商業パートナーとの連携を密にし、技術開発を加速させることで、長期的な月面プレ
ゼンスの実現に向けた戦略を推進しています。アルテミスIIの宇宙飛行士がミッション
を終えて3ヶ月後にオリオンカプセルと再会したことは、過去の成功を祝いつつ、未来
の月探査への期待を高める象徴的な出来事となりました。

元記事: https://www.nasa.gov/general/nasas-artemis-ii-breaks-agency-streaming-record/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/general/nasas-artemis-ii-breaks-agency-streaming-record/


#50 中国、長征10Bロケットの「ネット捕獲システム」で
第1段ブースターの海上制御回収に世界初成功、再利用ロ
ケット時代へ突入

概要

中国は、新型の長征10Bロケットの初飛行において、第1段ブースターを海上プラット

フォームのネット捕獲システムで制御回収することに世界で初めて成功しました。こ
の革新的な回収方法は、低コストで大容量の再利用可能ロケット技術のブレークスル
ーを意味し、中国の宇宙アクセス能力と商業宇宙産業の国際競争力を飛躍的に向上さ

せると期待されています。今回の成功により、中国はSpaceXに次ぐ再利用ロケットの
時代に本格的に突入し、宇宙探査と将来の衛星インフラ構築において重要なマイルス
トーンを確立しました。

公開日 2026年07月10日  Global Times  中国



詳細

主要成果：中国が長征10Bロケットで世界初のネット捕獲による制御回収を達成

中国は、長征10Bロケットの初の軌道打ち上げテストにおいて、第1段ブースターを海上
プラットフォームに設置された特殊なネット捕獲システムによって制御回収することに
成功しました。この回収方法は世界初の実証であり、中国が再利用可能ロケット技術に
おいて画期的な成果を達成し、「ロケット回収時代」に突入したことを明確に示してい
ます。この成功は、打ち上げコストを大幅に削減し、中国の商業宇宙産業の国際的な競
争力を高める上で極めて重要です。

技術・臨床詳細：画期的なネット捕獲システムの機能と優位性

長征10Bロケットの第1段ブースターは、高度な誘導・制御システムと推進剤の逆噴射を
利用して、指定された海域に設置された回収プラットフォームへと正確に降下しまし
た。このプラットフォーム上では、広範囲に展開された巨大なネットがブースターを軟
着陸させ、構造へのダメージを最小限に抑えつつ回収を可能にしました。従来の着陸脚
による垂直着陸と比較して、ネット捕獲システムは、着陸の精度要件を緩和し、より軽
量なブースター設計を可能にする可能性があります。この技術は、ブースターの再使用
サイクルを短縮し、迅速な打ち上げターンアラウンドタイムを実現することで、低コス
トかつ高頻度の宇宙輸送を可能にします。

背景・業界文脈：宇宙大国としての中国の台頭と技術競争

再利用可能ロケット技術は、SpaceXがFalcon 9とStarshipで先駆的に開発し、宇宙輸送
のコスト構造を劇的に変化させてきました。中国は、独自の宇宙プログラムを加速さ
せ、特に商業宇宙分野での国際的な影響力を拡大しようとしています。今回の長征10B

の成功は、中国が米国に追いつき、最先端の宇宙技術競争において主要なプレイヤーと
しての地位を確立しつつあることを示しています。この技術革新は、衛星インターネッ
ト、深宇宙探査、そして月・火星への有人ミッションといった長期的な国家目標達成に
不可欠です。



今後の展望：宇宙アクセス能力の向上と国際協力

長征10Bの成功は、中国の宇宙アクセス能力を大きく向上させ、特に低軌道への大規模
な衛星コンステレーション展開をより経済的かつ効率的に行えるようになります。これ
により、中国の宇宙産業は新たな成長段階に入り、国内外の商業的な需要に応えること
が可能となるでしょう。また、この技術の進化は、将来的な宇宙インフラの構築、例え
ば宇宙太陽光発電や軌道上製造といった分野においても、新たな可能性を切り開きま
す。中国の再利用ロケット技術の進展は、国際的な宇宙開発における協力と競争のダイ
ナミクスをさらに活発化させると予想されます。

元記事: https://www.globaltimes.cn/page/202607/1365624.shtml

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.globaltimes.cn/page/202607/1365624.shtml


#51 City Labs、FAA承認済み初の商用核動力衛星BOHR
CubeSatを軌道へ投入、トリチウム電池で深宇宙・月夜間
探査を革新

概要

フロリダ州のCity Labs社は、SpaceX Falcon 9ロケットで、トリチウムを動力源とする

ベータボルタ電池を搭載したBOHR CubeSatを軌道に投入しました。このBOHR

CubeSatは、2019年のホワイトハウス覚書に基づき構築されたFAA経路の下で、商用宇
宙船に核動力源を搭載することが初めて承認された事例となります。この

「NanoTritiumマイクロパワー源」は、太陽光に依存せず、深宇宙や月の夜間といった
永久影の条件下でも長期間稼働できるため、低電力センサーやセキュリティキーを動
かす新たな商業的機会を拓き、衛星のエネルギー貯蔵と探査に革新をもたらします。

公開日 2026年07月09日  Space Daily  アメリカ



詳細

主要成果：City LabsがFAA承認済み初の商用核動力衛星BOHR CubeSatを打ち上げ

フロリダ州マイアミに拠点を置くスタートアップ企業City Labsは、SpaceX Falcon 9ロケ
ットを用いて、トリチウムを動力源とするベータボルタ電池を搭載した小型衛星
「BOHR CubeSat」を軌道に投入しました。このBOHR CubeSatは、2019年のホワイト
ハウス覚書に基づいて確立された米連邦航空局（FAA）の承認経路を通じて、商用宇宙
船に核動力源を搭載することが初めてクリアされた歴史的な事例となります。この成功
は、安全でコンパクト、かつ規制承認済みの核動力システムが商業展開の準備が整って
いることを示しています。

技術・臨床詳細：トリチウムベータボルタ電池「NanoTritium」の機能と応用

BOHR CubeSatに搭載されたベータボルタ電池は、「NanoTritiumマイクロパワー源」と
して知られ、放射性同位体トリチウムが崩壊する際に放出されるベータ粒子（電子）の
エネルギーを直接電力に変換します。この技術は、太陽光発電に依存しないため、太陽
光が届かない深宇宙空間や、2週間にも及ぶ月の夜間といった永久影の条件下でも継続
的に電力を供給できるという画期的な利点があります。この小型で信頼性の高い電力源
は、低電力消費のセンサー、通信機器、セキュリティシステム、あるいは遠隔地の監視
装置など、長期間の自律稼働が求められる様々なペイロードへの応用が期待されます。

背景・業界文脈：宇宙エネルギー源の多様化と規制の緩和

従来の宇宙ミッションでは、主に太陽電池と化学電池が電力源として利用されてきまし
たが、深宇宙探査や月極域での長期ミッションでは、太陽光の制約が大きな課題でし
た。プルトニウムを基盤とする大型の放射性同位体熱電発電機（RTG）は既に実績があ
りますが、小型衛星や商業ミッションには不向きでした。City LabsのNanoTritium電池
は、小型かつ安全性が高く、FAAの承認を得たことで、商業宇宙における核動力源の新
たな選択肢を提供します。2019年のホワイトハウス覚書は、商業宇宙活動における核動
力源の利用を促進する方針を示しており、今回の打ち上げはその規制緩和と技術革新が
結実した形と言えます。



今後の展望：月面探査の加速と宇宙経済の拡大

トリチウムを動力源とする核電池の商用利用は、今後の月面探査、特に月の南極地域に
おける水氷資源の探査に大きな影響を与える可能性があります。月の夜間でも活動でき
る探査機は、これまでアクセスが困難だった領域からの科学データの取得を可能にし、
月面基地建設に向けた重要な情報を提供します。また、この技術は、宇宙での長期運用
が求められるIoTデバイスや、新たな宇宙セキュリティシステムなど、広範な商業宇宙
アプリケーションの開発を促進するでしょう。City Labsの成功は、宇宙経済におけるエ
ネルギーソリューションの多様化を促し、新たなビジネス機会を創出する画期的な事例
として注目されます。

元記事: https://spacedaily.com/sd-on-july-7-a-small-miami-company-called-city-labs-put-a-tritium-

powered-battery-the-size-of-a-pencil-eraser-into-orbit-aboard-a-spacex-falcon-9-its-softball-sized-

bohr-cubesat-becoming-th/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://spacedaily.com/sd-on-july-7-a-small-miami-company-called-city-labs-put-a-tritium-powered-battery-the-size-of-a-pencil-eraser-into-orbit-aboard-a-spacex-falcon-9-its-softball-sized-bohr-cubesat-becoming-th/
https://spacedaily.com/sd-on-july-7-a-small-miami-company-called-city-labs-put-a-tritium-powered-battery-the-size-of-a-pencil-eraser-into-orbit-aboard-a-spacex-falcon-9-its-softball-sized-bohr-cubesat-becoming-th/
https://spacedaily.com/sd-on-july-7-a-small-miami-company-called-city-labs-put-a-tritium-powered-battery-the-size-of-a-pencil-eraser-into-orbit-aboard-a-spacex-falcon-9-its-softball-sized-bohr-cubesat-becoming-th/


#52 Standard Technology、月面レゴリス3Dプリンティ
ングとISRUを統合し、地球からの輸送コストを削減する
月面基地技術を開発

概要

Standard Technology社は、月面探査の未来を見据え、月面基地技術の開発を積極的に

進めており、特にその場資源利用（ISRU）と先進的な月面レゴリス3Dプリンティング
に注力しています。同社の目標は、月面で直接堅牢な構造物を製造することで、地球
からの材料輸送にかかる高額なコストと複雑な物流を大幅に削減することです。この

技術は、月面での持続可能な人間の存在を可能にし、深宇宙ミッションの自律性を高
めるための重要な基盤となると期待されます。

公開日 日付不明  Standard Technology  アメリカ



詳細

主要成果：Standard TechnologyがISRUと3Dプリンティング統合による月面基地
技術を開発

Standard Technology社は、月面探査の未来を形作るべく、革新的な月面基地技術の開発
を推進しています。同社は特に、その場資源利用（ISRU）と先進的な月面レゴリス3D

プリンティング技術の統合に注力しており、月面で直接、堅牢な構造物を製造すること
を目指しています。このアプローチは、月面インフラ構築における地球からの材料輸送
コストを劇的に削減し、物流の複雑さを解消する可能性を秘めた画期的なものです。

技術・臨床詳細：月レゴリス活用による自給自足型製造

Standard Technology社の技術は、月面に豊富に存在するレゴリス（月の砂状の土壌）を
主要な建材として活用します。ISRU技術により、月レゴリスから水、酸素、金属などの
基本的な資源を抽出し、これらを3Dプリンティングの原材料として利用します。具体的
には、月レゴリスを焼結または結合剤と混ぜ合わせることで、居住モジュール、遮蔽構
造物、着陸パッド、道路といった様々な月面インフラをオンデマンドで構築します。こ
の3Dプリンティングプロセスは、高度に自動化されており、人間の介入を最小限に抑え
ながら、月面の過酷な環境に耐えうる耐久性のある構造物を作り出すことが可能です。
これにより、地球からの高価な輸送に依存することなく、月面での自給自足型製造サイ
クルを確立することが目指されています。

背景・業界文脈：深宇宙探査の加速と月面経済の構築

NASAのアルテミス計画をはじめとする国際的な取り組みにより、月面への回帰と恒久
的な人間の存在の確立が世界の宇宙機関の主要な目標となっています。このような長期
ミッションでは、地球からの継続的な物資補給が経済的にも物理的にも大きな課題とな
るため、月面での資源利用と製造能力の確立が不可欠です。Standard Technologyのよう
な民間企業は、この新たなフロンティアにおいて、革新的なソリューションを提供する
ことで、月面経済の創出に貢献しています。同社の技術は、宇宙探査をより持続可能か
つ経済的にするための重要なステップと位置付けられます。



今後の展望：月面基地の実現と火星探査への応用

Standard Technology社の月面基地技術は、将来的な月面基地の建設と運用を大幅に加速
させるでしょう。月面で直接構造物を製造できる能力は、月面での居住空間の拡大、科
学実験施設の設置、そして宇宙資源採掘活動の支援に不可欠です。さらに、この技術は
月面だけでなく、火星探査など、他の惑星体への長期ミッションにも応用可能です。現
地資源を利用した建設は、人類が深宇宙へと活動範囲を広げる上での主要な課題の一つ
を解決するものであり、地球外での恒久的な人間の存在を実現するための基盤技術とな
ることが期待されます。Standard Technology社の取り組みは、宇宙における人類の未来
を再定義する可能性を秘めています。

元記事: https://www.standardtechnology.com/blog/the-future-of-lunar-exploration-standard-

technology-s-moon-base-technologies
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